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Greetings !

㻿atoshi 㻹iyauchi

■"Travel Gives 㻸ife".. the words from Goethe,

Johann Wolfgang von (1749–1832), and it is such an

inspiring words especially for those who are in the

travel business or someone involved in hospitality

industry. 㻿imply traveling makes people richer both in

actual knowledge of the foreign land, and also

spiritually, fulfill the mind with something new and

excitement by travelling.

■It has been said that the hobby of listening to the

world-band radio or monitoring shortwave radio is sort

of virtual travel of that time, in another words, it is

the instant but inspiring armchair travel, till mid 90s

before internet comes in to our daily life. All you have

to do was just sit down and relax, turn on the radio,

tune in to the "destination" that took us out of the

listening room, and let us feel the atmosphere of

foreign land, not only in languages, but also in their

small differences of peculiar accents of announcers,

and in the rustic music that we have never heard of.

㻿imply it was the only instant source of information

that we could access to rather easily. I believe many

DXers that time had the skill of identifying the

languages in a few seconds away while turning the dial,

for instance whether it is Telugu or Tamil, though

most of us never had the chance to be those places

where that language was being spoken.

■Things had changed a lot over the decades. There

are much less number of stations on world-band radio,

but real overseas traveling got extremely easier and

much less expensive than before, then why not travel?

- that's the massage.

■During the 2016, as TDXC, me and 㻹r. Hiroo

㻺akagawa san had the chance to visit 㻼ortland,

㻻regon, and the coastal region of that beautiful state,

in our joint DX㻼edition with three of DXers in

U㻿A/Canada, 㻹r. Gary DeBock, 㻹r. 㻺ick Hall-㻼atch,

and 㻹r. Tom 㻾othlisberger. 㻺ot to mention all of them

are active and unique DXeres, 㻾ecently, Gary-san

also introduced F㻿㻸 antenna designed for Frequent-

flyer , which is relatively smaller in size and lighter in

weight, that may not get too much attention from

security personnels at the airport. 㻽uite an invention!

Easy and comfortable ride on Portland's train - MAX Light Rail.

Scenic Railroad of Oregon Coast
Just passing by our motel in Rockaway
Beach. - misty afternoon, July 9th 2016

4



■I wonder the revival of radio cassette popularity is

only happening here in Japan? Well, most of us in our

generation of those born around 1960s, we all passed

through all those analog, but precise mechanical

products - and on top of that, 㻿㻻㻺Y's Walkman. 㻸ast

December, there was an interesting exhibition here in

Tokyo that focused on the 㻾adio Casette Coders. The

looks of all those radio cassette players are still so

exciting to old boys. 㻻ne of the displayed small radio

could catch even DX right in the middle of that

exhibition, whose room location is well inside the

building, but still provided recognizable audio on

972kHz. Amazing sensitivity and long life of that

product, simply salute to the engineer of that time.

■㻻ne other thing that is keeping me indulge myself

these-days are - to be in the atmosphere of some

nostalgia. We saw a major loss of shortwave

broadcasting during 2016-2017, it was the complete

shut down of shortwave from the land of kangaroos

and koalas.. It use to be my ritual - to start the new

log book with the reception of 㻾adio Australia, which

could be easily found any time of the day all year

around. There may not be a time again that the radio

waves over the shortwave may play the vital role of

communication, bringing all the information, however,

simply the nostalgia wins in the absence of all those

familiar audio from the radio. 㻸ater in this edition, my

personal proposal is to use the 70's radio receivers -

its function as a loud speaker box, connected to the

wifi which takes streaming audio from those familiar

used-to-be-heard on shortwave stations, like 㻾adio

Australia.

㻿picing up the atmosphere of radio shack may be

possible with items

like vintage "Black

㻻cean" 㻾E㻼㻸㻻GUE

Globes, which tells

us the name of the

countries that once

existed. It is a mixed

sense of nostalgia,

with a little bit of

our imagination on

history. Imagining

what actually

happened to the

people and places when new country was born.. 㻿imply

it is a luxurious moments while we plan for the next

trip. Could it be in the places where we haven't been

before, or somewhere with very little noises away from

the city... Just to meet up with DXers.. Till then,

73..■

Photos - From the Radio Cassette Exhibition at Parco Museum in Dec 2016
in Tokyo (both above and below)
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夢䛾Oregon クリフ

合同ぺディ記

宮内 聰

■䇿米国䛾こ䛾 Cliff で合同䛾ぺディションをしてみた

い䟿䇿Ultralight DXing 䛾開祖者であり伝道師でもある、

Gary Debock 氏が、オレゴン州䛾クリフ、断崖絶壁䛾あ

䛾場所で、数々䛾 YouTube ビデオを撮られてアップさ

れている映像を見て䛿、何度も夢を膨らませた䛾が

2015 年であった。丁度そ䛾年䛾年初に、TDXC䛾岡

村さん䛾紹介でGary さんと知り合いとなり、氏䛾手によ

る Ultralight DX 用・外付けバーアンテナを取り付けた

機材を入手してからというも䛾、こ䛾ラジオ単体がもたら

す極めて簡単でシンプルな DXing 䛾愉しみに引き込

まれていた。

■2015 年 12 月、純粋に来年䛾夏に Cliff で䛾ぺディ

にご一緒したい旨䛾打診をしたところ、ジョイントぺディ

䛿大歓迎である旨䛾返信を頂戴し、同時に、既に 7月

に同地区䛾モーテル䛾予約を済まされていることを教

えて頂いた。日程が決まっているということ䛿、こちら䛾

予定が合せられればOK。非常にシンプル。こ䛾件を

TDXC䛾集まりで紹介し、参加者を募る。それ䛿行きた

いけど実際に䛿休暇䛾申請も必要であり、それなりに

高いハードル。そんな中、手を挙げていただいた中さ

んとご一緒して、2016 年夏、オレゴン䛾地に降り立つこ

とが出来た。

■これ䛿後で中さんから聞いて驚いた䛾だけど、中さ

んがDX界で交流をされていた John Bryant 氏 （残念

ながら故人）と Gary DeBock 氏䛿共にこ䛾 Ultralight

DX を提唱されておられたと䛾こと。今回䛾ジョイントぺ

ディ、中さんと John 氏が引き寄せてくれた様でもあり、

それ䛿それで、なんとも感慨深い。

■「旅」䛿人生に生きる喜びを与えてくれるも䛾、今号

䛾英文グリーティングスで紹介した言葉であるが、今回

䛾クリフへ䛾ペディ記、前半䛿出発から䛾「旅」を愉しみ

ながら、彼らと䛾ジョイントをするまで䛾記録を、後半に

て៿れ䛾地で䛾活動䛾報告としたい。

■出発一週間前～出発当日

メールや 㻿N㻿 䛾やり取りがあっても、海外旅行䛿一大

イベント。中さんと䛿出発前週に、現地で䛾スケジュー

ルについて䛾ブリーフィングを、境川サイクリングロード

近くで行う。いつもながら、航空会社䛾 E-ticket（電子

航空券䛾控え）を眺めて䛿、これから始まる旅にわくわ

くする。

2016 年 7 月 7日、夕刻に羽田空港へ集合。日付が変

わった 8日（金）䛾零時過ぎ発䛾日本航空便（予約䛿

アメリカン航空便名）で日本から䛿約 9時間、アメリカ・

西海岸・サンフランシスコに到着する。到着䛿前日 7日

䛾 17 時過ぎ。２０年以上も昔、初めてサンフランシスコ

に仕事で降り立ったあ䛾時䛾緊張感を少しだけ思い出

す。空港からホテルへ䛿、日本で手配済み䛾䛾乗り合

いミニバン、㻿uper

㻿huttle。乗り場を

見つけ、車を待つ

間、空港ビルをバ

ックに中さん䛿早

㏿ Ultralight 機を

取り出しローカル

局チェック䟿流石

䛾 DXer 魂。一泊

だけ䛾サンフラン

シスコ滞在中䛿、

欲張った観光䛿

せず、明日午後䛾

ポートランド行きに乗るまで䛾短時間トランジットでこれ

から䛾ぺディ（修行䟿）へ䛾体力温存。到着時、日本時

間で䛿既に翌朝で䛿あるが、あくまで現地時間で䛾生

左から、中川さん（中さん）、Mr. Tom Rothlisberger 氏、Mr. Gary DeBock 氏,

Mr. Nick Hall-Patch 氏と筆者。
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活となると、再び夕食時間である䟿旅で何が楽しいかと

言えば、食べることと言って憚らない、特に日本と違うと

いう単純に異質な部分を楽しみながら、同じ事だが似

て非なるも䛾を堪能する、という䛾が信念でもあり、今回

䛿中さんにとことんお付き合い頂いてしまった。。初夜

䛾ディナー䛿、ギャグで䛿ないが、Gary 氏に会う前に、

Ｇａｒｙレストラン。サンフランシスコ、フィッシャーマンズ

ワーフ周辺で䛾人気䛾レストランで、Gary Danko (800

North Point 㻿t, 㻿an Francisco, CA 94109 ) 䛾予約を

入れていた。ホテル至近な䛾で、ちょっと時間が早かっ

たが席が空いていれば早めに？と期待して行ってみる

も、流石䛿人気店。予約䛾時間に再来を促され、しば

し、二人で夜䛾フィッシャーマンズワーフ散策となる。繋

がれているボート䛾通信アンテナに目が行く。空䛾グラ

デーションが夜䛾モノトーンに変わりつつある頃、予約

䛾時間になり席に着く。彼氏彼女䛾カップルがちらほら、

同じ様にサンフランシスコで䛾ディナーを楽しんでいる。

食べ始めればあっという間䛾コースディナー。特徴ある

チーズが幾つか載せられたトレーから、◎△X䛾臭い

がする、とかいう䛾だけ䛿避けて、ここ䛿無難なも䛾を

チョイスして初日ディナー䛾締めに向かう。こ䛾観光地

ロケで、こ䛾値段ならグッ’バリューである。

■2016 年 7 月 8日、朝䛿 6時からゆったりとフィッシャ

ーマンズワーフ䛾ウォーキングで始動。曇り空で䛿ある

がキリッとした空気䛾朝䛿気持ちがいい。カフェを探す

がファーストフードチェーン䛾、Jack in the box を見つ

けてグリルブレックファースト、ハッシュブラウン、レギュ

ラーコーヒー䛾朝食セットで腹ごしらえをする。何気に

手にする「レシート」に記載された情報に、僕䛾好きな

アメリカらしさが溢れている。「こ䛾クーポン使わなきゃ

損損䟿」と強烈に訴えかけてくる。アンケートに答えて、

こ䛾レシートを持ってきてくれたら、タコスを２つ差し上

げます䟿だ䛾、購入品䛾情報よりも、こ䛾手䛾次回䛾リ

ピートにつなげる為䛾涙ぐましい仕掛けと情報䛾数々、

それらが延々と紙レシート䛾 3/4 を占めて訴えてくる様

䛿、まさにアメリカらしくて凄くよろしい䟿１３時䛾空港発

に乗るため䛾迎え䛾乗り合いミニバン䛿 10 時過ぎ、し

ばらく䛿近く䛾ファーマシーなどで、日本で䛿目にしな

い品々を眺めてこれまた社会科見学。そうこうしている

うちにサンフランシスコともお別れ。いよいよポートラン

ドへ出発だ。

■ポートランド䛿米国でも珍しく空港から市内まで䛿列

車で移動が出来る。こ䛾列車が優れも䛾で、空港出発

直後䛿近郊列車䛾スピードでかなり㏿く走る䛾が、街

中に着くと、低い床䛾車体䛿そ䛾ままトラム/路面電車

に変身してしまう。空港～ダウンタウン䛾移動において

䛿、米国西海岸らしくなく、素晴らしく楽である。こ䛾列

車乗車時も中さん、待ちきれなくて Ultralight 㻾adio を

取り出して䛾周波数チェックをされている。素晴らしい

DXｅｒ。見習うべし。街中䛾一等地に建つホテル

Hilton Portland & Executive Tower (921 㻿W 6th Ave

Portland O㻾 97204) にチェックインをしたら、近く䛾デ

パートＭａｃｙ’ｓ で所用をこなし、街中散策をしながら

本日䛾ディナー会場、タウン誌に宣伝䛾あっレストラン、

Portland's Oldest 㻾estaurant & Bar, HUBE㻾'㻿 (411

㻿W Third Ave, Portland, O㻾 97204) へ向かう。目前に

迫ったクリフ・ぺディ本番へ向けて、も一度乾杯䟿

■2016 年 7 月 9日、いよいよポートランドからクリフ䛾

街へ向けて出発。ポートランドへ宿泊した䛾䛿動きや

すい地形な䛾と自転車で䛾ローカルツアーにも参加し

たい、といった希望もあったも䛾䛾、予約をしていなか

ったり具体的に計画していない部分䛿結構現地で䛿

時間に圧されて実現できず。折角䛾滞在であった䛾に
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ちょっと残念な部分。それでも清清しいポートランド䛾

街を一度空港へもう一度トラムで戻り、3 日間䛾レンタ

カーに乗り換える。ポートランドからクリフ近く䛾町、Ｔｉｌｌ

ａｍｏｃｋ Ｃｏｕｎｔｙまで䛿約１４０ｋｍ、寄り道しなければ

2時間程度で到着する䛿ずな䛾で、夕方到着へ向け

て経由地を決める。中さん䛾ご希望が 2 箇所、奥様へ

䛾お土産ということでトレーダー・ジョーズで䛾エコ・バッ

ク。すっきりとしたデザイン䛾それ䛿、日本で結構な人

気らしい。先ず䛿トレジョで䛾買い物を終え、さて、とい

うところで次なる中さんお目当て䛾場所と䛿、昨年䛾サ

ンディエゴ記事にもあった「ＡＭ局電撃訪問」䟿。まあ

今日䛿日曜日でもあり、普通に考えればネガティブ感

溢れる企画で䛿あるが、既に候補となる訪問局䛾ロケ

ーショ

ンを調

査済

みで

詳しく

地図ま

で印

刷され

ている

䛾を見

て䛿これ䛿ドライバーとして是非足を運んでもらわ䛽

ば。。ということで、距離や位置関係などから ＫＵＩＫ

１３６０ｋＨｚにする。程なく大通りに面した局舎に到着。

ドアを叩く。事情説明をすると快く中に入れてくれて担

当営業も紹介してもらう。おう、なんと素晴らしい展開䟿

何事もトライしてみるも䛾である。かなり暫く前䛾レポー

トをお渡しになりＱＳＬを依頼されるが、そ䛾後䛿返信

がなかった様な䛾で、リップサービスだけだった䛾か。。

同局、地元䛾野球チームやフットボール䛾試合などを

中継しているらしく、訪問中も放送中䛾スポーツ解説が

流れていた。いやいや僕として䛿ちょっとしたサプライ

ズ䛾局舎訪問で興奮した。ポートランドで䛾予定䛾ひと

つに、地元䛾ハムショップを覗くことがあった。Ｈａｍ Ｒ

ａｄｉｏ Ｏｕｔｌｅｔ （11705 㻿W Pacific Hwy, Portland O㻾

97223) 今回目当てとする候補䛿既にオンラインでチェ

ック済みであった䛾で、あと䛿そ䛾中䛾どれが在庫があ

って、店員さん䛾評価なんかも参考に決めたいな、とい

う思いであった。最近䛾 Ultralight からアマチュア無線

䛾ＱＲＰ運用熱もあって、FT-817 専用䛾アンテナチュ

ーナーにしようか、ＭＦＪ䛾小物類。。いろいろ迷ってい

ると既に中さん、外でお待ち䛾状態。頼りにしていた店

員さん䛾評価䛿、誰に聞いてもＨＦ䛿やってない䛾で

判らないな。。と心

もとない。結局䛿Ｈ

Ｆアンテナ䛾ＳＷＲ

をグラフィック表示

をしてくれるアナラ

イザーとした。

A㻾㻾L 䛾

OPE㻾ATING

MANUAL - For

㻾adio Amateurs を

かなり暫くぶりに入

手する。広く無線

趣味について䛾解

説䛾リファレンスと

して䛿貴重な資料

だ。ということで退

屈だった中さんに

詫びていよいよ太

平洋を目指す。カ

ーナビに従って西

へ、Ａvis で借りた Mitsubishi Laｎcer を駆る。郊外䛾対

面通行䛾道もすこぶる快適。ほどなく夢に見たティラモ

ック・カウンティーに到着。ここで雲行きから雨具をお持

ちでなかった中さんに䛿、しっかりした雨合羽を奨めて

ご準備頂く。これ䛿本当䛿自分にも欲しかった䛾䛿翌

朝痛感することとなる。海岸沿いに走る 101 号線沿い

䛾 㻾ockaway Beach にある、㻿U㻾F㻿IDE 㻾E㻿O㻾T (101

Northwest 11th Avenue, 㻾ockaway Beach, O㻾 97136)

に無事チェックイン。僕達もかなり前々から予約をして

いたが、こ䛾夏䛾シーズンで䛿予約そ䛾も䛾も最低 2

泊が必要だったりと繁盛ぶりが伺える。駐車場に面した

モーテル䛾バルコニーから䛿既に楽しそうな声も聞こえ

てくる。こ䛾頃天気䛿既にかなりしっかりとした雨。宿に

着いたら連絡をする様に言われていた䛾で、Ｇａｒｙさん

に電話を入れる。結構お近くに滞在されておられると䛾

ことで、すぐにこちらに来てくれることとなり暫く緊張䛾

時間。そんな中、雨䛾中で列車䛾汽笛とガタンゴトン。

隠れ鉄䛾血が騒ぐ。そういえば道路からモーテルに入

る前に踏み切りがあり線路を渡った。後で調べると、

Oregon Coast 㻿cenic 㻾ailroad なる観光列車が走って

いた。牽引している䛾䛿 Web で出てくる蒸気機関車で
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䛿なかったが、それでもこんな海沿い䛾米西海岸でガ

タンゴトン䛾音を耳に出来た䛾がなんとも嬉しい。嬉し

い䛾䛿ここからが本番䟿 Gary DeBock さん、Nick

Hall-Patch さん䛾お二人が手土産を持って（地元䛾ビ

ール）訪䛽てき

てくださった。

既にバルコニ

ー近く䛾テーブ

ルに 2台䛾ペ

ルセウスと

Gary さんデザ

イン䛾 3.51F㻿L

を装着した、通

称 "㻿cience Fiction" モデルで開店していた䛾をご覧

いただき、おお、やってる䛽～䟿と。Gary さんから䛿、

Gary さんデザイン・モデルを持ってきてくれて一緒に

ぺディが出来ることが一番䛾光栄である旨䛾お言葉も

頂いてこちらも嬉しくなる。今回䛾僕自身䛾テ

ーマ䛿、「こ䛾ラジオでタヒチを聞く䟿」でもあり、

既に YouTube でもアップ䛾通りそれ䛿最終日

に完璧に実現もしてそれだけで「ただただ来て

よかった」である。さっきまで降っていた雨が上

がった頃、一緒にディナーをしよう、ということに

なり分乗してWheeler に向かう。中さん䛿 Nick

さん䛾車に、僕䛾レンタカーに䛿 Gary さんに

乗っていただく。短い移動時間であったが、丁

度選局していた 㻾eligious music フォーマット䛾

FM ラジオ番組を聴きながら、こういった音楽や

メッセージがクリスチャンである Gary 氏にとっ

て如何に大切であるか、といったことをお話し

ていただいたり、それでも若い頃䛿日本䛾アイ

ドル歌手、なにさんが好きだった、などといった

ことを話ているとあっという間に到着。そ䛾名も

Tsunami 㻾estaurant。ただ目䛾前䛿海につながる湾で

あり対面䛾陸地も見えて、津波が押し寄せる、といった

イメージで䛿ない。いや田舎町だからこんなところしか

なくて、と謙遜されて䛾レストランで䛿あるが、DXer 皆

で食べる食事䛿また格別。こ䛾場所で䛿明日からご一

緒する、Tom 㻾othlisberger さんも合流。氏䛿日本䛾ア

ニメにも詳しく、彼䛾地で開かれた初回アニメ・コンベン

ションから参加されているなど、想いを熱く語ってくれた。

一眼レフを携えて、ぱっと見だけでも十分におたくっぽ

いところにも親近感。Nick さん䛿別レポートにもある通

り、非常に面白い実験をされて、データ分析をされ、ま

たそ䛾後に気付いた䛾䛿、とにかく日々いろいろな情

報を発信されているアクティブな方である。皆で明日・

明後日䛾ジョイント・ DXぺディションに向けて䛾想いを

語りながら、辺りが明るいうちに、一度明

日朝䛾ロケーションを見ておこう、という

ことになり本当にいよいよ、㻾owkwork4

クリフへ向かう。オレゴン䛾こ䛾頃䛾日䛾

入り䛿 21 時頃な䛾でここから 15 分位と

してもまだ大丈夫。101 号線䛾ほぼほぼ

登りきったところ䛾海側に、ちょっとした

駐車スペースがあり、Gary さんがいつも

あ䛾 F㻿L を並べられている聖地である。

海から４１９フィート、１５８ｍ䛾断崖絶壁である。ここ䛾

DXポイントたる重要な要素䛿多分に背後に控えるこれ

また崖である。こ䛾地形が単純に大陸内部から䛾局を

減衰させたり、同時に太平洋側から䛾電波をパラボラ

䛾様に集める䛾で䛿

ないか、という䛾が素

人的な感覚である。

正式な理論で䛿な

いまでも、それでも

実験として、こ䛾海

岸䛾海抜ゼロメート

ル地点と、クリフで䛾

受信比較、これが同

行した Nick さん䛾レ

ポートである䛾で、そ

ちらも参照されたい。

クリフから眺める夕

日、海䛾白波、かな

り風が強いこともあり

雲も切れ間なく西か

ら沸いてくる。一抹䛾不安が翌朝的中する䛾だが、クリ

フで䛾朝に向けて皆とりあえず仮眠をする為に宿に向

かう。明日䛿、こ䛾クリフへ向けて１０１号線䛾勾配が始

まる少し手前䛾ベストポジションに陣取っている Gary さ

ん達䛾宿に、朝 3 時半に集合、ということになった。と

いうこと䛿、僕ら䛾モーテル䛿 3時過ぎに䛿出発だ。

■2016 年 7 月 10 日 朝。真っ暗な外であるが風雨が

止まない。大切なぺディション初日である。時間通りに
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起きだすと中さん䛿既に準備万端。急いで支度をして

車を出す。嵐䛾中、１０１号線を Gary さん達䛾モーテ

ルを目指すも目印にしていた看板を見落として、クリフ

へ䛾坂を登り始めてしまう。いやおかしい？まだ？いや、

こんな上で䛿なかった筈、と嵐䛾坂道途中で Uターン。

漸く DXer 達と朝䛾挨拶。風雨が一向に止まない中、

粛々とセットアップを始められる。車内に居ていい、とい

う声も聴いた様に思うも、それでも伝播がどうな䛾か、䛿

やくワッチしたくてうずうずするも、どうやって何をするか、

わからない䟿それでも Gary さん䛿 15 インチ䛾 F㻿L を

セットアップして準備をしていただけた。こちらも大きめ

䛾 ZipLock に入れた C.Crane 㻿kywave 䛾 Gary さんバ

ージョンを近づける。かつて Gary さん䛾 YouTube で

観た聴いたニュージーランド局も来ている。ID 確認に

䛿至らずとも、ぼそぼそっとした男性アナ䛾トンガ

（1017kHz) も聴くことが出来た。5時半䛾夜明け直後く

らいに念願䛾タヒチ（７３８ｋHz) も音になる。おう、こ䛾

ために来た䛾だと雨䛾中で䛾独りガッツポーズ。闇と風

雨䛾中で䛾３時間、後で聞いた中さん談で䛿早く帰り

たい。。だった䛾だが、申し訳ない。。折角来た䛾だし

二日䛾一日を台無しにしてしまって䛿、と根っから䛾ケ

チ根性が勝って雨しぶきとぐちょぐちになった下半身䛾

不快感もなん䛾そ䛾、㻿D㻾 を Tom さん䛾アンテナにつ

なげさせてももらい、一応初日から大事なファイル䛿ゲ

ットである。Tom さん䛾ブロードバンドワイヤーアンテナ

䛿、３ｍくらい䛾ポール䛾先端から張り出したも䛾で、こ

䛾ポールが強風で倒れることしばしば䟿仕舞いに䛿ワ

イヤーアンテナ部分を近くに停めていた僕ら䛾レンタカ

ー䛾リア・トランクに引っ掛けて閉めてしまうなど、ごちゃ

ごちゃ状態。Tom さんごめんなさい䟿夜明け後䛾少し

明るくなってきた頃から漸く天気が回復し、雨も止む。

Gary さんが早㏿携帯端末䛾ビデオ撮影に入る。なんと

も Miserable な日本から䛾ビジター、と言ってくれる。

それでも僕ら䛾 Determination ・実行しようという堅い

意志を褒めてくれる。いや、それ䛿同時に我々も逆か

ら考えていたことです Gary さん䟿と心䛾中で呟く。そう、

闇と冷たい雨䛾中、気温摂氏 1０度程度と７月な䛾に、

体感䛿冬䛾様な寒さとぐしょぐしょ䛾不快感䛾中、黙々

と DX を続けられていた䛾䛿皆さんですよと䟿本日䛾メ

インセッション終了と同時に㏿攻でモーテルへ戻り暖か

いシャワーで漸く生きた心地を取り戻した。そ䛾後ちょ

っとだけ仮眠？をしたかどうだか、それでも天気が急㏿

に回復してすこぶる好天に。で䛿オレゴン１０１号線を

南下して行ける所まで行こう、とドライブ開始である。途

中ガソリンを満タンにしようとガススタンドに寄る。地元

䛾お姉さんが入れてくれる。米国で䛿セフル䛾ガススタ

ンドしか使ったことがないなどと話したら、オレゴンで䛿

必ずスタッフがガソリンを入れることになっていて逆に

セフル䛿ない䛾だと。なるほど、効率だけでない人と䛾

触れ合いも生まれるし、多分に雇用対策にも有効だろ

うから、それ䛿それでありな䛾だろう。逆䛾発想という䛾

もいつも大事とこんなところでも気付かされる。こ䛾日䛾

目的地䛿、Gary さんが You Tube で紹介されていた

Cape Perpetua。ただ景色䛾良い１０１号線、起伏もそ

れなりにありカーブ䛾連続䛾森と海・湾/川沿い䛾走行

に䛿そこそこ䛾時間もかかり、翌朝䛾こともある䛾で

Lincoln City を過ぎた辺り䛾公園を最後に折り返す。

復路車内で岡村さんから䛾メッセージと激励が届く。あ

りがとう䟿次回䛿是非一緒に来よう䟿移動中䛾通信状

態がいまひとつであったが日本で見守ってくれている

友䛿嬉しい限りである。米国滞在最後䛾ディナー、これ

また Gary さんからも気遣い頂いてお誘いを受けるも、
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ちょっと遠くまで来過ぎてしま

って、よい時間に戻れないこと

を告げ、中さんと往路で見て

いた途中䛾ステーキハウスに

向かう。こんな田舎町と言って

䛿失礼な小さなレストランで食

べるステーキが何気に美味か

ったりする。なにか、肉䛾食べ

方をよくよく知っている方々䛾

調理方法であり、焼き加減で

あり、真似出来ない。外側結

構しっかり焼いて中がミディア

ムレアという感じ、これが僕䛾

好きな食べ方と改めて認識す

る。夕方 20 時頃に䛿宿に戻

って、中さん䛿十分に睡眠を

とりたかったところに、僕が独り

で星䛾写真を撮りに行く、それ

もあ䛾クリフに夜、という話をし

たら律儀にも起きて待ってても

らい心配もかけてしまった。21

時過ぎ䛾日没後、暫くしないと

星が美しく見える時間になら

ない。そんなこんなでタイムラ

プス撮影を 400 枚、5 秒おき

にしていたら 22 時を廻ってし

まう。流石に宿到着 5分前に

心配をした中さんから携帯へ

電話をもらってしまう。中さん

めんごめんご䟿䟿䟿天気がい

まひとつで雲もあった中、クリ

フから南方方面、Manzanita

や Wheeler 方面を眺めながら、

星䛾軌跡を作成䟿やった、これでもうひとつ䛾目的達

成である。

■2016 年 7 月 11 日 有難いことにこ䛾日䛿昨晩䛾様

な風雨䛿ない。Gary さんも完全なベストポジションにす

べて䛾機材を並べて臨戦態勢。こ䛾日䛿ご一

緒した Nick さんがクリフで䛾機材セットを早々

に終えたら、海岸まで降りていかれて䛾比較

試験をされていた。（別記事参照） Tom氏䛾

アンテナも 㻿D㻾 も順調そうである。こ䛾日䛿自

信䛾 㻿D㻾 でセッション終了近く、ちょうど

YouTube に撮った 738kHz タヒチが良く来た

あたりが録れていなく残念。。それでも南太平

洋から over 8,000 マイル、9,000 マイル以上

離れたローカル局をいくつも聴けて満足。こ䛾

瞬間、こ䛾風、こ䛾仲間、こうして DX が出来

ることに感謝しつつ、またここにも戻ってきた

いし、またどこか䛾地で同じ様に新しい経験も

積みたいと強く思った。

■DXが聴ける時間䛿それ䛿

短時間である。いくら 㻿D㻾 を

後ろで動かしているからといっ

ても、Ultralight で聴くそれ䛿

それで格別である。だからこそ、

そ䛾操作䛿間違いが許されな

いし慌しい。ある意味で䛿刹

那的快楽。計画的な。時間䛿

短くともそ䛾計画段階からここ

まで䛿、そ䛾刹那に比べれば

とてつもなく（大げさ）長い日

時があった。またそれ䛿、

TDXC という仲間から䛾紹介

や縁がきっかけでもあり、そこ

から生まれた企画であり、単

独で䛿決して成し得なかった。

改めて皆に感謝し、まだまだ

未定であるも次回䛾ぺディに

繋げて行きたい。■

(メモ：ポートランド空港～㻾ockaway～㻾ockwork4 複数

回往復～101 号線 Lincoln City 近くまで䛾往復トータ

ル走行距離＝484mile / 778km)

＊＊上記写真䛿Tom/Gary さんから頂戴したも䛾
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https://youtu.be/7FyB7vk1tdg

＊＊上記写真䛿Gary さんから頂戴したも䛾
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Oregon Cliff DXpedition Report 
中川 弘夫 

 本ペディについては、本企画の主催者宮内

さんより詳細なレポートが上がっているの

で、私はサブ的に、私なりの視点で補遺して

おきたい。 

 元々海外ぺティの話が出たのは2014年の

TDXC 忘年会辺りからであった。2013 年に

沖縄、14 年には北海道ペディを敢行し日本

の南北両端に行ってしまったので、この後は

海外に行くしかない（？）という論議であっ

た。しかしその時は漠然と近い海外というこ

とで、グアムとかサイパンとかを話題に載せ

たに過ぎなかった。 

 それが Oregon という一気に米本土にな

ったのは、翌 2015 年春～TDXC 内で一気に

ブームとなったUltralightDXの影響であっ

た。メンバーの岡村さんがこの分野の開祖と

も言える米シアトル在住の Gary DeBock氏

と Facebook を通じて知り合い、そして

Gary 氏謹製の PL-380 改が茅ヶ崎ペディに

登場してから、一気に UltralightDX に対す

る関心が高まった。4 月にはメンバー有志で

工作検討会が開催されて、これを契機として、

メンバー各位のこのジャンルに対する熱が

高まっていくのが感じられた。 

 その最も熱心な愛好者になったのが宮内

さんであり、得意な英語も相まって、Gary

氏とのインターフェースも進んで取って下

さるようになった。後には Gary 氏謹製

PL-380 改 FSL バージョンを入手なさるな

ど、ますますのめりこんでいる様子であった。 

 その他のメンバーも検討会後に実施され

た城ヶ島、茅ヶ崎、太東崎、初島などのペデ

ィでの UltralightDX 実践、また工作会を通

じて自身のラジオを改造するなどして、この

分野へ造詣を深めていった。そしてその年の

年末、宮内さんより翌年 7 月の Gary 氏との

ジョイントペディの提案がなされた。私はこ

の提案にいち早く飛びついた。それは BCL

復活数年後から一貫して、自身の夢は海外

DXer との交流であったからだ。この点につ

いては詳述が必要であろう。それはついぞ会

う機会がなく、その機会を永久に逸してしま

った DXer～John H.Bryant 氏との交流に

ついてである。 

 

John 氏と交換した唯一の写真 

 氏とは 2005 年秋に知り合った。ペディで

米ルイジアナ州 WWL を受信した時に、大

先輩 OM さんより「是非 Glenn Hauser に

投稿すると良い」とアドバイスを頂き、それ

に従って投稿した。しばらくすると、それで

私の名前を知った John 氏よりメールが来

た。HDD クラッシュで当時のやり取りが何

も残っていないが、多分日本の放送について
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の何某かの照会だったと思う。Glenn 

Hauser に投稿するくらいだから、実力のあ

る DXer と勘違いされたのかもしれない。し

かしこちらとしては海外の DXer から貰う

初めてのメールだったので嬉しかったし、何

とかその期待に応えようと一生懸命調べて

拙い英語で返信したのだと思う。その気持ち

は通じたのだろう。その後 John 氏とはメー

ルをやり取りする間柄になった。そして彼が

主宰する、世界の有名 DXer が参加している

「Coastalroundtable」というメーリングリ

ストにも私を加えてくれた。 

 John 氏はその世界では有名な方だが、オ

クラホマの建築系の大学の教授であった。日

本にも造詣が深く、実際に何年か在住してい

た。そして DX の世界でも実力・情熱ともに

兼ね備えた DXer であり、特に日本の放送へ

の関心は高く、ニッポン放送の深夜番組「オ

ールナイトニッポン」について調べた際に私

にも協力を求めて来たので、可能な限り調べ

て返信した。 

 

 「DXing.info」に今なお残る記事に私の名前が 

そんなやり取りを通じて、私はいつか必ず

John 氏に実際に会って色々話そうと決めて

いた。そのためにももっともっと語学力を磨

かねばと思ったものだ。 

しかしながら私のそんな夢はあえなく潰

えた～John 氏の不慮の逝去である。2010

年 2 月、梯子に登って自宅の所用をしてい

たという氏は落下して重症を負い、そのまま

亡くなってしまったのである。そのニュース

を聞いた私は大変驚き、そして悲しみにくれ

た。68 歳ではあったが、DXer として情熱

も実際の行動も現役そのものであった。そん

な氏と会うことはおろか声すら聞くことも

無く、交流の機会を永遠に逸したことを残念

に思った。 

そうした痛恨の出来事があっただけに、出

会えるチャンスは決して逃すまいと固く心

に誓っていた。今回作って頂いたチャンスに

感謝し、絶対に掴もうと瞬間的に決めたのに

はそういう伏線があったのだ。 

その後 3 月末に具体的なフライトの提案

があったが、様々な制約～特に日程的に約 1

週間を確保するのは容易ではないので～実

際の参加は宮内さんと自分の 2 名となった。 

 4 月には同じく参加を予定していた数名

の海外 DXer に向けて自己紹介のメール送

った。それに対しては Gary 氏からも丁寧な

返信を頂いたが、それを読んで大変驚いた。

氏のライフワークである UltralightDX は、

実は Gary 氏と John 氏が一緒に築き上げて

きた分野であったことが分かったからであ

る。これは何かの偶然だろうか？何か見えな

い糸が、我々を繋げてくれたような気がして

ならない。 
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 そうして仕事のトラブルが発生しないこ

とを祈りつつ月日が過ぎて、いよいよ出発日

である 7/7（木）を迎えた。宮内さんとは羽

田空港で合流し、日付が変わった 8 日 0:05

の便で出発した。 

 

旅行のプロでもある宮内さんが作ってくれたしおり 

 そうして同じ日の夕刻に経由地であるサ

ンフランシスコに到着。ここでは宮内さんが

後学のために是非一度行ってみたいと言っ

たフィッシャーマンズワーフのその名

も”Gary” Danko で夕食。サンフランシスコ

の夜を優雅に過ごした。 

 

 翌日は少し周辺を散策した後空港に向か

い、今度はポートランドに移動する。空港か

らはトラムで市街地に向かう。そしてこの日

は前日と違って安く済ませるため、ホテルに

あったレストランマップから Happy Hour

が掲載されていたアメリカンレストランに

行ってここは節約。 

 翌日はレンタカーでポートランド市内を

回る。共通の関心事であるハムショップへは

HRO を訪問。その後はラジオ局電撃

 

訪問で、今回の行程で行ける可能性のあった

Hillsboro の KUIK を訪問。日曜だったので

誰もいないかと思ったが、セールス担当に会

えて趣旨を伝えレポートを渡すことが出来

た。残念ながら原稿を書いている今日（2017

年 6 月）現在返信は来ていないが･･･ 

 

 そうしてやっと今回のペディ地である

Cliff に向けて出発。天候が今ひとつだった

ので、宮内さんは私に雨合羽を買うことを勧
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める。まさかそんなもの着てまでやることは

ないだろうと思っていたが、傘を持たずに来

た身としては降った時に皆さんに迷惑を掛

けても申し訳ないので、Tilamook の釣具屋

で 30 ドルほどで購入。そして宿泊先である

Rockaway Beach の Surfside Resortに着く。

ここでしばらく寛いでいると、Gary 氏より

電話が入りこちらに来るとのこと。で少しし

て Gary 氏と Nick Hall-Patch 氏が到着。遂

に感動の対面だ！Gary氏は日本語も上手で、

我々には日本語で話してくれて、緊張してい

た自分はちょっと拍子抜け。そして今晩のペ

ディのインストラクションをして貰った後、

会食に向かう。配車は自分は意図的に Nick

氏の車に乗せてもらう。Nick 氏は John 氏

の後に知り合った DXer の一人で、2007 年

頃には写真も交換していた。で車中でやっと

会えた喜び、写真に写っていた家族のその後

などを話す。 

会 食 に は も う 一 人 の ゲ ス ト 、 Tom 

Rothlisberger 氏も合流。その名も Tsunami

というレストランで軽く食事。本当は「飲み

ましょう」と言っていたのだが、皆車である。

日本同様飲酒運転には厳しいとのことなの

で、残念ながらビールは諦める。またいずれ、

同じホテルに泊まったときの楽しみだろう。 

 

Tsunami レストランでの会食後 

そして会食後現地視察。遂に៿れの聖地

Cliff の地に降り立つ。写真では何度も見た

光景に、太平洋を越えて着いたことに感慨を

覚える。 

 

Cliff より眺める太平洋。標高 175.4ｍ 

その後別れて一旦ホテルに戻り仮眠。2 時

に起きて 3 時の集合だ。運悪く雨が降って

いる～それも結構強く、しかも風も強い。気

温は 14 度前後だが、体感気温は 10 度以下

だろう。そんな中でもアンテナを張るのだ。

崖に非常に微妙なバランスでマストを設置

する Nick 氏に大丈夫か？と尋ねると「I 

hope」とか言っている（汗）。Tom 氏のアン

テナも倒れてばかりだ。合羽を着ていても寒

いしとにかく⃿れる。こんな中ではとてもや

る気になれず、PERSEUS もセットしなけ

れば、PL-380 も持って出ない。さすがに参

って、正直早くホテルに帰りたいと思った。 
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それでも朝が近づくにつれ天候は回復し、

終了の 6 時には概ね止んでいた。ここでペ

ディは一旦終了し、各々のホテルに帰還。 

とにかく身体が冷え切ってしまったので、

食品ストアでカップラーメンを買って食べ

る。日清製品を買ったのだが、日本のものと

は全然味が異なりガッカリ。宮内さんは「辛

ラーメン」を買ったが、こちらはオリジナル

通りであり正解だったと思う。 

一旦就寝後、この日の日中は海岸線の 101

号をドライブに出掛ける。ところどころビュ

ースポットがあってきれいだ。途中私もハン

ドルを預かり、1 年ぶりに左ハンドル右側通

行を楽しむ。そして Tilamook に戻って、最

後の晩餐はステーキ。いかにもアメリカっぽ

いステーキ屋で分厚いステーキを食べてア

メリカを満喫。そして大きなスーパーで土産

の調達。 

日が長いのとサマータイムとで勘違いし

てしまうのだが、実は結構遅い時間だった。

自分は 2 時起床に備えてビールを飲んで早

く寝るつもりだったが、宮内さんはどうして

も Cliff で星の写真を撮りたいと出掛ける。 

明けた翌日は雨が降っておらず良かった。

な の で 今 度 は Tom 氏 に お 願 い し て

PERSEUS を繋がせて貰う。しかし例の如

く途中でフリーズしたりして調子が悪いこ

とこの上ない。更に私の手製 PL-380 は発振

気味で、DX には不適のようだ。今回ほど機

材の不良を恨めしく思ったことはないし、絶

対にこれを整備しようと固く心に誓うので

あった。 

そうして朝 6 時までやって記念写真を撮

って散会。Gary 氏は即席アナウンスを入れ

ながら動画を録ってくれる。そしてホテルに

戻るとすぐに Facebook にアップしてくれ

た。仕事が早いし、「アメリカのさわぽん」

と呼びたい気分だ（笑）。彼らのフレンドリ

ーさは嬉しかった。言葉はやはり言いたいこ

との半分も伝えられなかった。こうした数々

の口惜しさを解消するために、勉強して機材

を直してまたこの機会に臨みたい。

 
参加したメンバー。左より Tom、私、宮内、Gary、Nick の各氏 
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図図図図 3 – Rockwork 4ホイップホイップホイップホイップ 図図図図 4 – Nehalem Bayホイップホイップホイップホイップ
図図図図 5 –二地点比較二地点比較二地点比較二地点比較

図図図図 2 -- Nehalem Bay site図図図図 1 -- Rockwork 4 site

Signal strength advantage of the Rockwork 4 site
Rockwork４における、信号強度のアドバンテージ４における、信号強度のアドバンテージ４における、信号強度のアドバンテージ４における、信号強度のアドバンテージ

by Nick Hall-Patch

オレゴン州、マンザニタの１０１号線上に位置する The ``Rockwork 4”なる DXサイトは、Garyさんによって紹介されてから、特に夏の時

期にはニュージーランドからの中波局を聴くのに適した場所とされている。

DXerとしてはこの場所が太平洋各地からの受信に非常に適した場所なのか

疑問に感じているところでもあった。確かに数々の実績から間違いないと思

いながら、これまで Rockwork4と近隣の別の地点とを同時にしっかりとし

た比較実験は行われたことがなかった。そこで、この夏に Gary氏と Tom

Rothlisberger氏、さらには日本からの中川氏・宮内氏の両名が同行するぺデ

ィションに参加し、何らかの証拠（エビデンス）を掴むべく実験を行った。

2016年 7月 11日の早朝、先ずは Rockwork４地点において、AMRADアクテ

ィブ・ホイップアンテナを設置し（図３）RFSpace NetSDRから Acerノート

PCというセットを Tom氏の車の後部座席に展開させてもらった。

(http://www.amrad.org/wp-content/uploads/2014/12/actant.pdf.pdf)同時に自分

自身は Nehalem Bay地点で同じ設備で同じ時刻の MW全帯域を記録して比較

しようという試みである。図１は Rockwork 4のグーグルアース画面であり、

図２が Nehalem Bay地区を上空から見た様子。二地点の距離は、約 5.5kmで

あり、Rockwork 4 site (図 5参照）からみて 160度の方角。またすべてのグー

グルアースは北を上に合せている

図１．２．５＝@Google Earth
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図図図図 6 -- Rockwork 4 reception using a 750kHz center frequency and 300kHz span

図図図図 7 -- Nehalem Bay reception using a 750kHz center frequency and 300kHz span

Nehalem Bay側のアンテナ設置場所は、キャンプグラウンドの裏山、満潮時の最高水位地点よりも約 300ｍ入ったところ（図４）で、海岸

からの距離では Rockwork4よりも幾分内陸になる。アンテナそのものは周囲の木や葉よりは上に出るようにしているも、Rockwork4の様

に周囲に何もない、という状況ではなかった。もう数百フィート長い同軸を利用して、少し海沿いの砂丘のてっぺんなどにすればベターか

もしれないが、限られた時間であることや、視界が悪く暗闇の中での作業といった制約があってのことで仕方がない。一方、下記の結果で

も明らかな様に、国内局の信号強度においては両地点共に同等であったので、Nehalem Bayの方が受信能力において劣っていたという訳で

もない。

両地点で受信した信号の分析両地点で受信した信号の分析両地点で受信した信号の分析両地点で受信した信号の分析

両地点での受信でまず簡単に気付くこととしては：1123-1248UTCにおいて、 Nehalem Bayでは海外 DX局は殆ど聞こえず、Rockwork 4

では少しだけ聞こえていたという差異である。例えば、900kHz、1228UTC,両サイトで ESPN radioが聞こえるも、Rockwork 4のそれは

ハワイ局であり、 Nehalem BayはWenatchee,ワシントン州であった。これだけでは Rockwork 4で単純に DXが強い、或いは Nehalem

Bayにおいては国内局が強い、という確固たる証拠にはならないが。純粋な信号強度は重要であるも、通常私は DX受信においては、シグ

ナル強度と混信信号の関係が一番良い指標と考えている（Mark Durenbergerのキャリア対ノイズ（C/N)のこと）
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今回すべての SDRファイルは RF Spaceの SpectraVueソフトウェアを使用し、帯域を 450kHzから 1750kHzとした。他の SDRソフトで

もそうである様に、SpectraVueは”ウォーターフォール”表示にしてバンドのコンディションを示すことが出来る。もちろん 9kHzのチャ

ンネル毎の確認についてはバンド中の数百 kHzに留めた方がよい。下記では 1215から 1245UTCの間、Rockwork 4と Nehalem Bayの両

サイトにてバンド全体を一本のウォーターフォールで示してみた。図 6は Rockwork 4のもので、図 7は Nehalem Bay。上下に時間軸で、

上が 1215UTC、一番下が 1245UTCである。

Rockwork 4において、幾つかの国内局が Nehalem Bayよりも強かった、という事実はサンフランシスコの 680、810kHzに示されていた。

逆に Nehalem Bayの方が強かったのは、同じ国内でもシアトル地区の 710、820kHzであり、ポートランドの 750、860kHzであった。違

いの例として、KCBS 740kHzは Rockwork 4の方が平均して 10dB強く、KKXA 770kHzは逆に Nehalem Bayの方が 7dB強い、といった

ところが挙げられる。Nehalem Bayの方は舗装されたキャンプサイトのすぐ近くということもあり、各モーターハウスの出すノイズが影響

してか、全体的にノイズレベルが高かった。ノイズは 666の様に断続的だったり、680kHzの様に拡散していたり、また Rockwork 4では

特に 760kHz付近でのスプリアスが鬱陶しい。前日はなかったのだが、Tom氏の車中へ引き込む同軸のどこかで、誰かの PCが発するもの

を拾っているのではないかと推測している。

これまで Rockwork 4で DXがよく聞こえるという成功の理由としては、垂直に立ちはだかる崖と背後に道路上 25mも伸びる崖の好影響と

考えられていた。（崖には岩などが道路に落ちないようにワイヤーがメッシュ状態に張り巡らされてもいる）確かに、シアトルやポートラ

ンドの局については、図６・７で明らかな通り弱い。しかしながら、多くの国内局はブロックされるどころか、特に南方となるサンフラン

シスコなどは逆に Rockwork 4が強い、という結果が出ている。

記録された SDRのファイルを SpectraVueにおいては、絶えず変化する信号強度（キャリア）の値を、コンティニュアム（Continuum・連

続性）機能を使い、狭帯域 1Hz以下で測定し、帯域全体において時系列で CSVファイルに吐き出すことが出来、きちんと補正された機材

同士であれば、装備が同じであれば同じ信号強度になる筈。

結果としては Nehalem Bayは平均 MWバンド全帯域平均で -37.1dBm、Rockwork 4のそれは -36.5dBmであった。Rockwork 4において

国内局の減衰は示されず、またウォーターフォール表示からも明らかな様に、国内局の減衰が太平洋の強力な局に補填されたことでもない。

ただ DXについてはどうだろう。今回の DXセッションにおいて Rockwork 4では Star 657khzやタヒチの 738が非常に強く、657について

は図 6では非常にはっきりと見えるラインが、図 7では殆ど見えない。同様のことは、他の周波数 774、792、828などは 675よりは弱い

ものの Nehalem Bayではさらに弱い。738は 657に比べて図 7でも見えるものの、特にセッション後半において図 6に比べれば弱いもの

である。

SpectraVueのコンティニュアムにおいては、例えば 0.73Hzといった非常に狭い帯域での記録が可能である。ということは、各 AM局のキ

ャリア強度を混信の殆どない環境でその変化を知ることが出来る。レシーバーの Pre-calibration作業と同じアンテナ装備とすれば両地点で

DX局を同様に記録することが出来た。

加えてノイズ/スプラッターのレベルも DXキャリア周波数周辺の狭い帯域での記録と平均化が可能である。658、737、827、1117kHzなど

DXに非常に近い周波数でのことで混信を与える信号のよいサンプルにもなる。

記録の分析結果は下記テーブルに示す。 C/Nはキャリア対ノイズ比強度であり、ノイズ対スプラッターと比較している。ノイズが明らかに

何か別の要件で違うなどの場合には、推測を notesに記載している。素の（raw）信号強度と C/Nの２つの拠点での幾つかの矛盾について

は国内局の影響ではないかと考える。
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frequency
noise
frequency

average DX signal strengths at Nehalem Bay

signal dBm noise dBm C/N notes

657 658 -94.7 -118.1 23.5

738 737 -96.8 -129.1 32.3

765 768 -109.9 -117.7
7.8

KKXA-770 is 7dB
stronger here

774 768 -99.4 -117.7 18.2

828 827 -102.1 -123.6 21.5

1116 1117 -97.9 -107.9
10.1

KPNW-1120 is 9dB
stronger here

frequency
noise
frequency

average DX signal strengths at Rockwork 4

signal dBm noise dBm C/N notes

657 658 -87.2 -118.8 31.6

738 737 -81.5 -120.3
38.8

KCBS-740 is 14dB
stronger here

765 768 -101.9 -124.5 22.6

774 768 -96.9 -124.5 27.7

828 827 -98.9 -122.2 23.3

1116 1117 -105.5 -115.9 10.5

frequency
noise
frequency

raw strength advantage
Rockwork 4 (dB)

C/N advantage
Rockwork 4 (dB)

657 658 7.5 8.1

738 737 15.3 6.5

765 768 7.9 14.8

774 768 2.6 9.4

828 827 3.3 1.8

1116 1117 -7.6 0.4

これから言えるのは、Rockwork4においては素の信号強度と C/N値においてのアドバンテージが、少なくともニュージーランド、太平洋局

にある。当日 2016年 7月 11日はオーストラリアはほんの少ししか聞こえておらずであったので、Rockwork4でのオーストラリア局の素

の信号強度が弱い点は誤差の範囲とも考える。ひとつ興味深いことは（考えを巡らせると）、Rockwork 4（地形的・海に面して）は、ニュ

ージーランドや太平洋、特にタヒチに向けての方角とは直角に交わっている。

あと一点、ニュージーランド各局（765,774, 828）やタヒチ 738の各周波数においては、それ以外に少なくとも比較的しっかりしたキャリ

アが届いていた様で、それはオーストラリア局のものと推測され、結果に若干の影響をもたらしていたかもしれない。

いずれにしても大変に複雑で複数の要素が入り乱れていて、自身もすべてを把握して理解しているとは思わないし、この 2地点での違いが

これほどはっきりしていた理由について解明したとも思えず、さらなる調査が必要なのは明らかである。

上記オリジナル記事は IRCAの DX Monitorに投稿されたものを、今回 TDXC掲載用に直接 Nick氏より頂戴したものです。（意訳：宮内）

The above article was originally published in IRCA’s DX Monitor - By Nick Hall-Patch on 2016.
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Date UTC KHz Station Comments KW City Country
7/9 1232 531 531 PI Samoan language "Island" music 5 Auckland NZL
7/9 1222 549 TAB Trackside Radio //828, with race results and payouts 1 Napier-Hastings NZL

7/10 1246 549 2CR ABC Central West

Jazz program with alto sax and rhythm section,
alone and clear 50 Orange AUS

7/10 1248 558 4AM 
Harp and apparent "NQ music continues, Easy,
Relaxing" between songs 5 Atherton AUS

7/9 1229 567 RNZ National //675, fair with up-tempo rythmic song 50 Wellington NZL

7/11 1242 570 KUAI
"Kauai's Country...KUAI" by female announcer and
into music 1 Eleele, Kauai HWA

7/11 1243 576 Star //909 with slow Christian music sung by female 2.5 Hamilton NZL
7/11 1256 590 KSSK Musical jingle "92-3 KSSK" between songs 7.5 Honolulu HWA
7/10 1245 594 Star //909 with male vocalist and disinctive bass line 5/2 Timaru/Whanganui) NZL
7/11 1218 603 Radio Waatea Briefly loud with Maori language music 5 Auckland NZL
7/10 1233 650 KPRP "KPRP 650 AM and Pinoy Power Radio.com" 10 Honolulu HWA

7/11 1212 657 Star
Music into announcements by female, water purifier
commercial 50 Wellington NZL

7/11 1159 670 KPUA Hilo" 5 Hilo, Hawaii HWA
7/9 1229 675 RNZ National //567, much louder with up-tempo song 10 Christchurch NZL

7/11 1250 684 Rhema String of commercials 5 Gisborne NZL
7/9 1228 693 Radio Sport //774, 792 with Fox Sports feed 5 Dunedin NZL

7/9 1222 702 Magic
Blasting in with "Cotton Fields Back Home",
"Strangers In the Night" 10 Auckland NZL

7/10 1228 702 2BL ABC Sydney Loud with female announcer // 774 50 Sydney AUS

7/10 1224 729 5RN ABC National
Good with male and female back and forth as if
reading short news items 50 Adelaide AUS

7/11 1235 738 Radio Premère Polynésie Huge at times, almost local-like with pop music 20 Papeete FPO

7/9 1250 738 Magic
"Feels Good...Magic" by male ann. between oldies,
under talk from Tahiti 5 Christchurch NZL

7/9 1230 740 KCIK "Maui's Immaculate Heart Radio" over KCBS 5 Kihae, Maui HWA
7/10 1243 756 RNZ National //567, weaker with synopsis of current films 10 Auckland NZL

7/9 1300 760 KGU
"Hawaii's Business Authority…KGU Honolulu" all
alone 10 Honolulu HWA

7/9 1228 765 Radio Kahungunu
Loud with nice Maori song with female vocalist and
guitar 2.5 Napier-Hastings NZL

7/9 1228 774 Radio Sport
//792, 693, Loudest of the Radio Sports, Fox Sports
crew discussing the NFL 5 New Plymouth NZL

7/10 1228 774 3LO ABC Melbourne //702 with female announcer, not as loud 50 Melbourne AUS
7/11 1235 792 4RN ABC National //828 commentary by male announcers 25 Brisbane AUS

7/9 1228 792 Radio Sport //693, 774 with Fox Sports feed 5 Hamilton NZL
7/10 1245 801 Rhema times 1.6 Nelson NZL
7/11 1235 828 3GI ABC Gippsland Loud with two males in conversation // 702 50 Sale AUS

7/9 1228 828 TAB Trackside Radio Briefly loud with race results, instrumental music 2 Palmerston N. NZL
7/11 1230 830 KHVH KHVH" 10 Honolulu HWA

7/11 1230 891 Magic
"We Can Work it Out" (Beatles) // 702, over weak
ABC News fanfare (5AN) 5 Wellington NZL

7/10 1230 891 5AN ABC Adelaide
ABC news with fanfare intro; offset on the half
hour (indicating SA time zone) 50 Adelaide AUS

7/9 1300 900 KMVI
"Maui's ESPN Radio Station KMVI AM 900
Kahului" at TOH 5 Kahului, Maui HWA

7/11 1241 900 Star
//657, 909 weak and behind domestic with slow
Christian music 10 Dunedin NZL

7/11 1241 909 Star //657, 900 loud with slow Christian music 5 Napier-Hastings NZL
7/11 1240 927 Newstalk ZB 1044 2 Palmerston North NZL
7/10 1239 936 4PB ABC News Radio Presumed; Female announcer reading news in EE 10 Brisbane AUS

㻾ockwork 4 DXpedition July 2016 Log   Logged by Tom 㻾othlisberger
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7/10 1241 940 KKNE
"All traditional Hawaiian all the time AM 940" and
Ala Moana Center ad 10 Waipahu, Oahu HWA

7/11 1248 954 TAB Trackside Radio
//828, 549, 1224 and briefly loud with distinctive
instrumental music 2 Hamilton NZL

7/11 1240 954 Coast
Presumed with oldies (Hall & Oates "She's Gone",
etc) Not // 828 1 Dunedin NZL

7/11 1244 963 Star vocalist 10 Christchurch NZL
7/10 1230 981 Star //657 with music and male singer 2.5 Timaru NZL

7/11 1218 990 KIKI
"The Herd: Weekdays, Live from 6 to 9 on Fox
Sports 990" under KATD 5 Honolulu HWA

7/11 1246 1008 Newstalk ZB //1026 with spoken commentary 10 Tauranga NZL

7/9 1225 1017 Newstalk ZB
//1035 with male announcer interviewing woman on
phone 2.5 Christchurch NZL

7/11 1245 1026 Newstalk ZB
"Newstalk ZB" ID //1098, pronounced echo effect
from two stations 2 Kaitaia NZL

7/10 1245 1026 Newstalk ZB
"Newstalk ZB" ID //1098, pronounced echo effect
from both Northland stn's 2 Whangarei NZL

7/9 1225 1035 Newstalk ZB show 20 Wellington NZL

7/10 1251 1040 KLHT
"The Pure Light of Hawaii KLHT Honolulu 1040
AM" between songs 10 Honolulu HWA

7/10 1229 1044 Newstalk ZB //1035 Two males in discussion 10 Dunedin NZL

7/10 1246 1053 Newstalk ZB
//1026 briefly good with male announcer
interviewing woman on phone 2 New Plymouth NZL

7/11 1245 1098 Newstalk ZB Briefly loud; commercial, then "Newstalk ZB" ID 7.5 Christchurch NZL

7/11 1250 1107 RadioLive
Commercial followed by "Radio Live" ID and
selected frequencies 1 Tauranga NZL

7/9 1233 1110 KAOI KBND 5 Kihea, Maui HWA

7/10 1248 1116 4BC Brisbane
"Brisbane's News Source 4BC" followed by several
clear commercials 50 Brisbane AUS

7/10 1243 1161 4FC Radio TAB
briefly good; racing odds from woman on phone
with male announcer 2 Maryborough AUS

7/9 1238 1179 Radio Ake
Briefly loud with "The Sweetest Taboo" by Sade,
other US pop, Maori ann.n. 5 Auckland NZL

7/11 1239 1206 TAB Trackside Radio Two male announcers in discussion // 828 2 Dunedin NZL

7/11 1240 1224 TAB Trackside Radio
Briefly good with two male announcers in
discussion // 828 1 Invercargill NZL

7/9 1223 1314 2KY Racing Radio Presumed; Horse racing action being called 5 Wollongong AUS
7/9 1252 1332 Radio Sport laughing 10 Auckland NZL
7/9 1230 1503 Radio Sport //774, 792 with Fox Sports feed, weak 5 Wellington NZL

7/10 1300 1540 KREA
MBC chimes, then "This is KREA Honolulu 1540
AM" at TOH 5 Honolulu HWA

7/10 1238 1566 UNID
choral men's group singing, non-EE male speaking;
briefly fair *** ******* UNID

7/11 1233 1570 KUAU "Keep it right here…KUAU Haiku, Maui" 15 Haiku, Maui HWA

7/10 1239 1575 Otago Access Radio
Presumed; Man and woman in EE taking turns
reading slowly, BBC mention 2.5 Dunedin NZL

7/10 1226 1611 Vision Radio Network
Lecture or sermon in EE by male with voice
inflections of preaching 0.4 Several Affiliates AUS

7/10 1223 1701 Radio Brisvaani
Hindi music with male/female duo singing and
chanting. Best X-band signal.n 0.4 Brisbane AUS

※Tom 㻾othlisbergerのサイト "Amateur 㻾adio 㻿tation K7WV" より転載許諾 を頂きました。
http://www.qsl.net/k7wv/
勿論全て英語ですが、Tom氏の幅広い無線/DX関連趣味が網羅されており、
この趣味に対する氏の見識の広さと熱い情熱が伺えます。
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ラジオ放浪記～ペルー・リマ篇 

甲斐 迅     

kay, hayashi  

Señor, ¡buenas tardes! 恐れ入りま
すが、どうぞこのカバンを開けてく
ださらない？そう、これヨ、この中
にある四角い小さな箱と、銀色の棒
は何かしら？ご説明いただけますか？

¡Hola、guapa !　¿Cómo estás?　1

あっ、これかい？これは俺の「マラ 
M-ALA」さ。俺の趣味は海外から飛
んでくる短波放送をラジオで聴くこ
となんだ。この箱に《如意棒》を屹
立させれば見事アンテナのできあが
り、そしてこれをラジオにつなげば、
そう、君がいつも聴いているD.F. の2

ラジオ放送を、俺の住むTokioにい
たって聴けちゃうんだぜ。 

¡Wow!　なんて素敵なの、あなたの
「マラ M-ALA」! きっと凄い感度な
のね。私も是非試してみたいワ。 

じゃあ、これから俺はペルーに出張
なんだけど、10日後にはまたここを
通るから、その時に時間があったら
ネ、¡Chao! 

Señor、お気をつけて。¡Buen viaje!　
よい旅を。またお待ちしているわ！！

2016年8月、俺は行く先々の空港で、俺の魔
羅、もとい、シエスタ師から拝借した
《Mobile ALA》、略してM-ALAに興味津々の、
美しいラテン系女性検査官たちと、出入国の
たびに、こんな会話を愉しみながら（嘘つ
けっ！）、ペルーの首都リマへの出張を敢行
した。M-ALAとは、スペイン語で「悪女」っ
ていう意味にもなるじゃねぇか、なんてこと
を考えながら。 

俺の仕事はアンデスの歴史の勉強だ。現在進
めている調査は、ペルーの民衆宗教史研究、
特にスペイン人によって征服された先住民た
ちが、キリスト教をどのように受容したのか
を、17世紀に遺された先住民の宗教実践をめ
ぐる訴訟記録を軸にしてずっと学んできた。
今回の出張の目的は、リマの古文書館に眠る
史料の重要部分を写真撮影することであった。

ほぼ毎年、仕事のために訪れるペルーである
が、昨年3月は、不慮の右腓骨骨折により、
予定していた出張を断念せざるをえなかった。
しかし戸塚DXersサークルのメンバーの暖か
い励ましのおかげもあって患部は予想以上の
スピードで快癒し、8月に向け研究旅行の予
定を立てることができた。今回、航空券のチ
ケットは、サークル仲間で旅行会社にご勤務
の宮さんに手配をお願いすることにした。
TDXCではいつもその繊細な気配りで私たち
を支えてくださる宮さん、無線を通じて蓄積
してこられた「世界」をめぐるその該博な知
識につねに瞠目させられてきた彼にお願いす
れば、きっとよい旅になるだろう。宮さんは
快諾してくださった。 

さて問題は、飛行機、どこのキャリアを選ぶ
かだ。このところ、ペルーへの旅は、ずっと
成田（NRT）→Los Angeles（LAX） → Lima

 guapo/pa　＝【名詞】《美男子／美女、カワイコちゃん》1

 Distrito Federal 連邦特別区。Mexico Cityのこと。2
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（LIM）という行程を選んできた。ロサンジェ
ルスまではANA、リマまではLAN Chile（チ
リの国策的航空会社、現在はLATAM）という
のが時間的にもっとも効率が良い。しかもANA
のサーヴィスは抜群だ。だがロサンジェルス
での乗り継ぎが1～2時間くらいしかないのだ。
毎年、毎年、もう顔なじみとなったANAのLAX
地上勤務の女性と一緒に全速力で巨大な空港
を疾走し、トランジットの入・出国審査を掻
い潜るという危険な綱渡りをしてきた。心臓
バクバクのあの経験はちょっと遠慮したいな。
それに、人をヒトとも思わないアメリカの審
査はこりごりだ 。よし、今回は合衆国回避3

だ。そうなると、カナダ経由かメキシコ経由
だが、やはりスペイン語圏への旅だし、いき
なりスペイン語のシャワーを浴びたほうが刺
激的だよね、帰国便では、D.F.でかなり待た
されるけれども、直行便になったし、機材も
Boeing787だから快適だ、エコノミー座席も
3－3－3で少しゆとりがありそうだし 、よし4

決定、ということで宮さんにAeroMéxicoの往
復便の手配をお願いした。 

もう一つ、決めなければいけないのは、宿舎
だ。若い時からなんども滞在してきたリマ、
しかし1995年、該地の大学で教壇に立ってい
た時にリマの海岸沿いのアパートに家族で住
み、付近の快美さを熟知したこともあり、近
年はいつも太平洋に面したミラフローレス区
にホテルを探している。リマの海岸部はまさ
しく「崖海岸」であり、高さ30メートルを超
えるcliffが、南北にずっと続いていて、その
風景がなんとも美しいのである。しかも今回
は、ごく限られた時間にはなろうが、仕事の
合間を縫って短波・中波受信にチャレンジせ
よ、というTDXCの先輩方からいい渡された

宿題もある。崖に陣を張る、というのがベス
クリフ

トだ。Booking.comで「ミラフローレス」
「シーサイド 」で検索。すると何件か面白い5

物件が引っかかった。そのひとつがブティッ
ク・ホテル《インカの家》、崖からわずか

クリフ

20mの好位置、古い邸宅を改装したようホテ
ルである。しかも地図を見ると、なんと、
1995年、家族と半年住んだ高層アパートの隣
のあの邸宅ではないか。生後半年の幼子を乳
母車に乗せ、近所を散歩していた時に気になっ
ていた不思議な建物があった。塀越しに見る
と、なにやら考古学的なレリーフが飾ってあ
り、異様な雰囲気を湛えている。なんとそれ

たた

がホテルになっていたのだ。でも、あの考古
学的なレリーフはなんだったのかな。謎はそ
のあと明らかになる。 

 LAXである時遭遇した一場面。身体検査の際、おデブさんのお姉さん係官にあまりにもしつこく、意地悪くチェックさ3

れていた韓国人のおじいちゃん、ついに切れてしまって、じゃあ、すべて見やがれっ、とパンツまで脱ぎだした。「いえ、
そこまではしなくても結構です」と赤面したおデブ女係官はじいちゃんを放免した。あっぱれであった。

 LANChileも787を使っているが、ケチなお国柄を反映してか、3-4-3、しごく窮屈で辛かった想い出が蘇る。4

  スペイン語の場合、malecónという単語をシーサイドがわりに検索した。5
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ホテルは迷わずここに決めた。普段定宿にす
るホテルたちと比べると、一泊の値段は1ラ
ンク上だが、今回は持ち出し覚悟で受信環境
を最優先にした。さあ、そして、いよいよ受
信装備である。こちらは、ぬかりなく用意し
ていた。メインのリグはSONY ICF-SW55で
ある。e-Bayの競売でヨーロッパから良いブ
ツを落としていた。海外旅行にはこれがいち
ばん、という声がどこからか聞こえていたし、
荷物の重さの制限などいろいろとある南米旅
行には、なるべくコンパクトなラジオが良い。
中華製ラジオを持っていこうかなという気も
起きたが、信頼性という意味ではやはりSONY
だし、中華製ラジオならペルーでもじゃかす
か手に入るだろう。アンテナは、もうこれは
冒頭からご紹介しているとおり、シエスタ師
がMobile-ALAをこころよく貸してくださった。
出発の数日前には、「文系電気音痴人」用に
師がつくってくださった接続仕様をヴィジュ
アル化した写真とともに、M-ALAが届いた。 

切符も、ホテルも、ラジオもアンテナも整っ
た。南半球の冬に突入するための洋服も、い
つもの革ジャン＋ヒートテック系の下着を充
実させたことにより万端準備できた。大型
スーツケースを開け、ラジオとアンテナを柔
らかく包むべく洋服の要塞をつくり、その中
に、そっと「宝物」を押し込む。生まれつき
人相の悪い俺は、これまで世界を動くたびに、
いつも空港で抜き打ち検査的なチェックを受
けてきたので、今回も覚悟を決め、変な偽装
工作は施さない。てやんでぇ、俺の魔羅を見

M-ALA

やがれ、という心持ちである。 

いよいよ出発の日が近づいてきた。8月の出
発の気がかりは、颱風である。おりしも7号
が列島に接近しつつあった。小心者の俺はい
つも不安になる。さっそく宮さんにご相談す
ると、細かな颱風の進路予測をしてくださり、
たしかに出発日の時刻と最接近時とが重なる
可能性がありますね、では、万が一飛行機が

飛ばなかった時のために、成田空港のホテル
を予約しておきましょう。こうした繊細なお
心遣いのおかげだろう、幸いなことにも、暴
風の巨大円環は、搭乗する飛行機がメキシコ
から成田に到着する前に、列島を離れていっ
た。 

出発当日は、颱風一過の青空のもと、吉祥寺
からリムジンで成田へ。突発的インシデント
に備えて少し早めのバスを予約したこともあ
り、空港には出発の5時間前に着いてしまう。
でも俺は空港でたくさんの時間を過ごすこと
が好きだ。俺にとって飛行場は、さまざまな
国で生まれた人々の活き生きとした姿態を観
察できる素晴らしい展覧館だ。そして必ず何
か出会いがある。今回は、カウンターが空く
まで列をつくって待っている俺に、セニョー
ル、ちょっとうかがいたいのですが、メキシ
コ便はここで待っていれば良いのですか、久
しぶりの飛行機で、ボク、全然わからなくて。
スペイン語と日本語がちゃんぽんになった小
柄な少年に声をかけられた。うん、ここだよ。
君はメキシコからペルーまで行くの？ええ、
ボクは日系のペルー人なのですが、6歳の時
に両親に連れてこられて、それから数えて11
年、こんど初めてリマに帰るんです。じゃあ、
小中学校は日本で？はい、中学を卒業して、
ずっと滋賀のトラクター製造工場で働いてい
ました。ああっ、久しぶりのペルー、リマ、
どんなでしょうかね、興奮するなぁ。おい、
でも、君、けっこういまのリマは治安も悪い
から、気をつけた方がいいぜ、とくにタクシー
には気をつけろよ…… 

なにか、日本人＝ペルー人、立場逆転したよ
うな、ひとこまだ。こんなたわいのない話を
しながらでも、錆びついていたスペイン語に
ちょっこしヤスリがかかっていくのが実感で
きる。チェック・インもスムーズに済み、い
よいよ搭乗だが、早く着きすぎたこともあり、
出発までまだ2時間もある。こういう時のた
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めに、今回は楽天カード経由で世界各国のビ
ジネスクラス・ラウンジが使えるPriority Pass
に入会しておいた（カードの無料特典なの
だ）。これさえあればトランジットが長時間
にわたる旅行の時にも助かる。とくに帰国便
のメキシコでは待ち時間が9時間もあるから
ラウンジが利用できるのとそうでないのとは
大違いだ。成田では大韓航空のKALラウンジ
が使える。静謐かつ清潔な空間で、おにぎり
やカップ麺を頂戴し、お腹もくちて、少し眠
くなってきた頃、いよいよ機内に入る。 

宮さんにご無理をお願いして、往復、通路側。
Boeing787ドリームライナー、同機は空調が
非常によく、飛行機独特の乾燥がない。通常
の機材だと、旅のあとには、鼻腔にこびりつ
いたかたまりをこそげ落とす作業が大変だが、
787では鼻奥はしっとり潤っている。
AeroMéxicoはお料理もおいしく、俺は大変
満足、とはいえしかし、なにしろ太平洋超え
は時間がかかる。機内でどのように過ごそう
か。昔の国際線フライトでは、いつもお隣さ
んと自然に会話がはじまったものだが、お隣
のご老人に声をおかけしようにも、座席眼前
のディスプレイに釘付けのご様子、仕方がな
い、おれも映画を観るか。AeroMéxicoだけあっ
て、スペイン語の新作映画がたっぷり用意し
てある。リマ到着前のスペイン語塾だ、おっ、
まだ日本列島には届いていないスペイン映画
があるぞ、《バスクの8つの名字 Ocho 
apellidos vascos》、おおっ、これはスペイ
ンで大ヒットを記録したやつじゃないか、わ
おおっ、その続編の《カタルーニャの8つの
名字 Ocho apellidos catalanes》もあるぞっ！
カスティーリャ、バスク、カタルーニャ、ガ
リシアなど、1つの国土のなかに、異質な、
水と油的な文化圏を包摂し、ずっと歴史のな
かで沸々とコンフリクトを煮えたぎらせてき
たスペインの特質を、アンダルシア男とバス
ク女の恋愛を基軸に浮かび上がらせつつ、し
かし、最後は《和解》の可能性を仄見えさせ

てくれる快作だ、お隣のおじいさんのことを
気にすることなく、ガハガハと大笑い、高速
スペイン語の会話も大分聞こえるようになっ
てきたぞ、なんてはしゃいでいるうちに飛行
機はメキシコ・シティのベニト・フアレス 
Benito Juárez 国際空港に無事到着、たっぷ
り13時間の飛行であった。 

ここで旅が終わればずいぶんと楽なのだが、
南米旅行はまだこれから。あと7時間ものフ
ライトが待っている。美人税関吏と冒頭の会
話を交わしたあと、Priority Pass特権でプル
ミエ・ラウンジに疲れた身体を滑り込ませる。
トルティージャをはじめとするメキシコ風お
つまみと白ワインが五臓六腑に染み渡って陶
然とした気持ちになり、宮さんに途中経過を
報告するメイルをお送りしたところで、よう
やく搭乗の呼び出し、リマ行きの小ぶりの飛
行機に乗り込む。もうあとは眠るだけだ。目
を開けると、眼下の雲の切れ間に、宝石が散
りばめられたようなリマの街灯のオレンジ光
の洪水が見えてきた。ホルヘ・チャベス 
Jorge Chávez 国際空港が、冷たい湿った懐
かしい風で俺の頬を撫でながら、いつものよ
うに出迎えてくれた。深い冬霧のリマ。気温
は15度くらいだから、寒さはとっさには感じ
ないのだが、この時期、湿度は常時90パーセ
ント以上あるので、時間が経つと、徐々に湿っ
た冷気が、皮膚を滲透して、骨の髄へと染み
こんでくる。油断していると、あっという間
に不快な喉風邪にやられ、あるいはお腹を冷
やし、酷い下痢に苦しむことになる。あわて
て旅のお供にいつも携行しているビクーニャ
のセーターを羽織った。 

案の定、リマでもトランクを全部開けさせら
れ、M-ALAを含めての受信装置一式について
説明を要求される。ここもスペイン語のC調
言葉でなんとかクリア！俺もなかなかやるじゃ
ん、なんて調子に乗っていたら、後日、ペルー
日系の友人に、リマの空港の場合、邪悪な検
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査官にぶち当たると、ラジオなどの通信装置
は没収される憂き目に遭うこともある、と聞
かされ、冷や汗を流すことになる。 

深夜12時を回っているというのに、リマの空
港は大変賑やかだ。北米からやってくるさま
ざまな国際便フライトの到着がこの時間帯に
集中していることもあるが、ペルー社会の特
徴なのか、遠来の家族や知人を空港に迎えに
行く、というのが大切な文化的行事となって
いるようだ。税関を抜けて外に出て行く乗客
が最初に目にするのは、何百人もの人々の、
知り合いを探すぎょろぎょろとした眼、眼、
眼、眼。これもリマのいつもの風景だなと懐
かしく気圧されつつ、安全な空港タクシーを
頼み、ホテルへと向かう。空港も目的地の宿
舎も海際にあるから、車は海岸段丘直下の道
路を、太平洋の波をかぶりながらひた走る。
30分ほどで到着、《インカの家》の従業員が
眠そうな目をこすりながら出迎えてくれた。 

のちにいろいろと世話になるフロントのジョ
シュアくんが、部屋にトランクを運び入れて
くれた。最初に入った部屋は一階、海を見下
ろす崖までの距離は20メートルくらい、波の

クリフ

音が聞こえてくる部屋だ。なかなかのアンチー
ク仕様で、お洒落な感じ。予約時にあらかじ
めメールを送り、趣味がラジオ聴取なので、
できるだけ海に面した部屋を、とお願いして
おいたことが奏功した。ジョシュア君曰く、
セニョール・カイ、このお部屋だったら、セ
ニョールの余暇のご趣味には最適だと思いま
すよ。その心くばりに感謝しながら、でもさ
らなる受信環境の向上を考えつつ、図々しく
も、二階とかに同じような部屋はないかい、
とたずねてみる。はぁ、いまはお客さまが宿
泊されていますが、このホテル最高品質の
《テーリョの間》というのがございまして、
明後日には空室になりますし、それではフロ
ントで調整してみます、お値段はかわらない
と思います、でもセニョール、とにかく今夜

はゆっくりとお休みくださいな。時計を見る
と、もう2時をまわっている、そうだ、明日
から古文書館で仕事だったっけ。とりあえず、
パジャマだけ鞄から出し、巨大なベッドに身
を横たえてみた。とはいうものの、だめだ、
頭がカンカンしてしまって、眼は冴えっ冴え
だ、よし、こういう時は飲むが一番！と部屋
備え付けのクーラーボックスから冷えたビー
ル、お馴染みの《クリスタル Cristal》を一本
取りだし、グビグビと飲み干す。美味～い！

ウ マ

ほんわり、すこし気持ちが落ち着いてきた。
よし、一眠りしよう…… 

目が覚める。ずいぶん眠ったような気がした
けど、まだ5時、3時間も眠れていない。いつ
ものことだ。これ以上ベッドにはいっていて
もさらなる睡眠は期待できない。もう起きる
しかないよね。食事まではまだうんと時間が
あるし、どうしようか……それじゃちょっと
ラジオでも聴くかいな、となるのがBCLの宿
命的性、大きな音をたてないようにスーツ

さが

ケースをひきずりだし、洋服のクッションに
包まれたM-ALAとSW55、そしてケーブルな
どを取り出した。変圧器もちゃんと用意して
おいたので、M-ALAに嬉しい赤ランプが点灯
した。寝ぼけ眼で、さてと、まずはどこから
聴こうかなあ……リマにおける今回滞在の処
女局は、やはり、これはもうキリャバンバ 
«Radio Quillabamba» でしょう！ 

5025kHzの該局、日本ではこれまでいろいろ
な場所からチャレンジしてきたけれども、一
度も聴けたことがなかった。なにせ、同周波
数には«Radio Rebelde»が鎮座しており、し
かしこれだって俺の環境ではなかなか良好に
聴けない稀少局、そのさらにずっと奥に潜ん
でいるであろう憧れのキリャバンバ！日本の
古豪DXersたちは、さすがに皆さん受信され
ている。「☆キラ様～～☆」などという愛称
とともに掲示板などで受信報告があがるのを
垂涎の眼差しでこれまで見てきた。SW55の
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周波数をセットすると、おおっ、聞こえてき
ましたぞ、アンデス独特ののんびりとした、
聞き取りやすいスペイン語が。おやっ、ケチュ
ア語も混じるなぁ、この部屋、けっこうロー
カルノイズが強そうだけど、クリアに入るぜ、
まあペルーにいるわけだから、当然ちゃぁ当
然だが、それにしても人生初入感だ、疲れも
吹き飛ぶ！アンデスの奥地キリャバンバから
届く音が、身体の隅々までエネルギーを充た
してくれる。よし、今回も良い滞在にするぞ！
白々と明け始めた空を見ながら、俺はそう誓っ
た。 

朝食は古い豪華サロンのようなところでビュ
フェ形式、北米からのお客さんがちらほら、
みんな年配の落ち着いた方々ばかり。それに
しても、朝になって明るい光で宿舎を眺める
と、近代的なホテルばかりが建ち並ぶリマに
あって珍しい古風な佇まいである。由来をた
ずねてみると……いやはやびっくり、ここは、
ペルーにおけるアンデス考古学の開祖フリオ・
テーリョの邸宅だったのだ。昔散歩していた
時に眺めていた考古学レリーフの由来がいま
判明した。テーリョはアンデス高地の先住民
村落に生を享け、その後、苦学の末に研究者
となり、数々の大発見を通じて、ペルー考古

学のまさしく礎となった立志伝中の人、その
彼が晩年を過ごした家が、ホテルとなって、
俺を待ってくれていたのである。廊下のいた
るところに、素人目にもそのとてつもない価
値がわかる考古学遺物がところ狭しと置いて
ある。どうやら昨晩ジョシュア君がいってい
た《テーリョの間》というのが彼の居室だっ
たということもわかってきた。願わくばリマ
滞在中、そこで過ごすことができれば…… 

お腹もくちたところで、さあ初仕事だ。古文
書館までは自動車で30～40分くらい、最近の
リマ市街の交通渋滞は殺人的で、昔の倍くら
いは時間がかかる。通常はタクシーで移動す
るが、リマの場合、このタクシーがとてもやっ
かいなのだ。いわゆる非合法タクシー、つま
り《中古車を買う》 →《道ばたで売っている
「TAXI」というステッカーをフロントガラス
に貼る》 → 《はい、今日からオイラもタク
シー運転手！》的なものばかりなのだ。もち
ろん大半は善良ドライヴァーだが、しかし、
助手席に身を潜めていた仲間にホルマリン嗅
がされて身ぐるみを剥がれ、気がついたら真っ
裸で道路脇に転がされていた、なんていう恐
ろしい話を、いままで何十、何百と聞かされ
てきたこちとらのか弱き心臓は、目の前を列

ハ ー ト

をなして過ぎていく空車の群れを見やりなが
ら、いつもプルプル震えている。でも幸い俺
には、いつもリマ滞在でお世話になっている
ハイヤー運転手のトゥリオ氏がいてくれる。
長年の良きつきあいの彼に、いつもホテルと
文書館の送迎を頼んでいるのだ。当然流しの
タクシーよりは運賃はかかるが、安全第一、
さっそく今回も彼がいつも拠点にしている高
級ホテルの前まで行ってその姿を探す。小柄
なトゥリオが、遠くから俺を見つけ、駆け寄っ
てきてくれた。抱擁も挨拶もそこそこに、滞
在中の足になってくれるか頼んでみた。いや
あ、このところ閑だったんで、大助かりでっ
せ、ささ、さっそくいつもの古文書館にまい
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りやしょう、というわけで滞在最初の関門は
スムーズに通過できた。 

古文書館着、ここでも30年来のつきあいのメ
ネシオ館員が両手を拡げて迎えてくれる。女
性館長グティエレスさんにお土産を渡しつつ 
̶̶ 今回は、リマも日本食ブームということ
で「お箸」をペアで ̶̶ 久闊を叙す。日本
人研究者はこういう気配りがあるから私は好
きだわ、と開けっ広げにおっしゃる。次回も
何か持ってくるってこったな。挨拶もそこそ
こに、古文書の撮影を開始する。偶像崇拝根
絶巡察文書、というのがお目当ての史料群だ
が、30年前に本格調査をした時、かなりの部
分をノートに筆写している。今回は、まだ筆
写していないものを含めて、2,000葉くらい
を撮影する予定。かつては、大型の一眼レフ
を三脚に据えて一枚一枚丁寧に撮ったものだ
が、最近は小型のデジタルキャメラで軽便に、
多少光に問題があっても現像ソフトで修正も
容易、手軽に立派な文書写真ができあがる。
カメラはRICOH GR IIが今回の調査を助けて
くれる。さっそく作業開始。ただ、閲覧机に
古文書を広げ、適度な距離を保ち、覆い被さ
るように腰をすこし曲げての撮影は、これは
身体にくる。20枚も撮ったところで、もう疲
れてしまう。実質一週間の作業とはいえ、けっ
こうしんどいことになりそうだな、でもここ
でしか手に入らない宝物群、よしっ、がんば
るぞ、と気合いを入れて、16時まで根気よく
デジカメに収めていった。 

文書館を出ると、トゥリオが迎えに来てくれ
ていた。リマの交通事情、前より酷くなって
いるねぇ、いやもうあがったりでさ、前はミ
ラフローレスから空港は30分見とけば十分だっ
たんすがねぇ、いまは下手すると2時間かか
る時もあるんすヨ、もうかないませんがな。
彼の嘆きも深まっているなぁ、とは言え、リ
マの道路網に関してはまるで「蟻の通り道」
すら熟知しているかのごときトゥリオ、渋滞

箇所を巧みに回避しつつ、あっという間にホ
テルに送り届けてくれた。じゃあ、明日も8
時にホテルに来てくれるかい？がってんでさ、
セニョール・カイ、時差ぼけも出てくる頃で
しょうし、どうぞゆっくりお休みになってお
くんなせぇ。トゥリオと別れ、ホテルの部屋
に戻る。撮影した写真の整理をはじめるが、
たしかに突然の睡魔に襲われ、ベッドに倒れ
込むかたちとなる。 

目を覚ますと時計は19時を廻っていた。スー
ツケースの荷物を整理し、洋服などをクロー
ゼットに入れ、書籍類を整頓したところで、
あらためて受信装備を点検する。宮さんがご
調整くださった中波DX用PL-380改を含め、
一式すべて無事であった。ペルーの食事は昼
ご飯がメインだから夜は軽くパンにハムくら
いで済ます。ちょっとワインを添えて。普段
の出張だと、夜は仕事仲間と飲みに出かけ、
歴史談義や四方山話に花を咲かせるところだ
が、今回は友人たちにもこちらからは積極的
に連絡せず、限られた休息の時間は、アンデ
ス世界のラジオ文化研究に専念することにす
る。さあ今晩からすこし腰をいれて聴いてみ
よう！昨夜から泊まっている部屋には小さな
バルコニーがあり、テーブルと椅子が置いて
ある。ここにまずはシエスタM-ALAを、太平
洋の荒波に向けて屹立させる。同軸ケーブル
も長めにご用意くださったので部屋に引き込
み、シエスタ師特製のCMCを挟んでM-ALAの
屋内ユニットへ。電源はACアダプターにロー
ノイズ電源をつなぐ。そしてラジオには、や
はりシエスタ師特製のGAISO+ATT Boxを介
して接続。まずは短波帯にペルーのローカル
放送局を探ってみる。日本列島から憧れの眼
差しで見やっていた局たち、一体どんな感じ
ではいってくるのだろうか。今朝のキリャバ
ンバの強度からもかなり期待できるのだが……
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おおっ、続々と入感だ。 

4748kHz《Radio Huanta 2000》
4775kHz《Radio Tarma》 
4995kHz《Radio Cultura Amauta》 
5025kHz《Radio Quillabamba》 
5981kHz《Radio Chasqui Red Integridad》 
6174kHz《Radio Tawantinsuyu》 

WRTHを片手に周波数を確認しながらペルー
国内短波局を受信できるかぎり探索していっ
た。それにしても、アンデス世界においてラ
ジオ文化は活き活きと息づいているなぁ。高
山地帯ではまだインターネットも行き届いて
いないし、民衆層の唯一の情報源がラジオ、
という村落もたくさんあるのだろう。山を旅
するたびに、居酒屋や食堂、よろずや風キオ
スクでは、いつもラジオがガンガン鳴ってい
るもの。昔は日本もそうだったよ。それにし
てもアヤクーチョ地方のワンタHuantaには2
局もあるんだね。アヤクーチョといえば、
数年前、調査旅行をしたところ、ワンタの
すぐそばをトラックで走っていた。あのと
きはBCLとはまったく無縁の生活をしてい
たから考えつくこともなかったけど、いま
だったら、絶対に放送局訪問をしているだ
ろうな。放送局を訪ねて、アンデスの山で、
人々とラジオが日常的にどのような関係を
結んでいるか、なんていう調査が将来でき
たら素敵だぜぇ。いつの日か、『アンデス
世界におけるラジオの社会史』なんて本が
書ければ、これは夢のような話だなぁ。実
際、アンデス近代史の研究史を眺めてみても、
ラジオ放送と先住民文化との関係に踏み込ん
だ論攷はみあたらない。よし、それでは今度
は本格的に、アンデス高地のフィールド調査
を含む研究を組織してみようか、なんて将来
構想（妄想？）を、ペルー短波各局を聞き流
しながら、頭に育んでいく。それにしても放
送の内容が凄い。もう完全なローカル・ワー
ルド。「尋ね人です！どこどこ村のフアン・

ゴンサレス・キスペさん、お母さまがお病気
ですので、すぐにご家族にご連絡ください！
携帯番号xx-yy-zz-wwまで。」「眼鏡調整、コ
ンタクト・レンズのことならオプティカ・ロ
ドリゲスにいますぐ！」「明日、聖マリア教
会で、炊き出しがあります。おいしい鶏肉の
スープが供されますので困っていらっしゃる
方は是非」「本日の農民集会では、新政府の
政策への対応を協議しますので、こぞって参
加を！」的な、町の日常に根ざした、それこ
そ昔の田舎の農協有線放送のような感じ。
Radio Quillabambaのように、同じ内容をス
ペイン語とケチュア語で交互に放送するとこ
ろもある。土っ臭いワイノやクンビアの音楽
が軽いフェージングとともに耳に心地よい。
こういうのを、日本列島の海岸辺りに陣取っ
て聞くことができたら、素晴らしいだろうな
あ。でもそろそろ夜も更けてきた。明日も朝
から古文書との格闘だ。今日は、この辺にし
よう。 

翌朝、4時に起床。時差ぼけの影響もある。
カーテンを開けると、暗いリマの冬の朝だ。
この時期、海岸部のお天気は、毎日かわり映
えがしない。ほぼ一日、曇天。お日様が姿を
現すことはほとんどない。たまたま顔をのぞ
かせると「今日は太陽のやつ、狂ってやが

ソ ル

る」なんて悪口を叩くのがリマっ子。文書館
には、開館前に到着、早朝の激しい渋滞にも
かかわらず、トゥリオの選ぶ道だけは空いて
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いる。きょうも一日撮影だ。ほんとうであれ
ば、じっくり閲覧机に座り、古文書一枚一枚
読みながらノートを取りたいのだ。というの
も、この偶像崇拝根絶巡察文書というのがじ
つに面白い史料。17世紀に入り、カトリック
教会のスペイン人巡察使が先住民村落を急襲
し、インディオたちのなかで、キリスト教に
背を向け、隠れて伝統的な儀礼をおこなって
いる者たちを逮捕する。そして拷問などの手
荒い手段をもちいて、その一切合切を白状さ
せ、呪具や呪物を破壊したり、焼却したのち、
被告たちの頭を刈り上げ、見せしめにすべく
上半身裸にしてラバの背に乗せて村を引き廻
す、そして鞭打ち……神に仕える者たちの剥
き出しの暴力のすさまじさ。先住民たちが逐
一自供する、伝統的な儀礼の豊かさ。その一
部始終が豊かなディテールとともに詰め込ま
れたこの記録は、アンデス関係の史料のなか
でもとびっきり面白いもののひとつだ。それ
にちょうど地球の裏側では、同時代、まった
く逆の事態が進行していた。日本列島では、
隠れキリシタンたちが、幕府の過酷な弾圧に
苦しんでいたのである。歴史の皮肉であるこ
とよ。まあ、史料の内容は、帰国後、ゆっく
りと読むわいな。いまはとにかく撮影だ。そ
ろそろ悲鳴をあげだした足腰に、15分おきに、
スクワットの二つ三つをくれてやり、鼻息荒
く、GR IIのシャッターを押し続ける。 

ホテルに戻ってからは、30分ほどの昼寝を微
睡んだあと、古文書写真を一通り整理し、さ
てこれからどうするか。夜は、古くからのペ
ルー日系の親友と会食だ。それまでの時間、
しばし研究書を読み、そして30分ほどラジオ
に耳を傾ける。そうそう、朗報があった。フ
ロントのジョシュア君、ホテルに戻ると、セ
ニョール、明日の朝に《テーリョの間》が空
きますので、どうぞお移りください。荷物は、
お出かけの間に、われわれで移動させておき
ますよ、おお、それは嬉しい！いや、でも荷
物を運ぶのは、ラジオやアンテナもあるし、

俺がやるよ、それにしてもほんとうにありが
とう ¡Muchísimas gracias! 今いる部屋も良
く受信できているが、時間によっては、どう
も隣接する高層マンションから発するノイズ
で電波にかなりのダメージがある。《テーリョ
の間》は二階だし、すこしマンションからも
離れているので、きっと受信状況は改善され
るであろう。さて、今日からは、海外から聞
こえてくる短波放送をすこしずつ聞き始めて
みるか。 

国内放送を探している時の印象では、各バン
ド、さまざまなスペイン語が聞こえている。
衰退著しい海外短波放送界ではあるが、どう
やら中南米のスペイン語圏は、まだ活況を呈
しているようだ。Radio Habana Cuba
（15370kHz等）とRadio Martí（9565kHz等）
は、それこそ中国国際放送放送／台湾国際放
送の関係の相似形をそのままラテンアメリカ
に移植したようなライバル局、双方、強さで
競合しながら明瞭に飛び込んでくる。Radio 
Católica Mundial（11870kHz）などの宗教
局もとても元気な印象。Radio Romania 
Internacional（9730kHz等）やVoice of 
Turkey（9870kHz等）など日本でお馴染みの
局のスペイン語放送も強力に入感している。
東京・武蔵野の我が家の環境では、いつも微
弱なRadio Guinée（9650kHz）、Voice of 
Greece（9935kHz）、Radio Medi 1
（9575kHz）も見違えるような鮮明さだ。ど
の局も、ほぼリスニング・モード。俺も本気
でペルー移住を考えようかな。 

ひとしきりSW55をいじくっていたら、フロ
ントから電話、友人夫妻がご自慢のアルファ・
ロメオで迎えに来てくれた。この日系の友人
とは、俺がかつて客員として教えていたリマ
のカトリカ大学で知り合った。当時彼は哲学
の教師、穏やかな性格の知的な彼とはすぐに
仲良くなったが、やがて彼は大学教師の職を
あっさり捨てて、ビジネス（商売）の道に入っ
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ていった。いまは、中古医療器具（CTスキャ
ン機材など）を輸入したりしていてとても景
気がよいようだ。アルファ・ロメオの心地よ
い加速力に背中を押されてあっという間にペ
ルー料理の老舗ホセ・アントニオ José 
Antonioに到着。古い農園風の邸宅をレスト

アシエンダ

ランに改造し、昔なじみのペルー海岸部の料
理、いわゆるクリオーリョ料理の本物を提供
してくれている 。まずは蒸留酒ピスコのカ6

クテル《ピスコ・サワー》をアペリチフにし
て、セビッチェやアンティクーチョ、ロモ・
サルタードなどを堪能する。今日のこの時の
ために彼が用意してくれていたスペイン・リ
オハの年代物赤ワインがグラスに注がれ、陶
然とした気持ちになる 。昨今のペルー事情や7

彼と夫人（日本から来られて彼と一緒になら
れた芸術家）の最近のお仕事のことなど、興
味深い話をいくつも聞きながら幸せな気持ち
になり、昼間の重労働の疲れも吹っ飛んでし
まった。ホテルに戻り、ベッドに潜り込んで、
睡魔到来までの間、ペルーの中波帯にダイヤ
ルを合わせる。20～30kHzおきにラジオ局が
乱立していて大賑わいだ。戸塚DXersサーク
ルの先輩たちからは、中波の逆TPにチャレン
ジするよう勧められていた。しかしこれだけ
中波局が蠢いているところに、DX局が入り込

うごめ

んでくる余地はあるんだろうか……などといっ
たことを考えているうちに、すっと夢の世界
に入っていった。 

翌朝は土曜日。またも夜明け前、4時に起き
てしまう。土日は文書館もお休みだ。疲れを
取るべくあと数時間惰眠をむさぼるも良し、
しかし、ここは一念発起、いっちょ崖に出て

クリフ

中波DXにトライしてみるか！この日のために、
お忙しい宮さんが、いまDX巷間で飛ぶ鳥を落
とす勢いのPL-380を俺のために改造してくだ

さった。太平洋の向こう岸から、北米のさま
ざまな中波局を射落としているPL-380改。リ
マでの実力はいかに！ 

海岸段丘の上の部分は、マレコン malecón 
と呼ばれる遊歩道になっている。最近は、リ
マっ子たちのデート・コース。日曜日などは
大混雑する。それもそのはず、崖から見下ろ
す太平洋が実に美しいのである。とくに夕暮
れ時はごった返す。打ち寄せる波を眼下に見
やりながら、将来の幸せな夢を語り合うカッ
プルたち。しかし、早朝4時にはまだそんな
連中は現れない。だれもいない静かな崖っぷ
ちから、PL-380改を海に向かって突き出して
みる。ところが……まったく、だめであった。
先にも触れたが、20～30kHzおきに立ち並ぶ
リマ・ローカル局、そのほとんどは強力な24
時間営業、DX局を探そうにも、隙間がまった
くない。しばらく粘ってダイヤルをぐるぐる、
上から下まで何度も往復させるが、聞こえて
くるのは週末パーティ用の番組で流されるサ
ルサやクンビアの音楽、はたまた、土曜早朝
の宗教番組で、世界の滅亡間近なことを絶叫
する説教師の胴間声……海岸段丘に身を乗り
出し、冷たい海霧に長時間身をさらしていた
せいだろうか、やっ、やばっ、下腹部に異変

 ペルー料理の概略については、PROPAGATION第4号に執筆した拙稿を参考のこと。6

 ペルーでも《コルク代》と通称される金額（とても安い）を払うと好きなワインを持ち込むことができる。7

34



が、おおっ、これは《インカの呪い 》の徴候8

か！くわばら、くわばら、ホテルに退散だ。
この日の午前中は、中波DX不首尾のショック
もあって少し意気阻喪し、ベッドの中で本な
どを読みながら安静にする。幸いインカに呪
われはしなかったものの、今日は無理をせず、
来週の最後の仕事のためのエネルギーを充填
することにしよう。 

午後になって、いよいよ《テーリョの間》へ
の引っ越しだ。18～19世紀のコロニアルな風
情を遺す素敵な部屋。小さなバルコニーが張
り出していて、M-ALAを設置するには絶好。
窓からは太平洋の波の輝きを見渡せ、目の前
をパラグライダーが滑空している。少し元気
も出たので、土曜の夕方は、短波受信に切り
替えて、耳をそばだててみた。この日は、ア
ジア世界から海を渡ってくる電波がとても元
気。やはり最強不敵は、中国国際放送！スペ
イン語のみならず、中国語放送も激烈に入感
し、南米においてもDX潰しの面目躍如。でも
台湾国際放送の日本語放送がきこえてきた時
には、何かほっとした気持ちになった。KBS
の日本語放送も快闊に聞こえている。こうい
う、なにか迷子になったような電波には、と
ても親近感が湧くなぁ。NHK国際放送も非常
にクリアに台風情報を流していたが ̶̶ 日
本のみんな、大丈夫かなぁ ̶̶ 嬉しかった
のは、ラジオNIKKEIが聞こえてきたこと。瞬
間的だったけど、SAも確認できた。平壌放送
のあのお馴染みのISも、アジア世界を遠く離
れて生活していると、なにか郷愁味を帯びて
いる。All India RadioやIRIBも、それぞれの
民族音楽を放送に乗せながら、アンデス世界
に着実に触手を伸ばしている。 

ペルー周辺国からの短波受信状況も書いてお
こう。ボリビアからは、3310kHz《Radio 
Mosoj Chaski》、5952kHz《Emisora Pio 
XII》、6025kHz《Red Patria Nueva》、

6135kHz《Radio Santa Cruz》。エクアドル
からは、6050kHz《HCJB-Voz de los 
Andes》。そしてブラジルからは、お馴染み
の6180kHz《Rádio Nacional Amazonia》を
はじめ、日本ではその存在すら知らなかった
4765kHz《Rádio Integração》、4865kHz
《Rádio Verdes Florestas》、4925kHz
《Rádio Educação Rural de Tefe》などを受
信することができたが、ちょっと意外であっ
たのはブラジルに数多く存在する短波局がほ
とんど入ってこなかったこと。ボリビアの各
局もそれほど強くなかった。アンデスの峻嶺
の連なりが電波の通りを妨げているのかな、
などということを考えてみたが、非科学的の
ような気もする。 

翌週は、ひたすら写真撮影に明け暮れる。腰
から背中にかけて、鉄の板がはまってしまっ
たような感じ、もうバリバリに凝っている。
しかし、当初の予定よりも多くの、興味深い
古文書の撮影もできたので、身体痛も報われ

 《インカの呪い》とは、外国からやってくる観光客を襲う、アンデス独特の激しい下痢のこと。8
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るというもの。金曜日には、古文書館の皆さ
んに別れを告げ、いよいよ帰国の準備にはい
る。翌土曜日には、前述の友人夫妻が、リマ
から2時間ほどのところにあるプクサナ海岸
に連れていってくれた。ご存じの通り、ペルー
沖は豊かな漁場、プクサナにはその魚たちと
共に生きるアザラシやペンギン、ペリカンた
ちが群生している。そうした海獣の野生の姿
をはじめて見ることができてとても興奮した。
なによりも、海辺で食べるセビッチェのうま
さは筆舌に尽くしがたかった。 

すっかり日焼けして宿舎に戻り、史料の整理
も、荷造りもほぼ終えたところで、最後のラ
ジオ聴取。今日は、リマ地方を拠点とする中
波局を、低い周波数から順に、網羅的に録音
することにした。以下、その成果をざっと羅
列していこう。すべて鮮明に受信されたもの
ばかりである。 

540kHz《Radio Inca del Perú》 
560kHz《Radio Oriente》 
580kHz《Radio María》 
600kHz《Radio Cora》 
620kHz《Radio Ovación》 

640kHz《Radio del Pacífico》 
660kHz《Radio La Inovidable》 
680kHz《RBC Satelital》 
700kHz《Red Integridad》 
730kHz《Radio Programa del Perú》 
760kHz《Radio Mar Plus》 
780kHz《Radio Victoria》 
820kHz《Radio Libertad》 
850kHz《Radio Nacional del Perú》 
880kHz《Radio Unión》 
900kHz《Radio Felicidad》 
930kHz《Radio Moderna》 
960kHz《Radio Panamericana》 
990kHz《Radio Latina》 
1010kHz《Radio Cielo》 
1040kHz《Radio Metropolitana》 
1060kHz《Radio Éxito》 
1080kHz《Radio La Luz》 
1110kHz《Radio Feliz》 
1130kHz《Radio Bacán》 
1160kHz《Radio 1160 Onda Cero》 
1180kHz《NSE Radio》 
1200kHz《Cadena Radio》 
1220kHz《Radio Fé》 
1250kHz《Radio Miraflores》 
1300kHz《Radio Comas》 
1320kHz《Radio La Crónica》 
1360kHz《Radio Bienestar》 
1400kHz《Radio Callao Super》 
1440kHz《Radio Imperial 2》 
1470kHz《Radio Capital》 
1500kHz《Radio Santa Rosa》 
1570kHz《Bethel Radio》 

これぞ雨後の竹の子の林立、といわずして、
なんといおう。このほかにも、WRTHに未掲
載の不明局もいくつかある。首都圏のラジオ
だけでこれだから、ペルー全土の情況は一体
どうなっているのだろうか。とにもかくにも、
びっくり仰天であった。 

ポ ン
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さあ、いよいよ帰国だ。調査の合間を縫って、
非常に限られた時間しか受信には割けなかっ
た。戸塚DXersサークルの先輩方から課せら
れた宿題の10分の1もこなせなかったと思う
が、仕事で来ているのだから当然だ。しかし、
ラジオと一緒に出張することがもたらす大い
なる魅力を満喫することはできた。さらに今
後の夢のような展望として、《アンデス世界
におけるラジオ文化史》研究という真面目な
テーマをも構想することもできた。古文書撮
影はハードではあったが、ラジオの音は、疲
れた魂を癒やしてくれた。あらためてBCLと
いう余暇を「再発見」できたことの僥倖をか
みしめた次第である。 

帰国便は、往路よりもさらに時間がかかる。
México D.F.では9時間の待ち合わせ。ラウン
ジで、ボーイさんに注がれるままに、白ワイ

ンを喉に流し込む。帰りの787では、初めて
の経験もあった。真ん中3列シートの二つを
占めたのは、メキシコのテレノベラ 
telenovela から飛び出してきたような美男美9

女の若いカップル。俺の隣に座ったのは美女
のほうで、女優のペネロペ・クルスにそっく
り、どうやら新婚旅行で日本列島を目指して
いたようだ。新婚さんのお邪魔をしてはいけ
ないと、ひっそりと映画などを見ていたら、
メキシコを出て7時間ほどが経った頃だろう
か、流れてきたのはすこし緊張気味のCAの機
内放送、「この飛行機にお医者様はご搭乗さ
れていませんか？」どうやら子供の急病人が
出たようだ。具合が悪ければ、近隣の空港に
緊急着陸というようなこともあるかもしれな
い、地図で確認すると、一番近いのがホノル
ル辺り、これはハワイに降りる、ということ
もあるやもしれぬ、などとドキドキしていた
ら、アナウンスに即応して、すくっ、と立ち
上がったのが、隣のカップルの美男氏、彼は
医者だったのだ。やがて戻ってきたが、子供
médico

の容態は安定し、大事にはいたらなそうだ。
しばらくすると、CAたちが代わる代わる御礼
に来ていた。なかなか爽やかな光景であった。

そのあとは、成田までぐっすり。ふと俺の右
腕付近に暖かいものを感じる。見やると、熟
睡するペネロペ嬢がその美しい寝顔を俺の肩
に載せていたのである。動くとお休みの邪魔
になるなと、じっとそのご尊顔を拝しながら、
しばし素敵な時を過ごす。袖振り合うも……
的なエコノミー・シートならではのひととき
だった。次に目を覚ました時には、眼下に房
総半島が見えていた。またあそこにメンバー
とペディに行きたいなぁ、などと思いつつ、
ようやく仕事の旅を終えた。

 メキシコ版連続テレビ小説。濃厚なメロドラマばかり。9
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新潟、和島ペディション参加リポート 2016

　                                                           　　　　　　　　　　　  岡村　博行

2016 年の和島ペディションの報告をします。今回の

メンバーはいつもの T 氏、N 氏、M 氏、そして自分

の 4 名。今回はいつものお馴染みのメンバーが勢

ぞろいした。参加の T 氏とは実に 3 年ぶりの再会で

ある。当日、まず、燕三条の駅に降り立つと N 氏、

M 氏のお出迎え。そこから例年なら地元のスー

パーへ食材を買い出し　と、なるのだが、今回はあ

の有名な燕三条系背脂ラーメンのお店に向かう。

実は、以前から N 氏とのやり取りの中で自分が「燕

三条系のラーメンを一度、食してみたい。」とリクエ

ストしていた要望に N 氏 M 氏が応えてくれた形と

なった。今回、お世話になったお店は福来亭　白山

町店。燕三条系背脂ラーメンはカップ麺では食した

事があるが実物は初めてである。入店すると、お昼

時なのか客が結構、沢山、居て賑わっている。奥の

テーブルに座り、待つこと約 10 分、待望の「背脂

ラーメン」が厨房から運ばれて来た。一目、ラーメン

を見ると、確かにスープの表面には白い背脂が沢

山浮いている。

刻んだ玉ねぎを沢山入れると、油気が中和され食

べやすくなるとの事で N 氏が店内に置いてある玉

ねぎを小皿に取り分けてくれた。早速、玉ねぎを

ラーメンの中に大量投入、スープをまず一口、味は

意外とあっさりしているような感じを受けた。これに

はちょっと拍子抜けである。自分はもっと脂でギトギ

トした感じなのか、と思っていたが、普通にスープも

飲める。まあ、これも玉ねぎを大量を投入したからか

もしれないが、麺の感じもラーメンのぢちれ麺という

より、日本ソバに近いストレート系の麺だった。今、

思うと食券にはラーメンとは書いては無く、「中華ソ

バ」と書いてあったのでこれが当たり前なのかもしれ

ない。無事、念願の「燕三条系背脂ラーメン」を完

食し店を後にし、途中、スーパーに寄り、買い出し、

ペディ会場に向かう。天候は曇り。時々、パラパラと

雨粒が舞い落ちる。いつものように車内ではもっぱ

ら BCLの話、この会話が非常に面白い。車でしば

らく走行してる内にいつものペディ会場に到着、受

付をしてキャビンに荷物を運び入れる。もう、皆さん

慣れた手つきでいつものセッティングをし始める。

使用アンテナはいつものK9AYと今回は自分が導

入した ML-200 が初参戦。モビでは結構、お世話

になったアンテナだが果たしてペディ会場では期

待通りの性能を発揮できるのか気になる。今回はこ

の 2 本のアンテナをメインに使用することにした。
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　　　　　　　　　展望台に張った ML-200

いつものようにアンテナ等、セッティング後、早速、

キャビン内で皆さん、聞き始める。肝心の ML-200

だが、結構、良い感じで聞こえている。これは期待

できるでは？と思い始める。夕食まで皆さんとワッチ。

今、考えると夕方は意外と TPが聞こえていたように

思える。日本海側で聞く TP局、なかなか乙なもの

である。夕食は今回はキャビン内での焼き物がメイ

ン。アルコールも入り皆さんと話に花が咲く。色々と

やり取りしている内に夜も、更けて 23 時過ぎになる。

この時間、自分は和島で是非とも受信してみたい

局があった。それは「しおかぜ」の中波放送である。

この放送は北朝鮮の拉致被害者に向けてモンゴル

から送信されている。ペディの数週間前から自宅で

もそれらしいキャリアは受信できていたが、確認に

は至らず、やはり、日本海側に行かないと受信は難

しいと考えていた。1431kHzに合わせて放送開始

の 23 時半を待つ、23 時半にキャリアオン、「ふるさ

と」のメロディーが流れ始め放送が始まった事が確

認できた。信号は極めて強い。試しに屋外に出て、

ポケットラジオで聞いてみた所、此方でも良好に聞

こえていた。この様子では朝鮮半島内でもクリアに

聞こえている事だろう。早く拉致問題が解決できる

ようにという思いを込めて放送を聞いている自分の

姿がそこにあった。

その後、03 時まで仮眠と思ったが、実はこの日は連

休という事もあり、国内の民放放送が 03 時に放送

開始してしまう日でもあった。そこで、自分は 03 時

までワッチ。何か聞こえて居ないか、SDRでサーチ

する。すると、EX-Bandでギリシャパイレーツが聞こ

えている事が解る。ここで、タイミング、よく今回も

Gary Debock氏、謹製のUltralight Radioが登場。

屋外で聞いてみた所、見事、1611kHzのギリシャパ

イレーツをキャッチできた。

　Ultraliht radioでギリシャパイレーツをキャッチ!!

まさか、ギリシャパイレーツをUltralight Radioで

キャッチできるとは夢にも思わなかったので、正にこ

の瞬間、Ultralight Radioの性能の凄さを実感した

次第である。その後、Ultralight Radioでは。

1449kHzのイランが爆裂入感。この局は、去年も受

信できたが今年も強力な信号を届けてくれた。この

受信もロケーションの恩恵を受けているのだろう。関

東では考えれない受信だと、思った。長波では昨

年受信できなかった、153kHzのAntenna Satelor

の入感を確認。今季は太陽黒点数が極大期を過ぎ

去って減少傾向にあり、その恩恵を受けた格好とな

る。これから、数年間は中波と長波は良い状態で受

信できると思われる。所でアンテナの ML-200 だが

抜群の性能を発揮してくれたようだ。K9AYから

ML-200 に切り替えると国内の放送は全く聞こえな

くなる。指向性が秀逸であり、FLAG ANTENNAで

聞いているような感じに陥った。今後もこのアンテナ

は活躍してくれると思う。03 時以降は自分は SDR

に任せて仮眠を取る。朝起きると、今回も綺麗な青

空の好天気。今回も遠くに佐渡を見る事ができた。

撤収後、いつもの朝食を取りに市場に行く、今回の

朝食は刺身定食。相変わらず朝から豪華だ（笑）

　　　　　　　　

その後、お土産を買い、燕三条駅まで送って頂きま

た、来年お会いしましょう。との誓いを皆で立てて帰

宅の途に就いた。
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「SDRを持っていないと、ペディに参加しても独り

浮きそうでいやだなあ・・・。」 

 

BCL関係の雑誌やブログでよく目にする各クラブ

やサークルで開催している「ペディ」。ノイズの無

い場所で思いっきりワッチできるは魅力ですよね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筆者も数年前 BCL の専門誌でペディの記事を読

んで魅力を感じたものの、TDXC のペディへの参加

に対して 2つの不安がありました。 

 

1）自分はペルセウスといった SDR受信機を持っ

ていない。自分だけ普通のラジオでワッチす

るとつまらないのでは？ 

2）参加メンバーは中波 DXの達人ばかり。会話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

についていけず独り浮いてしまうのでは？ 

 

 この会報を手にされている読者の中にも、筆者と

同じ不安を感じている方がいらっしゃるはずです。

そこで、「中波 DXペディとは当日どのように進むの

か」、「SDR 受信機を持たない中波 DX に全くの素人

の筆者が参加した印象」を述べていきたいと思いま

す。 

 

■ 中波 DXペディについて 
 

TDXCのペディを例に見てみましょう。 

 

1. 開催目的 

 今のところ、受信対象は中波が中心です。時期に

より北米や東南アジアなど異なります。 

 

2. 開催場所 

 神奈川県茅ケ崎市の海岸、千葉県いすみ市太東崎

などで開催することが多いです。また単発で北海道

や沖縄にも足を延ばします。（さすがに参加人数は

少ないですが。） 

 

3. 参加者 

 平均年齢は 50歳位？ですが、20代のメンバーも

います。技術系、文系など多岐にわたります。 

予 算 

交通費+食事代 

約 6,500円 

チャレンジ難易度目安（5段階） 

中波 DXペディは 

SDR所有が必須なのか？ 
 

手持ちの設備で十分 

 

★ 

澤谷 淳一 

 

専門誌にも多くのペディ記事が掲載されている 

40



 

 

4. 日帰りペディと宿泊ペディ 

 1）日帰りペディ 

・移動はクルマ、電車様々です。 

・日没時からのワッチに備え、16 時前に現地

入りします。 

・テント内での受信となります。 

・夕食はコンビニ弁当が多いです。 

・20時頃には撤収します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2）宿泊ペディ 

・移動はクルマ、電車様々です。 

・日没時からのワッチに備え、16 時前に現地

入りします。 

・ログキャビンや民宿での受信となります。 

・夕食は自炊や近所の料理屋が多いです。 

・翌日の午前中には撤収します。 

・仕事などの都合上、宿泊せず初日で帰るメン

バーもいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 開催日の調整 

 TDXC メンバーにメールで候補日が伝達され、ネ

ット上の「調整さん」などにより多数決で決定しま

す。また、家庭や仕事の都合で急きょ欠席になるメ

ンバーが毎回数人出ますがそこはお互い様です。 

 

6. 持ち物類 

1）共用機材 

・テント、アンテナ、分配器、バッテリーは主

要メンバーが持参します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）各自の持参物 

・受信機材（SDR、ノートパソコン、Ultralight 

DX用ラジオ、ICレコーダーなど） 

・アメニティグッズ（ミニデスク、座布団・折

りたたみクッション、ヘッドランプ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. ワッチ中の様子 

SDR で受信したデータを PC に取りこむ作業が中

心となります。同時に各周波数をサーチしながら入

感情報をメンバー間で共有します。 

その情報を利用して Ultralight DX用ラジオでの

受信も楽しみます。ログキャビンやテント内はノイ

茅ヶ崎ペディでのログキャビン 

太東崎ペディでのテント テントなどは全員で設営 

宿泊ワッチの場合はキャンプ用ミニデスクが便利 
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ズレベルが高いため、Ultralight DXは野外に出て

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日帰りペディでは、受信しながらコンビニ弁当を

いただきます。宿泊ペディでは、受信は SDRに任せ

て、キャンプサイトで鍋を囲んだり、料理屋に出向

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8. 費用の精算 

 現地の撤収が完了したら、帰りのコンビニなどに

寄り、高㏿料金やガソリン代などを割り勘で精算し

ます。 

 

■ 筆者の BCLレベル 
 

 初心者の読者の方々と同等もしくはそれ以下の

状況です。（笑） 

・SDRは持っていません。Ultralight DX用に

改㐀した中華ラジオや AN-200 といった小型

ループアンテナ程度の設備が中心です。 

・中波 DXに関しては、630kHz、850kHz、1548kHz、

1700kHz といった超常連局しか聞いたことが

ありません。 

・聴きどころが整理された周波数リストなど

便利資料も持ち合わせていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ペディに参加した感想 
 

 2015 年からチョイペも合わせて 5 回ほど参加し

てきました。そこから得た感想は、「初心者の自分

でも十分楽しめる！」というものでした。 

 

1. SDRがなくても十分楽しめる 

 筆者の受信スタイルは、Ultralight DX。外付け

バーアンテナ改㐀ラジオや無改㐀ラジオと小型ル

ープの組み合わせで海外中波局を狙います。 

 そのため、メンバーのいるログキャビンやテント

を離れての受信となりますが、ずっと独りぼっちと

いうわけではありません。SDR 組のメンバーも

Ultralight DX改㐀ラジオを持って屋外に出てくる

ので、その時は合同ワッチ大会になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パソコンとにらめっこしながらのワッチ 

受信は SDRにまかせて、事前に仕込んできた食材で鍋！ 

みんなで Ultralight DX 

ペディ用の設備はこの程度 
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 なお、受信しっぱなしでは、一期一会で悲しいの

で、必ず IC レコーダーで受信音を持ち帰り、後日

動画サイトなどで公開して情報の展開を行うよう

にしています。 

 

2. 達人たちのリアルタイム入感情報は貴重 

ただ無㐀作にダイヤルを回しても知識の乏しい

筆者としては効率が上がりません。そこで、頻繁に

SDR組のテントにお邪魔して「どこが聞こえていま

すか～？」と情報を仕入れに行きます。デルタフラ

ッグなど専用アンテナ+SDR の組み合わせで受信で

きた局は、ポータブルラジオでもなんとかキャッチ

することが可能だからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テントに顔を出すとそのままおしゃべりタイム

になることもありますが、そこで仕入れた情報によ

りオーストラリア 4TAB（1008kHz）やキユーバ Radio 

Rebelde（1620kHz）など今まで全く知らなかった局

を聞くことが出来ました。 

初心者だからこそ、達人たちにくっついて受信す

ることはとても有意義だと思います。 

 

3. 会話の 9割は雑談 

 達人といえども、元は BCLや無線少年。ドライブ

中の話題は、専門的な話題は殆どなく、BCLを始め

たきっかけや関連するオモシロ話が中心です。初心

者の筆者でも話の輪に参加でき、2時間半のドライ

ブの時もあっという間に現着してしまいました。 

 

4. 短波ワッチはアリ？ 

 「自分は短波がメイン」という方も多いと思いま

すが、そういう方々も十分楽しめると思います。開

催時間がどうしても中波中心となってしまいます

が、ノイズの少ない環境での受信は、短波でも成果

を出せるのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ペディを上手に活用しよう 
 

初心者から見ると、ペディというとどうしても

「参加させてもらう。」というイメージが先行しま

すが、是非「ペディという機会を上手に活用する」

という姿勢で参加してみてください。 

 他の人との設備が違っても、「自分の受信スタイ

ル」を上手にペディに落とし込むことが出来れば、

想像以上に楽しめますし、それは筆者が実証済みで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そしてペディへの参加は、受信の幅だけでなく趣

味としての奥行も広げてくれるとても良い機会だ

と思います。とはいえ、飛び入り参加で和気あいあ

いは、よっぽどの方でない限り難しいですよね。そ

「○○kHzが聞こえているよ！」の情報は有難い 

ノイズレスの環境は、短波でも有利なはず 

自分のスタイルを大切に 
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のような場合、各クラブやサークルで開催している

ミーティングや懇親会に参加して事前に顔見知り

になってからペディに参加すると、自然に馴染める

と思います。 

 

■ 少しの勇気で世界が広がる 
 

 いかがでしたか。「これなら自分も参加できそ

う。」と思いませんか。今回は TDXCのペディを題材

にしましたが、各クラブやサークルで開催している

ペディも多少の条件は異なるにしても大きな流れ

は同じと思われます。 

是非、自分に合ったペディを見つけて参加してみ

てください。ほんの少しの勇気で趣味の世界が大き

く広がることを期待しています。 

 

 

 

【筆者が参加した過去のペディ記録】 

2017.03.19_千葉県いすみ市太東崎 

https://blogs.yahoo.co.jp/sawapon308/14851394

.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016.09.22_千葉県いすみ市太東崎 

https://blogs.yahoo.co.jp/sawapon308/14465442

.html 

 

 

 

 

 

 

 

2016.04.16_神奈川県茅ケ崎市 

https://blogs.yahoo.co.jp/sawapon308/14086678

.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

2016.03.14_神奈川県茅ケ崎市 

https://blogs.yahoo.co.jp/sawapon308/14009126

.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015.05.23_神奈川県茅ケ崎市 

https://blogs.yahoo.co.jp/sawapon308/13276769

.html 
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ちょいペ䛾軽量化 

 ― 試行錯誤編 － 
 

 

                  板倉  健 
 Photo： Ｋｅｎ 

 

■PROPAGATION２０１６も無事発行されまして、おお

いに盛り上がってから数か月、忘年会䛾時期でした

か？某氏とちょいペ䛾軽量化䛾話題で盛り上がってい

た䛾をシッカリと H編集長に聞かれておりました。（笑） 

 という訳で、今回䛿得意な料理話（あまり DXに䛿関

係ありませんが。。）䛿横に置きまして、普段取り組んで

おりますチョイペ䛾軽量化について試行錯誤的なあれ

これを書いてみたいと思います。 

 

■様々な Dxer諸氏䛾ブログなどを拝見してみると、

ちょいぺ用䛾工夫も敬服させられるようなも䛾が沢山あ

りますが、色々と自分なりに日々試行錯誤を繰り返して

工作し、失敗して䛿また工夫を重䛽つつちょいペなどで

そこそこ䛾成果が出たりする自己満足䛾世界だとも思っ

ている䛾で、お酒䛾肴にでもなれ䜀幸いです。 

 

■かなり前になりますが、TDXC䛾自称工作班䛾面々

が拙宅に集まり、何回か工作会を行った経緯があります。 

そ䛾時、盛り上がっていた䛾が「UｌtraLight Radio」。 

PL-380に外付け䛾バーアンテナを付けて、感度 UPを

図ろうというも䛾でした。こ䛾「UltraLight Radio」䛿まさ

にちょいペに䛿とても良い 1台だと思います。 

（詳しく䛿 PROPAGATION Edition4 をご参照ください） 

 

★PL－３８０改（UltraLight）★ 

 

 

★AN-200★【茅ヶ崎サザンビーチにて】 

 

■最近ですと、こまめな定点観測でお馴染み䛾さわぽ

ん氏が愛用しているミニループ「AN-200」＋市販ラジオ

䛾組み合わせがとてもいいと思います。私も「AN－200」

を持っています䛾で、ちょいペに出かけた時に

「UltraLight Radio」と受信比較をしてみたいと思ってい

ます。 

ＡＮ－２００を使用した記事䛿さわぽん氏が「手持ちラジ

オでお手軽高感度ミニループで中波ＤＸ大作戦」で詳

しく記述されています䛾でご拝読ください。 

 

■少し変わったところで䛿、ドングル＋スマホ＋HF コン

バーター䛾組み合わせで、スマホで中波を聞くことがで

きます。ちょいペ䛾軽量化って意味で䛿、最も軽量です

䛽。購入後早速家で試してみましたが、ゲインをかなり

絞らないと、混信䛾嵐になってしまい（選択度が良くな

い）DXに䛿向かない第１印象でした。 

設定䛿比較的簡単にできます。拙宅で使用した機材

と、設定方法䛿以下䛾通りです。 

 

＜機材＞ 

 

 ・ドングル：TV28Tv2DVB-T(R820T2)チューナー 

 ・スマホ：XPERIA（SO-04H）（Ａｎｄｒｏｉｄ） 

 ・USB(microBtoA)変換アダプター 

 ・HF UPCONVERTER： SC-HFCONV－１００ 

45



  ＋SC-HFCONV専用収納アルミケースキット 

 （（有）シャフトコーポレーション製） 

 

 ・ケーブル：MCX-P/SMA-P変換ケーブル 

        MCX-P/BNC/J変換ケーブル 

 ・HUB: USB３．０＋２．０ ７ポート HUB（５Ｖ） 

 ・ガルパニックアイソレーター（自作） 

 ・ANT：ALA１５３０S+Portable ＋ CMC（自作） 

 

＜アプリケーション＞ 

SDR Touch Live radio via USB(無料) 
RTL2832U driver(無料) 
SDR Touch Key(999円) 

 

 GooglePlay より上記アプリケーションをインストールし、 

機材を繋げ䜀、とても簡単に AM ラジオが聴けます。） 

ただし、１つだけ注意点があります。スマホが USBホスト

機能に対応している機種でないと動作しません。（＊１） 

SC-HFCONV－１００ 䛿１００MHｚに UP コンバートする

䛾ですが、DFC-28M（大進無線）䛾２８MHｚUP コン

バーターでも対応可能です。 

 とにかくとても簡単にラジオが聴けます。（スマホなら

「Ｒａｄｉｋｏ．ｊｐ」でいいじゃんとつっこみが入りそうです

が）しかし、前述したようにとにかくゲインを落とさないと、

混信がひどいし、ＤＸに䛿耐えられません。 

 ここで、ふと閃きました！ＨＦコンバーター䛾先に、普

通に拙宅で使用しているΔＬＯＯＰＸを繋いでいた䛾で

すが、ΔＬＯＯＰＸ䛿アクティブアンテナな䛾で、ゲインも

高い。そこで、前述䛾ＡＮ－２００で試してみたらどうな

䛾だろう？ 

 早速ベランダにて聴いてみます。比較䛾為に同時に 

ＰＬ３８０改（Ｕｌｔｒａｒｉｇｈｔ）も聴いてみることにしましょう。 

以下が比較データになります 

＜受信比較データ＞（ＡＮＴ ＡＮ－２００） 

１２７８Ｋｈｚ ＲＫＢ毎日放送（自宅） 

 ・ドングル  ３４４４３ 

 ・ＰＬ３８０改 ４４４４４  

１２８７ｋＨｚ 北海道放送ＨＢＣ（自宅） 

 ・ドングル  ３４３４３ 

 ・ＰＬ３８０改 ４４３４３ 

１１６１ｋＨｚ ＮＨＫ（熱海）（サザンビーチ） 

 ・ドングル  ４５４５４ 

 ・ＰＬ３８０改 ４５５４４ 

 

★ＰＬ３８０改䛿ＡＮ－２００と垂直になるように配置、ドン

グル＋ＨＦコンバーター䛿ＡＮ－２００とケーブル接続。 

 

■なかなかいいじゃないですかぁ（笑） 

ＡＮ－２００がちょいと嵩張る䛾が、難点でしょうか？ 

スマホ＋ドングル＋ＨＦコンバーター＋ＡＮ－２００䛾 

組み合わせベターです。 

 ちなみに、ＵＳＢＨＵＢ䛾電源供給（５Ｖ）ですが、拙宅

で䛿ＡＣアダプタを使用しましたが、先日ＴＤＸＣ諸氏と
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茅ヶ崎にちょいぺに出かけた折に䛿、後術䛾ＢＥＳＴＥＫ

䛾５Ｖバッテリーを使用しました。 

 そ䛾後も拙宅にて、ドングル䛾ＳＤＲソフトを操作して

みましたが、今ひとつチューニング䛾操作性が悪い感じ

がします。オプションメニューでＡＧＣやＳｑｕｅｌｃｈ、Ｇａｉｎ

コントロール、ＦｉｌｔｅｒWidth䛾設定など䛾細かい設定䛿

ありますが、私䛾読解力不足䛾せいか、今一選択度䛾

向上䛿出来ませんでした。（引き続き要調査です） 

 

★（＊１）スマホに USB メモリやマウス、 

キーボードを接続して使うことができる「USBホスト機

能」に対応している機種䛾スマホでないと動作しません。 

 

■ノート PCベース＋SDR となると、比べる䛾䛿 

 ・エクスカリバーPRO GDC33 

 ・ペルセウス 

 ・SDM-F2 

䛾３つでしょうか。 

拙宅䛾固定 BCLで䛿、上記３台を聴き比べていますが 

家で䛿、軽量化䛿意識しない䛾で、SDM-F2以外䛿普

段䛾電源䛿リニアトランス式䛾安定化電源から供給して

いますが、ちょいペに出かけるとなると、バッテリーが重

い䛾で、や䛿りバッテリー䛾軽量化が一番でしょう。 

★鉛バッテリー １．９ｋｇ １２V ２０００ｍA 

 

鉛䛾バッテリー䛿安定してますが、重い䛾が欠点です。 

スマホ充電用䛾大容量モバイルバッテリー䛿５Ｖな䛾で、 

ALA１５３０S+IMPERIUM Portable（１２Ｖ）アンテナに䛿 

使えません。 

★大容量モバイルバッテリー ３５４ｇ ５V ２０１００ｍA 

 

５Ｖ⇒１２ＶＵＰコンバーターという手もありますが、機材

が増える䛾で除外と思っていました。 

 ところが、モバイルバッテリー䛾ＯＵＴ側（ＵＳＢ端子）と 

ＤＣプラグ（２．５ｍｍオス）䛾変換ケーブルを検索してみ

たら、なんと５Ｖ⇒１２Ｖ䛾昇圧コンバーター付䛾変換

ケーブルを見つけてしまいました！。 

 コンバーター部分がＵＳＢ側䛾端子に小さく格納され

ている䛾で、嵩張らずこれ䛿便利な１品です。（推測で

すが、昇圧コンバーター䛾場合熱量が少なく放熱板が

不要な䛾で小さくできる䛾だと思います） 

 

 ★LANMUUSB 5V-9V/５V-12V電源供給ケーブル 

   （BoostICinside） （＊２） 

迷わず「ちょいぺ䛾軽量化」䛾１品に加えましょう（笑） 

 

■最近ネットでみつけたジャンプセットというバッテリー

をいくつか購入してみました。（車䛾緊急用スターター）

ジャンプセット䛾バッテリー䛿基本１２Ｖな䛾で、ＡＮＴに
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䛿そ䛾まま供給できて、スマホ充電用䛾５Ｖ出力端子も

ある䛾で、ＰＥＲＳＥＵＳ（定格５V ７００ｍA）にも使えま

す。もちろんエクスカリバー䛿１２Ｖな䛾でＯＫです。 

問題䛿何時間稼働できるか？？実験したところで䛿、１

台あたり２時間程度䛾ちょいぺなら問題なく稼働できま

す。（今回限界まで䛿試してません）  

ジャンプセット䛾バッテリー䛿鉛バッテリーに比べて軽い

䛾で、２個持参しても有りです䛽。 

ジャンプセット䛾バッテリー（１２Ｖ）＆モバイル充電

バッテリー（５Ｖ）䛾組み合わせで、ちょいぺに出かける

䛾が最も機材が少なく且つ軽くて済みそうです。 

★ジャンプセット ６６２g １２V／５V ５６００ｍA 

 

ジャンプセット䛾バッテリー䛿何種類かカラーがあります

が、うち１つ䛾カラーリングが PERSEUS䛾カラーとほぼ

一緒な䛾でとてもマッチします。 

★PERSEUS とジャンプセットバッテリー䛾ペア 

 

■先日茅ヶ崎柳島キャンプ場で䛾ペディ䛾折に、

PERSEUS䛾帯域録音が途中でフリーズしてしまうという

不具合がありました。Ｓ師䛾見解で䛿 PERSEUS䛿電圧

䛾変化に弱い傾向があると䛾事でした䛾で、鉛バッテ

リー⇒（ワニ口クリップと DCプラグケーブル自作）⇒自

作 DCDC コンバーター（１２V／５V）⇒自作 DCケーブ

ル⇒PERSEUS䛾接続䛾どこかに原因があると睨んでい

ました。 

 ジャンプセットバッテリー⇒USB／DCケーブル（市販） 

⇒PERSEUS とシンプルな構成にした䛾で上記問題䛿と

りあえず解決です。 

 

■次䛿、アンテナマスト䛾工夫です。 

 ALA１５３０S+IMPERIUM Portable䛾支柱䛿ネットで

見つけた「䛾ぼり用䛾支柱」を使っています。 

 

SDM-F2䛿電源䛿 PC䛾 USBから䛾供給な䛾でいらな

い䛾ですが、ANTが１２V䛾 ALA１５３０S+IMPERIUM 

Portableを使用している䛾で、１２V䛾小型バッテリー䛿

必要となります。思い切ってパッシブ型䛾アンテナで

ちょいペに行くなら、迷わずＳＤＭ－Ｆ２を持って行きま

す。しかし、前述䛾５V⇒１２V昇圧ケーブルを見つけた

おかげで、ジャンプセット＆モバイルバッテリーでも十分

行ける䛾で ANT䛾バッテリー問題䛿解決しました。 

 

 それ䛿さておき、支柱䛾持ち歩き用䛾工夫ですが、䛾

ぼり用䛾支柱をゴルフ䛾アイアンケース䛾入るくらい䛾

ちょうどいいサイズにカットして、中に繋ぎ用䛾パイプを

セットして、最長３ｍ位䛾高さが確保出来るように加工し

ました。䛾ぼり用支柱䛾先端部分に、プラスチック䛾イレ

クターパイプ（１ｍ）とジョイントを真ん中につけて接続す

れ䜀、Ｔ字形䛾三角ＬＯＯＰ部䛾出来上がりです。 

 

ＡＬＡ１５３０Ｓ䛾アンテナＢＯＸと３ｍ䛾同軸ケーブル（Ｂ

ＮＣ）を接続して、逆三角形䛾ＬＯＯＰが完成です。 

 䛾ぼり用支柱を支える土台䛿、購入した䛾ぼりに付属

していた䛾ですが、４方向に足が９０度広げる形になっ

ていて、安定感䛿ある䛾ですが、かなり重い䛾が欠点で
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す。（鋼鉄製） ちょいぺに出かけて、支柱を支える適当

な樹木や柵があれ䜀ゴムバンドでぐるぐる巻きで済む䛾

ですが、何も支えになるも䛾が無い時䛿、土台がないと

どうしようもありません。また、バイクや車䛾時䛿多少重

い土台を持参しても問題ありませんが、電車や自転車

䛾時䛿少しでも機材を軽くしたい！ 

ランタンスタンドとペグを使って、固定するっていう方

法も試しましたが、ランタンスタンドもかなり嵩張ります。

ここ䛿、課題が残るところです。 

★アンテナセット（ＡＬＡ１５３０ｓ＋＆支柱） 

 

 

■ちょいぺ用セットが出来上がりました。 

 ・ノート PC（ThinkPAD） 

 ・PERSEUS（定格：ＤＣ５Ｖ ７００ｍＡ） 

 ・BASTEK バッテリー（５V／１２V） × ２ 

 ・ALA１５３０S+IMPERIUM Portable（３ｍBNC ｹｰﾌﾞﾙ） 

 ・５V/１２V昇圧変換ケーブル（ANT用） 

 ・ANT用支柱（䛾ぼり用） 

 ・ガルパニックアイソレータ（自作） 

 ・CMC（自作） 

 ・ＡＮＮＫＡモバイルバッテリー（５V）予備 

 ・USB コード、USB電源コード、イヤホン 

＜サブセット＞ 

 ・PL-380改（Ultra Ｌight） 

 ・AN-２００（ミニ LOOP） 

★PERSEUS とバッテリーセット 

 

■ちょいぺ用䛾アンテナ䛿ＬＯＯＰ型（ＡＬＡ１５３０ｓ＋）

を使用していますが、フラグアンテナ䛾ＮＵＬＬ䛾抑え込

み（指向性）に䛿敵いません。いつもＴＤＸＣ諸氏䛾ペ

ディに参加させて頂くとき䛿、Ｎ氏持参䛾ＴＤＤＦを張る

䛾で使わさせて頂いておりますが、１人でちょいぺに出

かけた時もフラグアンテナ願望䛿もちろんあるわけです。 

 先日茅ヶ崎䛾柳島キャンプ場にて開催されたペディ

にてアンテナ䛾大御所であるＳ師に伺ったところ 

小型䛾フラグアンテナでも充分楽しめるそうで、さらにさ

らに、ＬＯＯＰでもＮＵＬＬを抑え込める？って言われて

いたような気が。。。 

 又、ＬＯＯＰアンテナも支柱で䛿なくＡＬＡ䛾室外ＢＯＸ

からロッドアンテナを伸䜀すイメージで簡略化しようと試

みていますが、まだまだ試行錯誤中です。 

 色々とＤＸｅｒ先輩諸氏䛾ご意見を聞きながら、奥深き

アンテナとＢＣＬを楽しんで行きたいと思っている今日こ

䛾頃です。 

（＊２）昇圧変換ケーブル使用時のＭＷ，ＳＷで

のノイズ発生はありませんでした。 
                 ＜終わり＞ 
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「ノイズの少ない野外での受信や無線活動は魅力

だけど、冬は寒くて・・・。」 

 

近年よく耳にするチョイペ。大勢の仲間で大々的

に遠出をして大きなテントやアンテナを建て、遠方

局を狙うペディに対して、比較的近所で手軽にワッ

チするのがチョイペ。空いた時間を利用して手軽に

チャレンジできるのが魅力ですね。 

 チョイペのスタイルは、屋外にテーブルを置いて

そこにお店を開くのが一般的ですが、日も暮れて冷

たい風に吹かれながらワッチするのはさすがに応

えますし、突然の雨の場合には大切な荷物が濡れて

しまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そんな時は、ミニテントを導入してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中と外は薄い膜だけで仕切られていますが、テント

の中は風も入らず驚くほど快適です。誰もが幼いこ

ろに憧れた「秘密基地」という言葉がぴったりのミ

ニテント。あなたもチャレンジしてみませんか？ 

 

■ テント導入に必要なもの 
 

キャンプ経験がない方の場合、テントの導入は敷

居が高く感じられそうですが、心配いりません。最

低限必要なものは「テント」「床マット」「グランド

シート」の 3つだけです。 

 あとはそれらを詰める大きめのザックがあれば

完璧です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 普段からザックに詰め込んでおけば、思い立った

予 算 

お好みで 

約 6,500円 

チャレンジ難易度目安（5段階） 

冬の江の島 

テントで快適移動大作戦 
 

ミニテントを活用 

 

★★ 

澤谷 淳一 

 

雨に降られた昨年の太東崎ペディ 最低限の持ち物はこれだけ 
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らすぐに出かけられるので、今まで以上に受信のア

クティビティが上がること確実です。（笑） 

 

■ 「テント」について 
 

 今回は、一人でのチョイペを主眼としていますの

で、テントもそのサイズを前提にお話していきます。 

 

1. 狙い目は二人用 

一人で使うから一人用と思いがちですが、荷物の

置き場所を考えた場合、二人用が丁度良い広さで重

さも一人用とさほど変わりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 一人で設営できるクロスドーム型 

 設営は一人で行う必要があり、あまり複雑な形状

のテントは避けましょう。2本のポールをエックス

状に組み合わせるクロスドーム型が設営・撤収共に

簡単でお勧めです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. シングルウォールとダブルウォール 

シングルウォールは名前の通り 1 枚の膜で空間

が構成されるタイプで、テント本体の膜が防水機能

を持っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダブルウォールテントはテント本体の上に雨避

けの防水フライシートをかぶせたタイプで、2枚の

膜の間の空気層のおかげで外気の影響を受けにく

く、室内の結露も少ないのが特徴で多くのテントは

このタイプになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シングルウォールの方が軽量で設営もより簡単

ですが、その分価格も高くなります。筆者も購入に

当たりどちらにするか最後まで悩みましたが、価格

面でダブルウォールタイプを選びました。 

 変わり種として、テント全面がメッシュになって

いて風通しがよいタイプも発売されています。夏の

受信に活躍してくれそうですが、使用時期が限定さ

れるので初めて購入する場合は避けた方がよいで

しょう。 

 

4. グランドシートで汚れを防ぐ 

 地面の上に直にテントを張るとテントの底が土

で汚れてしまいます。また、乾いているように見え

ても地面からは水分が蒸発しているため、テントの

底が濡れていき、下手をすると室内に水が浸入する

ことになります。 

 これらを防ぐのがテントの下に敷くグランドシ

ートです。オプションとして発売されていることが

多いです。 

シンプルな形状のクロスドーム型（※2） 

シングルウォールの特徴（※3） 

ダブルウォールの特徴（※4） 
幅のわずかな差でも居住性は大きく異なる（※1） 
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 グランドシートの大きさはテントの床面と同じ

か少し小さなサイズを選びます。床面より大きいと

雨が降った時にグランドシート部分に降った雨が

テントの下に流れ込む可能性があるからです。 

雨の心配がない日のチョイペであれば、安いブル

ーシートをグランドシート代わりに使う方法もあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 価格と重さは反比例 

 当たり前ですが、登山専門店やスポーツショップ

などで売られている登山用は全ての材質が軽量化

されており値段も 4万円前後と非常に高価です。 

ホームセンターなどで売られているツーリング

用は登山用に比べ重さも収納サイズも多少大きく

なりますが、1万円を切る商品もありお財布に優し

いのが魅力です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目的地までの移動が電車中心なら登山用、車中心

ならツーリング用といったように自分のチョイペ

スタイルに合わせて選ぶのが良いでしょう。 

 インターネットの商品レビューや購入者のブロ

グも参考になりますのでチェックしてみましょう。 

 

6. 必ず試し張りを行いましょう 

 テントを購入したら実践投入する前に必ず近所

の公園などで試し張りを行いましょう。未開封のま

まチョイペに持っていき、ぶっつけ本番で張ると設

営に手間取りワッチの時間が十分とれない事態に

なってしまいます。 

 また設営時より撤収時の方が難しいことも覚え

ておきましょう。ミニテントの場合、収納バックが

小さめに作られていることが多く、綺麗に畳まない

と入らないので、何度も練習しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「床マット」について 
 

 テントの床は薄い膜のため、地面のゴツゴツや冷

たさが直接伝わり居住性が良くありません。そのた

めにテントの中にマットを敷きます。マットの種類

には、「空気注入式」「ウレタン+空気注入式」「ウレ

タン単体マット式」などがあります。 

空気注入式は使わない時は空気を抜きコンパク

トになるので嵩張らず使いやすいのですが、値段が

高い傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウレタン単体式は、丸めたり折りたたむことで収

厚めのブルーシートで代用も可能 

お財布に優しいツーリングテント（※5） 

収納バックに合わせてテントを畳む 

収納サイズがコンパクトな空気注入式（※6） 
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納しますが、空気注入式に比べて嵩張る傾向にあり

ます。表面がアルミ蒸着された断熱性に優れた商品

もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筆者は以前ウレタン単体の丸めるタイプを使用

していましたが、丸めても真ん中に隙間ができてし

まい嵩張る、巻き癖が付いてテントの中で丸まって

しまうため、現在は折りたたむタイプを使用してい

ます。 

長さも 1.5mや 1.8mなど種類がありますが、ラジ

オを聞くだけといっても横になりたいこともある

でしょうから 1.8mをお勧めします。 

 

■ 冬の江の島移動レポート 
 

1. 今回はアマチュア無線のチョイペ 

 2017 年のお正月気分が抜けてきた週末、江の島

から少し西側の「湘南海岸公園」に行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10:30に小田急片瀬江ノ島駅に到着。海岸沿いに

出るとドーンと江の島がお出迎えです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天気は良かったのですが、あいにく風が冷たく、

そのおかげか遠くには雪をかぶった富士山を眺め

ることが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸塚 DXers サークルのメンバーには事前にメー

ルで移動することを連絡。筆者の電波がどれくらい

聞こえるのか受信してもらうことにしました。 

 

アルミ蒸着されたウレタン単体マット 

目の前が砂浜の気持ちが良い公園 

無線機・アンテナもあり、ザックはパンパン 

スカッと晴れた湘南の海 

竜宮城のような片瀬江ノ島駅 
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2. まずはテントの設営 

 現地に到着後、一息ついたら周りの人の迷惑にな

らない所にテントを設営します。テントの中に風が

入らないよう入口が風下に来るようにします。これ

を怠ると、テントが風であおられる危険性があるか

らです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

晴れの日で昼間のテントなら、フライシートは不

要ですが、風が冷たかったので今回は使用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5分程度で設営完了。室内にウレタンマットを敷

き、荷物を入れて機材を配置していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日は 21MHz での無線運用を行うのでアンテナ

も設営します。持参した釣竿アンテナをホームセン

ターで購入したラック用パイプを使って垂直に建

てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 仲間に届かない自分の電波 

 再び、戸塚 DXersサークルのメンバーに運用開始

をメール。今日の無線機は短波（HF）帯移動運用の

設営の手間も実は楽しい 

秘密基地が出来ていく 

四隅にペグを打って地面に固定したら完成！ 

2人用のテントでも荷物を広げるとこのとおり 

完成したお手軽アンテナ 
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定番、八重洲 FT-817ND。最大出力 5Wですが、今日

はエネループでの運用のため 1Wで頑張ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仲間に届くことを期待していざオンエアー！ス

タンバイすると。「・・・・。」何も聞こえてきませ

ん。 

 手元のスマホには「聞こえません。」「空耳っぽく

何か聞こえる程度。」などのメールが。なんとか、

HAさんとだけ 54/32で QSO成立となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MYさん（かながわ SC99局）＠相模原 

→ QSOならず 距離 20Km 

HAさん（JS1BXH局）＠戸塚区 

→ QSOなんとか成立 距離 15Km 

IKさん（JA1FUE局）＠戸塚区 

→ SWLならず 距離 8Km 

 楽々QSO成立とはいきませんでしたがワッチして

くれたメンバーに感謝です。その後、打ち上げ角の

低さを活かした遠距離 QSOを楽しみました。 

沖縄県石垣島移動局 58/55 

パラオ共和国移動局 59/59 

4. 昼食はカップ麺、そしてお昼寝 

 お昼になったので、カップ麺で昼食です。山専用

ボトルで持参した熱々のお湯を注ぎ、てんぷらそば

をいただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相変わらず外は風が強く真冬の寒さですが、テン

トの中は陽射しのおかげでポカポカ。着ていたダウ

ンも脱いでシャツ一枚でも十分過ごせる暖かさで

す。ミニテントの本領発揮ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早速、運用開始！ 

打ち上げ角が低い垂直系アンテナだからか？（※7） 

テントの中での食事は凄く楽しい 

室内は 20℃以上！ 

波の音を聞きながらお昼寝、贅沢なひと時 
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5. 撤収こそ丁寧に 

 15:00過ぎに撤収作業を開始します。前にも述べ

ましたがテントは張る時より畳む時の方が難しい

ので丁寧に行います。ポールやペグなど細かい部品

も忘れやすいので一か所にまとめて仮置きするの

が良いでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アンテナも解体して、全てザックに収まるまで

30分くらいかかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ テントペディの注意点 
 

 ここで、注意点について述べておきます。 

1. テントの中では火気厳禁 

 テントの中でシングルバーナーなど火気を使う

のは厳禁です。テントには通気口が付いていますが、

酸欠で死亡したり、テントに火が付いて炎上などの

危険性があります。 

シングルバーナーなどでお湯を沸かしたりする

ときは必ずテントの外で行いましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. テント泊は許可されている場所で 

 チョイペでは日帰りがほとんどですが、やはり宿

泊してみたくなるのが人情ですね。しかし残念なこ

とに大抵の公園などではテント泊は許可されてい

ません。必ず事前に確認を取るようにしましょう！ 

 またテントの設営自体、禁止されていることもあ

りますので、現地の注意書きの看板をチェックして

おきましょう。 

 

3. 周りの人に迷惑を掛けない 

 いくら日帰りテントといっても、風光明媚な撮影

スポットのド真ん中にテントを設営するなど、周り

の人に迷惑を掛けないように注意しましょう。 

 

■ 最後に 
 

 ミニテントの活用、いかがでしたか。ノイズが少

ないロケーションで快適なワッチが楽しめる一つ

の方法です。テント一つで新しい世界が広がるかも

しれません。是非チャレンジしてください。 

 

【使用したテント類】 

テント：mont-bell ステラリッジテント 2 

マット：サーマレストＺライト ソルレギュラー 

【出典】 

・写真（※1～4、6） 

mont-bell http://www.montbell.jp/ 

・写真（※5） 

LOGOS http://www.logos.ne.jp/ 

・写真（※7）一部加工 

yahoo地図 https://map.yahoo.co.jp/ 

ポールは長いので周りの人に注意しながら折りたたむ 

ゴミが残っていないか確認して撤収 

通気口が付いているからといって火気使用 OKではない 
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　2016年の夏休みは8/10～8/17の期間で予定通り

休めそうであるが、家族それぞれ仕事や塾の夏季講

習、学校の部活などでなかなか予定が合わず、家族

全員で出かけられそうなのは8/13,14 くらいである。

この日は渋滞のピークになる模様で出かけるのは避

けたいが、2年程仕事の都合で帰省していないし、年

明けは息子の高校受験を控えており次の正月休みも

帰れそうにない。一家全員では難しいが、少し顔を見

せに行こうということで、ドライブがてら一人で 8/10～

12の 3日間帰省することにした。

　せっかく一人で帰るならば新潟のCFM局を満喫し

ようということで、早速調査する。ネットを検索すると、

新潟県のHPに各ラジオ局や地域コミュニティ FM局

の周波数一覧が掲載されている。

　http://www.pref.niigata.lg.jp/bosaikikaku/12341232

93550.html

これによると新潟県内にCFMは12局あり、最北は

新発田市、最南は妙高市にある。新潟県は縦に長い

こともあり、かなりの距離があるが(約 170km)、幸い

島しょ部に佐渡島や粟島にはなかったので、今回の

思いつきが現実的なものとなった。今回、原則として

各CFM局のサービスエリア内で自社製作番組を聞

いてレポートを送付することを目標とし、局舎または

スタジオにも行きたい。移動時間も考慮しながら、自

社製作番組が放送されている時間帯に聞くというの

が結構難しく、夜には実家につくことを条件とすると、

1日 4局程度が限界である。また、番組表を事前に

チェックした上でルート選定することが重要である。そ

こで、おおまかな計画を以下のようにした。

<新潟県CFM受信ドライブ計画>

　一日め：横浜→圏央道→関越道→実家への経路を 

              考慮し、中越地方の局を受信

　二日め：実家から北側の下越地方の局を受信

　最終日：上越地方の局を受信後、上信越道→関越

　　　　　　 道→圏央道のルートで自宅へ

　訪問順序は最短距離優先とせず、自社製作番組を

聴けることを優先してルーティングする。

新潟県コミュニティ FM 局 全局受信ドライブ

五十嵐　雄希　
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■1日目 8/10

① FM雪国(FMゆきぐに) 76.2MHz

　出発前日にインターネットの路線検索ツールで調べ

たところ、戸塚→湯沢 IC間は約3h程度、FM雪国の

タイムテーブルによれば、14:00 まで自社製作番組の

ようである。次のFMとおかまちのローカル番組が

15:00からなので、十日町市への移動時間も考慮し

12:30着を目標とし、余裕をもって8:00前に自宅を出

発。ところが、圏央道の鶴ヶ島 JCT付近で渋滞、さら

にはその先でも渋滞があり、早くも計画に黄色信号

が点灯。途中の休憩を無理の無い範囲で最小限とし、

12:20頃に関越トンネルを抜けてすぐの土樽 PAにて

休憩。ここで FMゆきぐににチューニングすると弱い

ながらもなんとか聞こえ出す。湯沢 ICにて関越道を

降り、一般道で越後湯沢駅近くの公営駐車場に駐車

し”ミセスダイナマイト”という生放送の情報番組を楽

しむ。越光玄米蔵からのレポートで、酒粕のソフトク

リームなどの名物が紹介されており、行って見たく

なったが、この日4局制覇のためここは我慢。この後、

スタジオに向かおうと思い改めて調べてみると、スタ

ジオは南魚沼市六日町にあることが分かった。勝手

に越後湯沢駅周辺だと思い込んでいたが、あわてて

六日町に向かう。20分ほど車を走らせると、国道 17

号線の六日町の交差点から「FMゆきぐに」の文字が

見えた。

② FMとおかまち（ほっこりラジオ) 78.3MHz

　六日町から峠道を通り、十日町市へ。13:40頃に

FMとおかまちの入っているキナーレに入る。キナー

レは美術館や入浴施設、レストラン、物産売り場など

が併設された施設で、道の駅クロステンと併設されて

いる。15:00から始まるローカル番組まではまだ 1時

間以上あり昼食もとっていなかったため、まずはお腹

を満たそうということで FMとおかまちのスタジオ横に

ある越後しなのがわバルに入る。どうせならば地のも

のを食べたいので”畑のお肉どんぶり”を頼む。名産

の車ふや野菜のどんぶりと具沢山のお吸い物、つけ

ものなどがついており、ごはんも野菜もとてもうまい。

満足したところでまだ時間があるので、明石の湯に浸

かることにする。平日ということもあり空いており、

広々とした湯船で足を伸ばして浸かる。15:00前に湯

から上がり、休憩所でのんびりしながら受信すること

に。15:00から”ライトオンアワー”という番組が始まり、

聞いていると「松代地区で熊が目撃されたため、付近

の皆様はご注意ください。」なんていう山間部独特の

情報があったりして、ローカル感を楽しむ。30分ほど

聞いたところで、スタジオに向かい、少し見物したとこ

ろで車に戻り、FMとおかまちを聞きながら次の目的

地へ向かう。

畑のお肉どんぶり

ほっこりラジオのスタジオ

FMゆきぐにの局舎

FMゆきぐにの QSL カード
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③ エフエム魚沼(FM うおぬま) 81.4MHz

　十日町市から魚沼市に向けて、峠道をドライブ。次

のFM魚沼は局のHPに番組表が掲載されておらず、

ローカル番組が聴けるか若干の不安が。魚沼市に近

づいてくると、FM魚沼が聞こえてきた。内容は市から

のお知らせのような内容のローカル番組である。(帰

宅後に再度確認すると、8/12に番組表が掲載された。

2015年 12月に開局したばかりであり、同局のHPは

まだ発展途上にある。)

　スタジオのある魚沼市役所堀之内庁舎の駐車場に

て番組を聴いた後、スタジオ見学できるか見に行く。

庁舎の入り口付近にFM魚沼のポスターがあること

は発見できたが、どうやらスタジオは庁舎の3Fのよ

うである。すでに 17:00 を過ぎており、職員の姿もまば

らで、庁舎の3Fにズカズカと行ける雰囲気ではない。

残念ながらスタジオ見学はあきらめ、次に向けて出

発する。

④ FMながおか 80.7MHz

　国道 17号線を長岡方向に走る。小千谷あたりから

FM長岡が聞こえ始める。FMながおかの番組表によ

れば、しばらく自社製作番組が続くようなので、宮内

駅前の青島食堂で長岡名物のしょうがラーメンを食

べていくことにする。新潟４大ラーメンの一つである長

岡系ラーメンと言われ、豚ガラを使った比較的油っこ

い醤油味に生姜の風味を利かせたスープに、柔らか

めのチャーシューが組み合わされるラーメンである。

秋葉原にも出店したようであるが、ここ数年は帰省す

る度に立ち寄っている店である。

 

ラーメンを食べた後に、駐車できる場所で聞くことに

する。18:30からの”地域広場多言語放送 ワールドカ

フェ” という外国人居住者向けにやさしい日本語と英

語、中国語で長岡市からのお知らせや便利情報等を

伝える番組を30分聞いたところで、引き続き次の番

組を聞きながらFMながおかの社屋がある場所に向

かう。カーナビにセットした住所に到着したが住宅地

の真ん中のようなところでそれらしい建物が見つから

ない。周辺を何度か走ってみたものの、見つけること

ができず、19:30 を過ぎてすでに日も暮れており、周

囲の様子も見えずらいので、スタジオ見学はあきらめ

て実家に向かうこととし 1日目は終了。

FMうおぬまのポスター

長岡名物 青島食堂のラーメン

FMながおかのQSL カード
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■2日目 8/11

⑤ FMにいつ(RADIO CHAT) 76.1MHz

　朝 7時頃起床し、まずは両親と墓参りに向かう。行

く途中は小中学校時代の学区内であったり、遠足で

行った河川敷であったり懐かしかったが、早々に済ま

せて新潟市秋葉区(旧 新津市)にあるFMにいつに向

かう。向かいながら同局を聞いているとしばらくはな

つかしの歌謡曲が流れていたが、10:00からはスタジ

オから生放送の番組である。ナビの案内に従い、到

着したところには鉄道科学館なるものがあり、敷地内

には SL C57 と上越新幹線の初代車両が展示されて

いる。新津は JRの3路線が乗り入れる新津駅があ

り、さらには JR東日本の車両製作所がある鉄道の

町である。同じ敷地内の新津地域学園という建物内

にFMにいつのスタジオがあった。建物内に入ると、

1Fにスタジオがあり、スタジオ前には見学用に椅子

がならべられていたため、10:00開始の番組”クリック

秋葉区”を聞きながら見学した。

 

番組が始まると、パーソナリティの東村里恵子さんが

オープニングの中で「スタジオ前には黒いポロシャツ

にめがねをかけたお兄さんが遊びにきて下さってい

ます。」などと紹介され、お兄さんというよりはおじさん

なんだけど...と少々照れくさい。

　40分ほど見学したところで、次の目的地に向かい

出発する。車中でも引き続き聞いていたら、11:00か

ら引き続き東村さん担当の”なじらねラジオ”が始まり、

メッセージを募集していたので、帰省しておりドライブ

しながら聞いている旨と先ほどスタジオ見学にお邪魔

したことをメールすると、番組で読んでもらうことがで

き良い記念となった。

⑥ エフエム角田山(ぽかぽかラジオ) 84.9MHz

　次は新潟市西蒲区(旧 巻町)にあるエフエム角田山

を目指す。局名にもなっている角田山は巻町観光の

中心地であり、海沿いに立つ標高481.7mの山であり、

隣の弥彦山とともにハイキング、登山をする人々でに

ぎわうスポットである。この角田山を目印に田んぼの

真ん中を走る道をドライブする。この風景は新潟の平

野部で育った私としては一番落ち着くというか田舎に

帰ってきたと感じることができる風景である。

　　　 

エフエム角田山付近に来たところで、ショッピングセン

タの駐車場で”ラブラブサーズデー”という生放送の

地域情報番組を聴く。この日は山の日であり、山の日FMにいつのQSL カード

新津鉄道資料館のC57と上越新幹線車両

新潟の田園風景

ぽかぽかラジオのQSL カード
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についての話題や、甲子園でこの日に出場する新潟

の中越高校についての話題などを聞く。この後、エフ

エム角田山の局舎を見た後、次の目的地へ向かう。

⑦ エフエムしばた(Radio AGATT) 76.9MHz

　次の目的地は新発田(しばた)市にあるエフエムしば

たである。新潟市西蒲区から新発田市への距離は5

5kmほどであるが、国道 116号線と国道 7号線の新

新バイパス(無料の自動車専用道路)を使用しておよ

そ1時間程度であり、田園風景と青い空を見ながら

の気持ちよいドライブであっという間についた感じが

した。新発田市についてから 15:00からの自社製作

番組が始まるまでは1時間ほどあったので、食堂で

昼食をとった後に、スタジオのある新発田市生涯学

習センターに向かう。スタジオは生涯学習センターの

一角にあり、ガラス貼りのスタジオの前にはテーブル

と椅子が並べられていた。15:00からの番組は”かお

るとちあきの新発田の風って美味しいね”という番組

で、”かおる”とは新発田市長の二階堂馨さんであり、

ちあきさんとの軽妙なトークが楽しい。生放送ではな

く、再放送であったが、スタジオ前で番組を楽しんで、

生涯学習センターを後にした。その後、新発田城跡を

見て、次の目的地である新潟市 JR新潟駅前に向か

う。

⑧ けんと放送(FM KENTO) 76.5MHz

　次の目的地であるFM KENTOの番組表によれば、

木曜日は朝から23:00まで一日中様々なジャンルの

音楽を流しているようであるが、唯一16:20～16:30

二ュース、天気予報を放送しているようである。新発

田市からFM KENTOのある JR新潟駅前に向けてF

M KENTOを聞きながら国道 7号線 新新バイパスを

逆戻りする。新潟駅前につくと、車を駐車場に停めて、

FM KENTOのある駅前プラーカ 3ビルに向かう。プ

ラーカ 3の入り口にスタジオがあったが、入り口の

カーテンが閉まっており、少し眺めてから再び車に戻

り、FM KENTOを聞きながら実家に向け走る。16:20

少し前に沿道の停車スペースに停車し、ニュース、天

気予報を待ち受けるが、時間を過ぎても相変わらず

音楽が流れている。16:30にCMが入り、いよいよ

ニュース、天気予報か！と思ったが、CMの後は再び

音楽が流れ、こりゃレポート書けないな...と思いながら

もCMの内容のみスマホに記録し、観念して実家に

向け再度走り出した。そうこうしているうちに、サービ
新発田城

Radio AGATTのスタジオ

Radio AGATTのQSL カード

FM KENTOのスタジオ

61



スエリア外となり、聞こえなくなってしまった。

⑨ 燕三条エフエム(ラヂオは～と) 76.8MHz

　新潟市から実家に戻る途中で、燕三条エフエムの

スタジオがある JR燕三条駅に立ち寄る。しかしなが

ら、行って見るとスタジオがあったはずの場所は蛻の

殻になっている。スタジオはどこに行ってしまったの

～と思いながら、実家に戻る。

 

実家に帰った後、FM KENTOの敗北感から本日の最

終ノルマである燕三条エフエムをすぐにでも聴きたい

気分であったが、十日町市に本店を置く有名なそば

屋である小嶋屋の県央店に行き、両親、姉夫婦、妹

家族と団欒のひと時を過ごす。おいしいそば、てんぷ

らなどを食べて、大満足で実家に戻る。

　実家に戻ると早速ラジオを付け、20:00からの”燕三

条系さとちん電波”を聴く。この番組、パーソナリティ

のさとちんとお菊さんがリスナーのメッセージを読み

ながらうだうだと話しているだけの番組であるが、お

菊さんのコテコテの燕三条弁とうだうだと話している

話題が楽しく、あっという間に 1時間の番組が終わっ

た。

　改めて、燕三条エフエムのスタジオの場所を同局の

HPで調べてみると、燕市の交通公園というところに

移っていることが分かった。明日予定している上越地

方の3局に向かう前に立ち寄ることとし、二日目を終

了した。

■最終日3日目 8/12

　最終日の最初の目的地は柏崎市のFMピッカラで

あるが、その前に燕市交通公園にある燕三条 FMの

スタジオに向かう。実家から車で30分ほどで到着。

広々とした公園の一角に小さな社屋があり、その中

にスタジオがあった。生放送の時間ではないためスタ

ジオは無人であり、早々に柏崎市に向け出発する。

⑩ 柏崎コミュニティ放送(FMピッカラ)

　燕市から柏崎市に向けては長岡市の寺泊地区方

面に向かい、海岸線沿いの道を柏崎市に向け走る。

夏の青空と日本海を眺めながら、混雑のない道を走

るのは本当に気持ちがよい。しばらく走ると FMピッカ

ラが入感し出す。

 

東京電力の柏崎・刈羽原発の近くに TEPCOサービ

スホールという広報施設があり、ここで休憩をかねて

受信する。この施設、高校生のときに見学に訪れて

おり、30年振りの訪問である。ここで聴いた”Morning 

View”という朝 7:00からの生放送番組では、9:00前

の10分間近く原発に関する情報が放送されており、

柏崎は原発の街なのだと改めて実感。

　ところで、FMピッカラの”ピッカラ”とは柏崎市に本

社や工場があるお菓子メーカーの(株)ブルボンの製

品である”ピッカラ”が由来だと思い込んでいたが、あ

らためてFMピッカラのHPを見ると”ピッカラとは、柏

崎の民謡、三階節の一節からとりました。米山から雷

が光る様子を表わしています。その雷を電波のイメー

ジと結び合わせ、愛称『FMピッカラ』が誕生したので

す。”と書かれており、お菓子のピッカラもこの民謡が

由来であろうということが分かった。

交通公園内の燕三条エフエムスタジオ

柏崎に向けて日本海沿いを走る国道 402号線

ラヂオは～とのスタジオがあったはずの燕三条駅
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　TEPCOサービスホールで30分ほど聞いた後、引き

続きFMピッカラを聞きながら、柏崎市市街地のスタ

ジオに向かう。20分ほどでスタジオに到着し、外から

スタジオを見学し、次の目的地である上越市に向かう。

⑪ エフエム上越放送(FM-J) 76.1MHz

　柏崎市から国道 8号線を走り次の目的地である上

越市に向かう。次のFM-Jでは11:00からの”すまい

るカフェ”という生放送番組を聴くことが狙いである。

柏崎市－上越市間は距離が45km程あり 1時間程度

の所要時間であるが、何とか間に合いそうだ。この間

も日本海沿いの区間が多く、気持ちよく走る。

　上越市付近に近づくと FM-Jが聴こえ出し、スタジ

オのある本町に11:00 までにスタジオにはたどり着け

そうにない。バイパスのパーキングスペースに車を止

めてしばらく受信する。上越市のイベント情報や上越

市からのお知らせなどを聴いて、引き続き番組を聞き

ながらスタジオのある本町雁木通りに向かう。”雁木”

とは雪国新潟の商店街でよく見られる雪除けの屋根

のことであり、FM-Jのスタジオは雁木のある商店街

にある雁木通りプラザというビルの中にあった。この

ビルの2Fに FM-Jの入口があったが、中に入ってみ

るとスタジオは見えず、事務所のようなところであった。

番組表と団扇をいただいて即退散した。

⑫ FMみょうこう 78.5MHz

　FM-Jのスタジオに行く際に駐車した商店街の駐車

場で78.5MHzにチューニングしてみるとFMみょうこう

が入感している。ちょうど 12:00からの生放送番組で

ある”Coming Up！”が始まったところであり、駐車場

でそのまま受信する。この放送を聴いて初めて知った

のだが、1842年 4月 12日にパンを日本で初めて本

格的に製造したとのことに由来し毎月12日は”パン

の日”だそうで、この日のテーマは”好きなパン”だっ

た。聴いているとリスナーから続々とメッセージが寄

せられている。この局は2015年 12月に開局したば

かりの比較的新しい局であるが、多くのリスナーをつ

かんでいることに驚いた。ちなみに、FMみょこうを運

営する会社は上越ケーブルビジョン(株)であり、この”

Coming Up！”はスタジオの映像をCATVでも同時放

映するという試みも行っているそうである。せっかくな

ので私も微力ながら番組に参加しようということで帰

省先から帰る途中で聴いているということと好きなパ

ンをメッセージとして送り、スタジオのある妙高市に向

FMピッカラのQSL カード

FMピッカラの局舎

本町雁木(がんぎ)通り

FM-JのQSL カード
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けて出発した。番組を聞きながら走っていると、先ほ

ど送ったメッセージを読んでいただいた。

妙高市に到着し少し迷った末に、まだ新しい局舎に

到着。スタジオの中が外から見えるようになっており、

外からスタジオの中を見たところパーソナリティの鶴

見幸恵さんが手を振ってくれて、CFMって身近でいい

なーと思いながらFM妙高のスタジオを後にした。

■終わりに

　この度は故郷である新潟県のコミュニティ FMを聞

きながらドライブをしてみた。帰省の際には実家のあ

る中越地域には行くものの、上越地域、下越地域に

はなかなか行く機会がなく、非常に楽しい旅となった。

何より都会と違って渋滞が少なく、運転が楽しい。

　帰宅後、全 12局にレポートを送付し、8局から返信

をいただいた。9ヶ月ほど経ったつい先日返信があっ

た局もあるので、まだ今後も返信があるかもしれない。

楽しみに待ちたいと思う。

～おまけ～

　新潟に帰省するひと月ほど前、娘の所用に付き合

い、大阪に行ってきました。3連休、かつ直前に急遽

決まったため宿が取れず、深夜高速バスでの移動と

なりました。大阪に着いて娘を目的地に届けてからは、

しばしフリータイム。大阪城、道頓堀、通天閣界隈な

どを放浪して昼呑みを楽しんだりしました。もちろんラ

ジオも聞き、FM大阪、FM802、FM COCOLOに後日

レポートを送付しました。

　レポート送付後に知ったのですが、FM大阪はQSL

カードを発行していないとのことで、FM802、FM 

COCOLOからQSL カードが届きました。これまたレ

ポートを送る段になって知ったのですが、FM802、FM 

COCOLOは経営母体が同じであり、同じデザインの

QSL カードが送られて来ました。

FMみょうこうの局舎

FMみょうこうに向かう

FMみょうこうの局舎

FM802のQSL カード

FM COCOLOのQSL カード
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Á�

˙ʩƄ̀ÝƋgƃǩm�dbä

˜dc]_AZ[esoZX�

seys̀Sx@s@Wu�c

ƯS`ȬȨgȜʵaX�

65



˙ʩƄ̀Ăao_għď`TeX

ˆdN�âÍ¼Ç¬Édŕaɬ

i�aW˽èʙɯˡf˾˶dŉ

}cgc~uC`TX�

seys̀@@Wɯˡ˙ao_

g�É¬É±ÅÉcfFć�
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ÙǛ˽Ȥɚ˾�

seys̀uCACɩɱ`b˲

AoZNaw@~soZeX`

wy]i~İoAeXǝˉd

�É³ÇcƖ`=NCACǥ^

g~ZA�`T>=ġˡo_s

T>]_ŁkFi_wˡs}c

AoWɆ~ĻAdŗFi_wc

FcFǞA_g�cAX=ơo

g_ȡȭ>tZAdW[AZA

AAˁØgw}acAX[F}

ǠˀgɵaǕ�řa_W

 !� �5�#7�� dwC@��[F

}WˎCǕľfǥ�eXja^

g=²Å�fsav>XǞeÎ

�ogŞř[ibW� Ƌ˜ǞA

_Z²Å��sav_ȀTƖX

N�c}wCT`dǞA_@�

�[oWǲ[|e˽ɚ˾�

˙ʩƄ̀üÜʙ`TeX�

seys̀uCeXufÜf �

Ƌfʒ˗tZAcƖWu�[]

Z}`e��SxcAFcaX

ǞeÎ�ogy]i~Şř[oW

˯ufwȳoʔdcAoX�

˙ʩƄ̀ĺɺdɺď`ĎTWaX�

seys̀uCACf�t�c

y]Z}W]_ACǇǮX²Å

�aFȔa\xCfwĥîȡA

oWƙYdȀo_bgaWÜf

Zvdwc�oɺďfZvdw

c�W]_ACeXbfbf`

y�fwAAoWïÜF`Êċ

70



dsav�fwAAoXu�

[]}`e�fFcTaƦ]Z

ibWu�cǇǮT}wc�}

ĳƢdcAea˽ɚ˾�

˙ʩƄ̀˽ɚ˾�

seys̀p�aWÜ�ufȅ

dms�fgˢoA]_ACFX

[F}  !� �5�#7�� _AC

=Ɩ>dc]_A�fgŠʶȻ

[aƦC|WǥƕdXt�cɻ

ŀdcA�[|eWNCo_ǥ

do_sav�aFƖdo_Ȁ

TaFdX²Å�c}²Å�`

ǞA_ɧ�~`Wu�]e~X

AAʒØd@]_wW� Ƌƙ ��

ƋƙdȀ]_�F]_ACaW

ÂÇ�Đ�`ȡgc]_Z~T

�SxcAXTlgĥîȡAX�

˙ʩƄ̀²Å�fˍıʒØwW

ǄTfŞř`T|eX�

seys̀²Å�dʒØfɀǹ

d\x�a@��i`wcAoW

ÊȮƲłȸǂT�tZAdˏ]

_ˏ]_TXZaahǯɥ��

¥`  3!"3A" ]_ǯɥoZ]_W

Êːf²Å�y��¥oFĎ_

NcAX@agt�cŏw�

\x]__X²Å�aFüÜü

Üdsav_ȀTtZAcNa

�T�ǜ˜ȻcðʈwWt�c

ȡAfFcWe]aX�

˙ʩƄ̀üY`gɿYy]_�

aƦAsT|XĂw 019 �Č˛

oZǜgĆ˚ǞwcF]ZoW

bfĵùǸ�ʬ]_AAFw�

F}cF]Zf`W·É»¶É

�aF²Å��ǯɥo_WAA

ʒØd@]Z}³ÂÇ¥��¥

o_±��ÂÇ�o_soZX�

seys̀uNs`y��[W

²¡�¹É�g}ASxcg_X�

˙ʩƄ̀ɺď[ifĆ˚Ǟɞ�

ñ��`TXÝ`wA]iA

±��Ãǀ]_sT|X�

seys̀ufȸƬ[|e˼�

�ÄwĠƶdÜf²Å�sav

_�X�

˙ʩƄ̀üÜ`ʋ�ďdgǳ�

cA`o{CoX�

seys̀uCACNaXüÜ

`²Å�sav_g��ÜwĎ

_NcAF}W[]Z}ɺď`

Üf²Å�Ġƶdsav_Êċ

do_WÊÜ`ʋ_¨¾¨¾o

_]_Wy]iy]_��[eX�

˙ʩƄ̀y]_sT|XÊǜǣ

oNZs±��Ãǥñ]__X

`WÒƄm�dȃƋȸʄo_A

Z  24 f 019 Ǟɞ˽:D�019�

9743˾dĎè]_Wufƙ 1�99�

"75� fNawɆ]_˽1�99�

"75� đʄƕǜWɜɶg 019 �y

v_AZ˾Xu�}�ɃêoZ

AWaACfdèʙȸʄfįȠ

[]Z�`TX�

seys̀uCAahW

 !� �5�#7�� d 1�99�"75� fN

adʹ]_ZSxcA

˽3GKRKON�&�=ʙÍǋʢÈă

82C1 ə˔ �: �ŋ�`?019

�É�ÃfˌŇaèʙf@~Ǖ

?>˾XoFwN�dʹ]_Z

f]_ûdñ]Zǜfèœ[]

ZoW1�99�"75� fNaaF

82C1 fNaaFə˔m�fNa

aFĎ__Wc�F�Äws�

n}˝øcgwcAFc]_

Ʀ]_mX�

˙ʩƄ̀ə˔m�agNfae

Ēv_è]Z�`T�ibW

1�99�"75� �ñ]ZǥÜF}è

ʙʉñª�«�aFA��cb

ʗ�ɷA_WƑʢèʒØdo_

ȀoZAc]_ACfd@]_X�

seys̀`Wufʗc�FƗ
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　2016年暮れにTDXCのお仲間である板倉健さん

のシャックを訪問させていただきました。同年秋

頃にマンションに引越しされ、飲み会やペディ

ションでお会いした際に「シャックが片付いたら

是非見に来てください」とお誘いいただいており

ました。お言葉に甘えて、お仲間の甲斐さん、宮

内さん、私の3名でお邪魔させていただきました。

■まずはリビングへ

　板倉さん宅へ上がらせていただくと、まずはリ

ビングへ通されました。リビングには大画面のTV

とオーディオセットが構えています。オーディオ

はハイレゾ音源を再生することに拘って構築され

たものだそうですが、今後導入予定の海外製ス

ピーカーがあり、まだまだ発展途上だそうです。

　BCLである板倉さんのオーディオはこれだけで

はありません。なんと、オーディオセットの裏側

付近に回ってみると、なんとAR7030 PLUSとプリ

アンプDPA-100Bが配置されており、その音も

オーディオセットで聞くことができるようになっ

ておりました。

■”板さん”の手料理

　板倉さんは多趣味でかつ徹底して取り組まれる

方で、BCL、オーディオ、テニス、そして料理に

も凝っておられます。TDXCが毎年実施している

茅ヶ崎柳島キャンプ場でのペディションの際にも

豪華なおつまみや食事を振舞ってくださり、板倉

さんがペディションに参加されるようになって以

来それまでのコンビニ弁当から格段のグレード

アップが図られています。そんなことから、「板

倉さん」というお名前と板前のような玄人はだし

の料理の腕前に敬意を表してTDXCメンバーから

は”板さん”と呼ばれております。

　この日も我々がオーディオセットやラジオを眺

めたりいじくったりしている間、板倉さんは料理

の準備をなさっていました。我々が訪問される日

に合わせて北海道のイクラ、熊本の馬刺し、長崎

のからすみなどの豪華なおつまみとともに日本酒

等のお酒を振舞って下さいました。これらの食材

はふるさと納税によって入手されたものというこ

とで、参加者一同ふるさと納税のやり方などにつ

いてもレクチャーを受けました。

■いよいよメインのシャックへ

　参加者一同お酒が入っていい気分になったとこ

ろでメインのシャックへお連れいただきました。

デスク横のラックにはユニカUR-2A、TECSUN S-

　TDXC 会員シャック訪問記　～板倉健さんのシャック編～

五十嵐雄希　

リビングの豪華オーディオセット

オーディオセットの裏側には AR7030 PLUS が

板さん手作りのオードブル

79



2000、IC-R75と IC-R8500などの受信機、さらに

は安定化電源やプリアンプなどの周辺機材が多数。

PCデスク上にはPERSEUS,FDM-S2が並びます。SDR

は他にも EXCALIBURも所有されています。板倉さ

んはSDRを知って興味を持たれたことがきっかけ

で長年中断していたBCLを復活されたそうであり、

SDRの導入には力を入れておられます。

 

部屋の外のベランダに目をやると、ApexRadioの

303WA-2,ΔLOOP Xが設置されており、分配器、切

替器を通して、各受信機に接続されていました。

■中華ラジオのショールーム

　シャックの入口付近に目をやると、白い棚の上

にはポータブルラジオが多数陳列されています。

SONY ICF-SW7600GRをはじめ、DEGEN DE1103や

TECSUN PL-880,PL-660,PL-380(Ultra Light化改

造版)など多数。SONYもありますが、なんといい

ましょうか中華ラジオのショールームのようです。

これらのラジオがきれいに整然と陳列されている

様に凝り性の板倉さんらしさを垣間見ました。

 

この棚を見てもう一つ興味深かったのは aitendo

のDSPラジオモジュールを利用したブレッドボー

ドラジオの数々。板倉さんは電子工作もお好きで、

ブレッドボードラジオの工作やΔLOOP Xもご自

身で組み立てされたそうですし、TDXC有志が集

まってUltraLightアンテナ工作会が実施された

こともありました。

■最後に

　そんなこんなで楽しく興味深々でおじゃまさせ

ていただきましたが、シャック訪問の前の週に実

施された忘年会に参加できなかった甲斐さんを囲

んでの忘年会その2のような感じでお酒と料理ま

でご馳走いただきました。この後、戸塚駅周辺の

お店を2件ハシゴして2次回、3次回と夜の戸塚

の街を放浪し、参加者皆で楽しいひと時を過ごす

ことができました。

　年末の慌ただしい時に私達を快くお迎えいただ

いた板倉さんにこの場を借りて御礼申し上げます。

板さんのメインシャック

ラックには受信機の数々

DSPラジオキットを使用したブレッドボードラジオ

まるで TECSUN のショールームのよう

80



リビングＤＸ䛾構想 

  
 

                 板倉  健 

 
 Photo： 五十嵐雄希、Ｋｅｎ 

 

■PROPAGATION２０１６で、五十嵐氏が執筆されてい

る「ＴＤＸＣ会員シャック訪問記 ～甲斐迅さん䛾シャッ

ク編～」で詳しく記述されていますが、こ䛾時私も甲斐

亭にお邪魔させて頂きました。甲斐氏が保有されている

ヴィンテージ機䛾数々もさることながら、リビングでＢＣＬ

という発想！と寛ぎながらＤＸという居心地䛾良さに、か

なり感化されまして、私も自宅䛾リビングを何とかＤＸ

化？できないも䛾か？と思い立ちまして、着々とＤＸ構

想を練りだしたわけであります。 

 

■私もＢＣＬ愛好家䛾 1人として、自分䛾書斎兼Ｍｙ寝

室䛿自由奔放に大好きなラジオ機器を配置して、デス

クを中心にＢＣＬを楽しんでいますが、家族共有䛾空間

であるリビング䛿「なるべく物を置かない！」と言う奥方と

䛾協定（不文律）が高い塔䛾ようにそびえ立っておりま

して、自分勝手にリビングＤＸ化を推し進める訳に䛿と

てもまいりません。 

実䛿何年か前にも、防災にも役立つからとリビングに

受信機を置こうとしたところ、防災用ならポケットラジオ

で充分じゃん！デカいラジオ置く必要ないじゃん！と一

蹴された経緯もあります。 

 

■今回䛿用意周到に計画を練り、まず外堀から埋める

作戦にでました。 

 

題して「リビングリニューアル大作戦！」 

 

まずエアコンをダイキン䛾「うるさら７」に買い替え。私が

気管支が弱く喘息持ちであることを訴え、部屋䛾空気浄

化も兼䛽て、空調からチェンジしました。 

 リビング䛾換気口も特殊フィルターを付けた大き目䛾

換気口に変更。 

次に 10年以上使用しているリビング䛾ＴＶ（液晶 32

型）＆ＴＶ台、ＨＤＤ録画チューナーを奥方䛾寝室に移

動し、５０型䛾液晶ＴＶとＴＶ台セットをを新調。さらに古

くて嵩張るホームシアターセットをＭｙ書斎兼寝室に移

動し、省スペース型䛾サウンドバー（Ｓｏｎｙ ＨＴ－ＮＴ

５）に買い替え。 

 

 

 

 

 

逆に私専用に使用していたオーディオセット（ＨＤＤ

オーディオプレーヤー：Ｓｏｎｙ ＨＡＰ－Ｚ１ＥＳ＆プリメイ

ンアンプ：ＹＡＭＡＨＡ Ａ－Ｓ２１００）をＴＶ台䛾下に格

納。無事外堀を埋めました。 

 

さぁ、仕上げに内堀も埋めましょう。（笑） 

 

ＴＶ台に収まりきらない機器（ＤＡＣ、ブルーレイプレ

イヤー等）を配置するためにＴＶ台に直角に収納棚を配

置（目立たないように）。余ったスペースにＮ氏より安く

譲って頂いたＡＯＲ ７０３０と受信アンプ（ＤＰＡ－１００

Ｂ）、安定化電源を無事格納。 

 

以前䛾設備より全体的に大きくなりましたが、目くらま

し䛾５０型大型液晶ＴＶ䛾存在感と格段に良くなったサ

ウンドバー䛾音響により、ドラマ好き䛾奥方にとって䛿満

足なリビングリニューアルになった事䛿言うまでもありま

せんが、無事に受信機器も配置できた私にとって䛿作

戦大成功！です。（懐䛿相当ダメージですが） 
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受信機器䛿ＴＶ台に直角に配置された事で、普段Ｔ

Ｖを見ているとき䛿視界に入りません。ＡＯＲ７０３０䛾収

納位置が窓際でした䛾で、アンテナケーブルも窓用䛾

平ケーブルに変換して窓䛾隙間からベランダに出して、

直ぐアンテナ（ＳＡ－７０００）に接続できました。 

 

■程なくして、ベランダにＳＡ－７０００がにょきって建っ

ている䛾を発見した奥方でしたが、や䛿り大型液晶ＴＶ

䛾インパクト（5０型）䛿大きかったようです。ノープロブレ

ムで済みました。 

★ＡＯＲ７０３０と受信アンプ（ＤＰＡ１００Ｂ） 

 （若干配線が美しくない。。。） 

 

■窓䛾横にＡＯＲ７０３０＆受信アンプが配置された事

で、窓際に座椅子を持って行き横に小さなサイドテーブ

ルを置いて寛ぎながらダイヤルを回す事が出来ます。 

 ＡＯＲ７０３０䛾出力䛿、そ䛾ままプリメインアンプ（ＹＡ

ＭＡＨＡ Ａ－Ｓ２１００）䛾ＬＩＮＥ ＩＮに繋ぎスピーカー

から音を出します。 

や䛿り良いアンプとスピーカーを通してラジオを聴くと

少しだけリッチな気分になります。 

リビングＤＸ䛿ＭＷでごりごり電波を追いかけるより、Ｓ

Ｗでラテン䛾音楽などを聴きながら、曳きたて䛾豆で入

れたコーヒーやロックで美味しい焼酎を楽しむ。そんな

リラックスしたスタイルが合っているでしょう。 

時間帯䛿休日䛾黄昏時かなー。。。（笑） 

★大型ＴＶ䛾影でＡＯＲ７０３０を操作するＭ氏（笑） 

  

■今回䛿リビングＤＸ䛾構想を実現すべく、タイムリーな

作戦でしたが、懐䛾ダメージが大きく以前からリスペクト

しているＤａｌｉ（ＯＰＴＩＣＯＮ６）䛾スピーカーに䛿手が回

りませんでした。 

同じく、手に入れたい 1品䛾ＮＲＤ－３４５と合わせて

近い日々にリビングＤＸ䛾バージョンアップを図りたいと

思っております。 

★Ｓｏｎｙ ＨＡＰ－Ｚ１ＥＳ 

 

■余談ですが、書斎にあるノートＰＣに iTune ソフトが

入っており、CDを借りてくるとドライブに差し込め䜀、

iTune ライブラリに格納される訳ですが、同時にリビング

䛾 HAR-Z1ESにも転送されるソフトも起動される䛾で、

とても便利です。（Wi-fi） 

 最近お気に䛾某女子大生ドラマー（I氏と共通䛾趣味

です）䛾音楽を聴いたり、リビング DXで BCLを楽しん

だりと色んな音䛾楽しみがあります。勿論ブルーレイで

映画を楽しむ時も、サウンドバーにするか？DAC＆プリ

メインアンプ＆スピーカーで聴くかも楽しみ方色々であ

ります。 

                       ＜おわり＞ 
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㻾adio Australia を

今䛿 㻿treaming から

ラジカセで聴く

宮内 聰

■２０１６年も１２月に入り、オーストラリア䛾 ABC䛿短

波で䛾国内放送、海外放送を共に１月末で終了する

旨䛾発表があった。こ䛾正式な発表を前に、数日間停

波してしまう、という事件があった。もしやこ䛾まま停波

してしまう䛾で䛿、という直感的な危機感を抱き、早㏿

同局にメールをしていた。数日してメールで䛾返信が

届く。曰く、いついつに䛿再開をすると。技術的な理由

でなく、なんだか人的な問題が理由とされていた。こん

な短波を楽しんでいる人口がどれだけ居る䛾か、そん

な調査をされていた䛾かもしれない。結果、それ程䛾

問い合わせも来なければ、いよいよ、こ䛾波を停止する

アナウンスを出しても影響䛿ないだろう、という判断に

導いてしまった䛾かもしれない。

■僕自身䛾単なる BC㻸 をする上で䛾儀式に過ぎない

䛾だけど、昔から新しいログブックを付け始めるときに

䛿、いつも 㻾adio Australia を探してログ張䛾一番上に

記録してから、他䛾局を付け始める、そんなことを続け

てきた。こ䛾記事を書いている䛾䛿１２月某週末だが昼

夜強力で良好な電波を届けてくれている 㻾adio

Australia が本当に停波してしまう䛾かと思うとなんとも

悲しくなる。

■こんなこと䛿、もしかしたら誰もがしている䛾かも？と

思いながら、何かそんなに意味がある䛾か、という自ら

䛾突っ込みを入れながら、「それらしく聴く」方法を探っ

てみた。短波がなくなった際に 㻿treaming で䛾聴取を

想定し、短波っぽく聴こうとトライした䛾が、これ。i㻼ad

で受けて・ Bluetooth で飛ばし、Bluetooth を受信した

ら今度䛿、短波付きラジカセ䛾 㻸ineIn ジャックへ。タブ

レットや 㻼C で聴く䛾と䛿視聴覚的に大きく違う、昔䛾ラ

ジオから流れる 㻿treaming䟿これだけでも、「BC㻸」を楽

しんでいる気になれそうである。必要なら他に一緒に聞

きたい局を㻽㻾㻹 として㻹ixing したり、ノイズレベルを

適当に加味すれば、バーチャル（短波）受信である。

㻿I㻺㻼㻻=53353 に䛿なる計算だ。そう、㻼=㻼ropagation、

短波で䛿排除できないフェージング部分をどう解釈す

るか。㻿ync-A㻹 が「超」

強力になって䛾谷間䛾

ない電波とする？本来

であれば有難い䛿ず䛾

現象な䛾に、ここだけ䛿

違和感を排除できない。

でも慣れるしかないか。。

と個人的に䛿妥協してしまった。

■ABC/㻾adio Australia 䛾短波䛾価値䛿言わずもがな

䛾広大な豪大陸・太平洋地域における、シンプルな情

報ソースとして䛾価値であり、こ䛾地で聞く番組䛾中で

も、主観的な魅力として䛿、そ䛾ユニークな音楽番組に

ある。年齢層別に Tripple J、 Double J など、対象セ

グメントを細かく見据えた音楽番組など、好奇心䛾衰え

ないおっさんが聞いても十分に楽しい。これ誰だろう、

という気になる曲を、曲名解読アプリ 㻿hazam で検索し

ても、検索履歴が２桁や３桁䛾、かなりマイナーと言っ

て䛿失礼だが、希少価値？䛾ある、䇿味䛾ある䇿

Alternative 㻾ock 番組、これ䛿他で䛿見当たらない。

こんな聞き方をしているリスナーが極東に居たことを静

かに宣言し、いつ䛾日か䇿過去䛾技術䇿と言われた短波

放送が再開されないか、とノスタルジックなことを語って

みる。■

上上上上： iPad Mini と Logicool の｣キーボード

中左中左中左中左： Elecom Bluetooth 受信機

下下下下： 㻿ONY CF-1990 ラジカセ
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ヴィンテージ地球儀

リプルーグ䛾ある

BCL 書斎

宮内 聰

■リプルーグというアメリカ䛾地球儀を eBay でクリックし

た。ヴィンテージも䛾で、金属部分がいまいちだが、良

品、とアバウトな説明書きだけで、販売された年代も判

らずで䛿あったが、いちいち確認してどうする、聴く䛾も

野暮だと思いながら、そこそこクリアーな写真が数枚掲

載されてあった䛾と、過去取引も粗ほぼ１００％に近い

取引満足䛾記録がついていた売主だった䛾で、ここ䛿

信じるしかないと䇿えいっ䟿䇿これこれ、と知った顔でゲ

ットである䟿

■これ、普段䛿殆どお世話になることもない、男性雑誌

䛾Hail Mary Magazine (㈱ヘイルマリーカンパニー発

行）䛾 4月号を偶々手に取った䛾がきっかけで、そ䛾

中に紹介されていた記事を何度か読み返して、これ、

感じるなあ、と単純に影響されてしまった、䛾が素直な

直接的な理由である。

■僕䛿実䛿普段から地図䛾色使いについて䛿うるさい。

そこにあるそ䛾地図䛾色使いが、なんとも淡い・無難

な・冒険しない・それっぽい、安っぽい想像力䛾域を出

ていない䛾を嘆いている。海なら水色、山なら土色や

緑。そうしないと文句でも言われる䛾だろうか。対照的

な䛾がスイスやカナダ䛾氷河地形を現した地形図など

で、そ䛾色使いが美しく、繊細と大胆がバランスよく同

居している。舶来物にめっぽうあまい評価も影響してい

る䛾も確かで䛿あるが、こ䛾記事䛾言葉を引用させても

らえば、（リプルーグ䛿）䇿これ䛿美術品䇿であり、䇿漆黒

䛾海と鮮やかな陸地䛾コントラストが、あたかもポップア

ート䛾よう・・䇿というそ䛾表現そ䛾も䛾である。

もっとも、地図や地球儀など、普通に考えて、古くなれ

ばそ䛾価値䛿低下してしまう䛾だけど、こ䛾製品䛿、実

用品䛾振りをして実䛿アートに昇華してしまっていて、

時間䛿そ䛾価値を逆に押し上げる側に作用している䛾

だと気付く。

■ところで、地球儀を傍らに置く、という䛾を BCL として

考えてみる。グレーラインを示す便利なサイトなども、極

側䛾面積が膨大に拡大されてしまったメルカトル図法

に落とし込まれていることが殆ど。そこで、BCL がプロ

パゲーションと戯れる䛾であれば、そ䛾立体感䛿手元

にあること䛾ありがたさにも気付く。地球䛾裏側と䛾位

置関係を、まさに手に取り・ひっくり返して、ある時䛿太

陽䛾来る側（側面から）眺め、次䛾瞬間に䛿、南北極側

からと、何度も手にとって見渡せるこ䛾作業、これ䛿プ

ロパゲーションルートを想う際䛾欠かせないロマンティ

ックな作業でもある。

■こんな地球儀と一緒なら、ヴィンテージ受信機と䛾相

性も抜群、と想像する䛾であるが、うち䛾シャックに䛿、

僕䛾年代で䛾夢䛾・៿れ䛾 JRC NRD505、５１５、それ

に米国育ち䛾 ICF-2010 くらいしかない。そこで TDXC

䛾お仲間であり、ヴィンテージ機をこよなく愛し、優しく

操る「甲斐」さん宅へ持ち込んで、リブルーグと䛾相性

をいち早く確認してみたいといった、個人的な衝動に

駆られてしまった。ヴィンテージ嬢䛾摘みを愛おしく触

られている甲斐さんに、同じように、やさしく廻されるリ

プルーグ、幸せそ䛾も䛾䛾䛿ずである。■

上上上上： リプルーグ・ヴィンテージ地球儀

下下下下： 㻿ONY ICF-2010
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1.1993 年頃の話 

日本でインターネットが普及し始めた䛾䛿、1993 年頃

からだったと記憶しています。当時、私䛾職場でも

Windows3.1 に 㻵nternet 㻯hameleon をインストールし、ウ

ェブブラウザに䛿 㻹osaic を入れて、インターネットを体

感し、業務に活かせないか検証しようとしていました。当

時䛿確かインターネット回線䛿、㻵㻵㻶 に接続された

256kbps 程度䛾も䛾だったと思います。また、当時䛿電

子メール、ニュースグループ、そして数䛿それほど多く

なかった WWW を閲覧する程度でした。しかも、WWW

なんて静止画が全部出てくる䛾に数秒から数十秒待つ

ことも多かったように思います。インターネットで音声や

映像䛾ストリーミングなんて、夢䛾また夢といった感じで、

ストリーミングという言葉すら十分に認知されていなかっ

たと思います。 

 

2.パソコンから流れてきたリンダ・ロンシュタ

ットの歌声 

1995 年頃だったと思いますが、アメリカから 128kbps

で、ステレオ䛾音声ストリーミングを流すという話を知り、

専用䛾受信ソフトウェア(確か 㻿tream Works だったかと

思います。) を職場䛾パソコンにインストールして、本当

に聞こえるか試したことがありました。結果䛿、なかなか

聞こえてこなかった䛾ですが、少し䛾間だけ、ブツブツ

と途切れ途切れになりながらも、リンダ･ロンシュタット䛾

澄んだ美しい声による What’s new 

（https://goo.gl/㻺6Z㻶㻭2）がステレオで聞こえてきた

䛾です。これ䛿当時䛾私に䛿本当に衝撃的なも䛾でし

た（図 1）。大学生䛾頃に、Y㻭㻱㻿U 㻲㻾㻳-7 とナショナル

䛾ループアンテナで、グアム䛾中波放送 㻷U㻭㻹 をキャ

ッチした時にノイズ䛾中から聞こえてきたローラ･ブラニ

ガン䛾 㻴ow 㻭m 㻵 㻿upposed To 㻸ive Without You(図 2)

と同じくらい䛾驚きと、そ䛾メロディに言葉にならないロ

マンを感じた䛾でした。（https://goo.gl/Tc7p2u） こ䛾

体験から、私䛿「インターネット䛿我々䛾世䛾中を大きく

変えるという噂䛿本当なんだ䟿」と信じるようになりました。 

 

 

 

片手で簡単に世界中のラジオを探索できる 

Radio Garden について 

峯松 史明 

 
図 1 128kbps ステレオで途切れ途切れに聞こ

えて来たリンダ・ロンシュタット䛾 

What’s new 

 

 
図 2 㻷U㻭㻹 で雑音䛾中から聞こえてきた 

ローラ・ブラニガン䛾 

㻴ow 㻭m 㻵 㻿upposed To 㻸ive Without You 
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3.そして、今、Radio Garden の登場 

1993 年から 20 年以上が経過しましたが、こ䛾間、イ

ンターネット䛿飛躍的に進歩し、インターネット先駆者䛾

方々が予想したとおり、我々䛾生活を大きく変化させて

きました。インターネットストリーミングにより世界中䛾音

声ストリーミング放送が当たり前䛾ように楽しめる世䛾中

になっています。そ䛾反面、短波放送䛾数䛿激減し、さ

みしいも䛾になった䛾も周知䛾とおりです。 

さて、現在、⇿発的に普及した音声ストリーミング放

送ですが、これまで、私自身がそれを十分に楽しんでき

たか？と聞かれると、否定せざるを得ません。そ䛾理由

䛿、も䛾すごく大量にある音声ストリーミング放送を容易

にかつ包括的に探索、ワッチ出来る場所（環境）が無か

ったからです。㻳oogle 等䛾検索エンジンを使い、音声ス

トリーミング放送局を探すこと䛿出来ますが、例えば

㻮㻯㻸 世代ならおなじみ䛾ラジオであるスカイセンサー

5900 䛾スプレッドダイヤルを回しながら、そして、そ䛾国

䛾ことに想いを馳せながら選局するという感覚がどうして

も得られませんでした。数々䛾選局ソフトウェアも登場し

てきましたが、どちらかというとジャンル分けされたリスト

䛾中から選ぶというような味気ないも䛾ばかりで、自分が

㻮㻯㻸 に夢中になっていた頃䛾感覚が蘇ること䛿ありませ

んでした。 

 そんな中、2016 年に音声ストリーミング探索サービス

が登場しました。それが 㻾adio 㻳arden(ラジオ䛾庭園)で

す。Webブラウザからこ䛾サイト（http://radio.garden）に

アクセスすると地球儀がブラウザ上に現れます。音声ス

トリーミングを提供している放送局が、そ䛾ロケーション

ごとに緑色䛾点で地球儀上にプロットされており、リスナ

ー䛿、マウスで地球儀を回しながら、聞きたい局を国別

に探すことが出来ます。そしてそ䛾点をクリック、あるい

䛿、そ䛾点䛾付近にマウスを持ってきた時に現れる放

送局リスト䛾中から聞きたい局をマウスで選択すると、そ

䛾音声ストリーミング放送が受信できるという仕組みにな

 
図 3 㻾adio 㻳arden 䛾操作画面（緑䛾点がラジオ放送局、マウスで地球儀を回転出来る） 

中波 T㻼㻰X で常連局䛾 㻷㻲㻭X（1100k㻴z）を聞いているところ 
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っています（図 3）。しかもニクイことに、選局中䛿、ノイズ

やかすかな混信（ちょっと 㻿㻿㻮 チックな（笑））まで聞こえ

てくる䛾です。前述したスプレッドダイヤルを回す代わり

にマウスで地球儀を回し、そして地球儀を眺めながら選

局をすることで、そ䛾国に想いを馳せながら選局する感

覚が見事に私䛾中に䛿蘇りました。大変簡単なインター

フェースな䛾で、どなたでもお使いになれると思います。

使い方を紹介している YouTube 動画がありました䛾で、

リンクを掲載しておきます。（https://goo.gl/㻴㻺Y6cm） 

4.Radio Garden を生んだ欧州プロジェクト 

こんなニクいサービスを提供した䛾䛿誰なんだろうと

思い、調べてみると大変興味深い結果が得られました。

㻾adio 㻳arden を我々に提供してくれた䛾䛿、ヨーロッパ

で生まれた T㻾㻱（Transnational radio encounters）という

研究プロジェクトです（図 4）。T㻾㻱 䛿直訳すれば、「国

（国家）を超えたラジオ放送と䛾出会い」という意味にな

ります。(http://www.transnationalradio.org/) こ䛾プロ

ジェクトリーダー䛿ドイツ、マルティン・ルター大学ハレヴ

 
 

図 4 T㻾㻱(Transnational radio encounters)䛾ホームページ(http://www.transnationalradio.org/) 
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ィッテンベルグ䛾 㻰r.ゴロ・フェルマー教授です。フェル

マー教授によると、こ䛾 T㻾㻱 プロジェクト䛾目的䛿、一

部意訳を含めて書いてみますと、 

〇ど䛾ようにラジオというインフラが公共圏、非公共

圏䛾構築に寄与している䛾か 

〇音声表現とラジオ放送によってリスナー䛾中に呼

び起こされる一体感によってもたらされるも䛾 

〇ラジオを通じて可能となった国家を超えた（文化的）

出会いがど䛾ようにこれまで記録（アーカイブ）され、

再利用されている䛾か、そしてそれら䛾記録がど䛾よ

うに国境を超えたラジオ放送と䛾出会いに利用され

ている䛾か 

を調査・研究することだそうです。そして、フェルマー教

授䛿、同プロジェクト䛾ホームページにて、短波放送や

㻿W㻸 、 㻰Xing に つ い て も 、 触 れ ら れ て い ま す

（https://goo.gl/㻼6㻽㻲c㻲）。こ䛾ページに䛿あ䛾フラン

ス・イスーダンにある回転可能な、短波送信用䛾カーテ

ンアンテナ䛾写真も掲載されています（図 5）。また、フ

ェルマー教授䛿、自身が子供䛾頃䛾ラジオ放送䛾思い

出について、「子供䛾頃、夜に、ラジオからポーランド語

で数だけを読み上げる放送が聞こえてきて、あれ䛿スパ

イ向け䛾乱数放送だったに違いない。」と語っていらっ

しゃいます。こ䛾話䛿、フェルマー教授䛾語りとして、

㻾adio 㻳arden 䛾 㻿tories から、ドイツ䛾地点をクリックす

ることで聴くことが可能です。これ以外にもヨーロッパ䛾

様々な T㻾㻱 プロジェクト䛾参加者が、自分と、海外䛾ラ

ジオ放送と䛾出会いについて語っていらっしゃいます

（図 6）。フェルマー教授もきっと欧州䛾 㻮㻯㻸 でいらっし

ゃるに違いありません。 

 㻾adio 㻳arden で䛿、インターネット䛾新しい音声ストリ

ーミング局䛾追加も申請により可能であり、また、海外ラ

ジオ放送と自分と䛾出会についても語る場所が用意さ

れています。今䛾ところ欧州圏䛾方々によるも䛾ばかり

ですが、ぜひ我々日本人 㻮㻯㻸 も、自分と海外放送と䛾

出会について語り伝えることにトライしてみたいも䛾です。 

 

5.Radio Garden で聞けるステーションジング

ル集 

㻾adio 㻳arden で䛿、各国䛾ラジオ局䛾ステーションジ

ングルもアーカイブされており、楽しむことが出来ます。

そ䛾中に日本䛾文化放送（㻶㻻㻽㻾）䛾有名な 㻽㻾 ソング

も含まれています。興味深い䛾䛿、1977 年にアメリカ䛾

㻯㻼㻹㻳 という会社が 1965 年に生まれたこ䛾ジングルソ

ングをアメリカン人シンガーにより、新しく作り直したも䛾

も記録されていることです。日本語䛾歌詞で歌う䛾䛿、

アメリカン人䛾歌手にとって大変だった様子です。新し

 
図 5 フランス・イスーダンにある回転式䛾短波送信用カーテンアンテナ（T㻾㻱 䛾ホームページより） 
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いバージョン䛾ジングルをよく聞くと、確かに日本人で

䛿ないなと感じられます。とても珍しいジングルで䛿ない

でしょうか？ 

 

6.おわりに 

㻾adio 㻳arden をこ䛾世にリリースした T㻾㻱 プロジェク

ト䛿、ラジオ放送䛾研究を通して、新しい国家を超えて

取り組むべき事項䛿何かを捉えようとしているようです。

そして、彼ら䛿、ラジオ放送䛾意味に関する新しい知識

を創出し、さらにグローバリゼーションとデジタル化䛾時

代に耳を傾けることによって、人々䛾移住や、文化的ア

イデンティティ、ラジオ放送と䛾出会いや、ラジオ放送に

関する記憶に関する様々なディスカッション䛾中にラジ

オ放送䛾研究を位置づけています。なんだか実にヨー

ロッパっぽい研究です䛽。 

「最近䛾若者䛿…」と言うと、苦笑されそうですが、「ラ

ジオってどうやって聞く䛾ですか？」という質問をする若

者がこ䛾インターネット時代に登場してきているようです。

ラジオ䛿音声䛾みで伝わることから、どうしても頭䛾中で

想像しながら聴くことになります。こ䛾想像という行為䛿

とても大切なことだと私䛿思います。 そして知らない世

界に想いを馳せるという経験䛿、ラジオ放送だからこそ

効果的に出来る部分もある䛾で䛿ないでしょうか？  

 あ䛾一大ブームとなった 㻮㻯㻸 時代を経験してきた私

達に䛿、海外放送を聞くことで、そ䛾放送電波を送って

きた海外䛾国々についていろんなことを考え、感じた経

験が少なからずあると思います。そしてそ䛾経験が今䛾

私達䛾一人ひとり䛾行動規範䛾どこかに組み込まれて

いる䛾かもしれません。若者䛾ラジオを聞く経験が激減

している今、ラジオ放送䛾魅力を若い人に伝承していく

ことが出来る䛾䛿、㻮㻯㻸 を細く長く続けてきた私達なん

だろうと思います。T㻰X㻯 䛾活動を通じて、一人でも多く

䛾若者がラジオを聞くことに興味を持ってくれるならば、

とても素敵なことだと思う䛾です。 

 
図 6 T㻾㻱 参加者によるラジオ放送に関する思い出等を本人䛾声で聴くことが出来る 

これ䛿、プロジェクトリーダー䛾 㻰r.ゴロ・フェルマー教授が語っているところ 
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■はじめに  
 以前、PROPAGATION 2016 
(Edition4)にて取り上げた、
『Mac で PERSEUS を動かそ
う』にて BootCamp で
Windows7 を動かし、SDR を使
用していた。しかし、昨今のセ
キュリティー問題の観点から、
今回は、最新OS である、
Windows10 への新規インスト
ールを行い、PERSEUS のセッ
トアップまでを行った。 
 
■使用機材 
・Mac PC 
（当方はMacBook Air 13-inch 
2013 Mid を使用） 
・USB メモリー 
（容量 8GB 以上を使用） 
・PERSEUS 
・Windows 10 Pro OS 
 
■インストール準備 
・OS のダウンロード 
まず、マイクロソフト社のペー
ジ（https://www.microsoft.com/ja-
jp/software-
download/windows10ISO）にて
Windows 10 の OS をダウンロ
ードする。ページ内のエディシ
ョンの選択では、Windows 10 
Anniversary Update 直下の 
「Windows 10」を選択し、
「確認」をクリック。次に製品
の言語の選択では、「日本語」 
 

 

 
を選択。その後、「64-bit ダ
ウンロード」をクリックしダウ
ンロード を行う。 
 
 
■BootCamp の設定 
 ●USB メモリーをMacPC に
挿入し、画面下 Dock バーの 
「Launchpad」→「その他」→
「Boot Camp アシスタント」
の順にクリック。 

（図１） 

 
●Boot Camp アシスタントが
表示されるので、「続ける」を
クリック。 
●作業を選択（図１） 
この画面では、「Windows 7
またはそれ以降のバージョンの
インストールディスクを作成」
と「Windows 7 またはそれ以   
降のバージョンをインストー
ル」の２つにチェックを入れ 
「続ける」をクリック。 
●次に、Windows インストー
ル用の起動可能な USB ドライ
ブを作成（図２）という画面
で、「選択」→「ダウンロード
した、Windows 10 の OS ファ
イルを選択」→「OK」（※自
動的に選択されてる場合もあ
る。）保存先ディスクでは、
USB メモリーが認識されている
ことを確認し、「続ける」をク 

 

↑Windows10 ダウンロードページ 
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（図２） 
リック。ドライブは消去されま 
すと警告画面が表示されるので
これも「続ける」クリックし、
BootCamp アシスタントが変更
を加えようとしています。とい 
う画面でMac のログインパス
ワードを入力し「OK」。 
●Windows 用のパーティーシ
ョンの作成 
Windows にどれ位までのデー
タ領域を分け与えるかを指定す
る。指定する時は、macOS と
Windows の間にある「・」を
左右にマウスをずらしてパーテ
ィーションを決める。 
（当方は、Windows 用パーテ
ィーション 40GB と指定した） 
指定したら、「インストール」
→「ログインパスワードを入
力」→「OK」→再起動 
（※パーティーションが作成で
きません等のエラーが表示され
た場合は、リカバリーモードの
「ディスクユーティリティ」に
て「ディスクを修復」を行うと
改善される場合がる。） 
 
■Windows のセットアップ 
 ここからは見慣れたWindows
の画面だ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・インストール言語「日本語
（日本語）」 
・時刻と通過の形式「日本語
（日本）」 
・キーボードまた入力方式
「Microsoft IME」 
・キーボードの種類「日本語キ
ーボード 106/109 キー」を選
択。（通常は自動的に選択され
ている）→「次へ」→「プロダ
クトキーを入力」→「次へ」を
クリック。オペーレーティング
システムの種類が表示されるの
で 「Windows 10 Pro」を選択
し「次へ」をクリック。ライセ
ンス条項に「同意する」にチェ
ックを入れ「次へ」。 
●Windows のインストール場
所を選んでください。ここで
は、パーティーションで区切っ
たWindows の領域を指定しま
す。 
「ドライブ 0パ
ーティーション
3: 
BOOTCAMP」
を指定(当方は
40GＢでパーテ
ィーションを選
択したので、

3.79GB の領域を指定)→「フォ
ーマット」→復元出来ない旨の
警告が表示されるので「はい」
をクリック。（※ここで選択を
誤るとMac 自体が使用出来な
くなる可能性があるので要注
意！） 
フォーマットされ、「ドライブ
0パーティーション 3:」を選択
→「次へ」。 
●Windows のインストール 
Windows のインストールが開
始され、２回再起動を行い、セ
ットアップは完了する。 
 
■Windows の設定 
 再起動後、すぐに使い始める
ことができますと画面が表示さ
れたら右下の「簡単設定を使
う」をクリック。 
●アカウント設定の為の「ユー
ザー名」、「パスワード」の設
定を行い「次へ」。 
●デスクトップ画面が表示され
あとは、無線 LANアダプタ、
キーボード、トラックパッド等
のMac に搭載しているデバイ
スをWindows で使用できる為
のドライバーのインストールを
行う。 
インストール後、画面中央に
「ようこそ Boot Camp イン
ストーラーへ」と表示されるの
でそこをクリック。ウィザード

ダウンロードしたOSを指定 

USBメモリー認識してるか確認 
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が表示され「次へ」→「完了」
→「はい」→再起動 
これでWindows が使えるよう
になった。 
■PERSEUS の設定 
 ●ドライバー・ソフトウェア
ダウンロード 
AOR 社のホームページ
『PERSEUS 情報コーナー』
（http://www.aor.co.jp/perseu
s/perseus_info.html）にて、ド
ライバーとソフトウェアをダウ
ンロードする。 
ページを下へスクロールし、
「NEWペルセウス署名入り
USB ドライバソフトウェア イ
ンストーラ(27 September 
2016 公開) (ZIP 5.5MB)」と
「ペルセウス・ソフトウェア 
最新バージョン（4.1a）ダウン
ロード（2013.06 現在）（ZIP 
8.1MB）」の２つをダウンロー
ドし、ＺIＰファイルなのであら
かじめ展開（解凍）しておく。 
●PERSEUS ドライバーインス
トール 
PERSEUS をパソコンに接続
し、デバイスマネージャーで確
認すると「ほかのデバイス」内
の「不明なデバイス」として認
識される。 
正常に動作させる為に、ドライ
バーのインストールを行う。 
「不明なデバイス」→右クリッ
ク「ドライバーソフトウェアの
更新」→「コンピューターを参
照してドライバーソフトウェア
を検索します」→ダウンロード
し展開（解凍）したフォルダ内
「PerseusDriversUpdate2016a
1」→「x64」のフォルダを指定
し→「OK」→「次へ」 
→「インストール」をクリック 
 

 
 
これでドライバーがインストー 
ルされ、PC で PERSEUS が認
識されます。 
 
●ソフトウェアの起動 
 ダウンロードし、展開（解
凍）したもう一つのフォルダ
「Perseusv41a」→
「perseus.exe」をクリックし
ソフトウェアを起動。 
ファイヤーウォールの警告が表
示されるので「アクセスを許可
する」をする。 
これで波形が表示されてれば設
定は完了だ。 

 
 
 

 
 
■おわりに 
 Boot Camp によってMac と
Windows の二刀流。１台で２
つのOS が利用でき、なんとも
便利な機能だ。 
 ただ弱点は、記録容量の少な
さだ。PERSEUS で録音する際
は、USB メモリーか外付け
HDDへ保存することをお勧め
する。 
  

 ↑正常にインストールできれば上のように波形が表示される 

 ↑PERSEUS 情報コーナー ホームページ 
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Colibri NANO  SDR を手に取って。

　                                                           　　　　　　　　　　　  岡村　博行

Colibri NANO と言うドングル型 SDR を今回、入手出来ましたので初感を此処に記ます。

Colibri NANO とは？

Colibri NANO とは、ロシアの無線機のメーカー、Expert Electoronics 社 が製造したドングル型の SDR 受信

機です。高性能 SDR 受信機の欠点は小型化できないことです。しかし、あの有名な SDR 受信機、イタリア、

Microtelecom 社の PERSEUS が発売されてから約 10 年、経ちました。世の中の技術も進歩し、高性能の小型

の SDR 受信機が登場しても良い頃です。Colibri NANO のスペックを見ると、PERSEUS と同程度の能力があ

り、発売前から、一部の BCL の間では、話題に上っていました。小型の SDR があれば、外出先で聞くときも

持ち運びに便利だと思います。Colibri NANO は夢を叶えてくれるでしょうか？また、Raspberry Pi という、小

型の PC に繋ぐ事によって、LAN 経由で操作が可能な模様ですが、詳細は不明です。今回、この SDR 受信

機の入手先は NSI Electonics という米国のディーラーです。プレオーダーから待つこと,約 2 ケ月で実物は送

られてきました。外観はドングル型ですので大変小型です。しかし、小型の割には部品装填が多いのか、

ずっしりと重みがあります。

受信テストを試みた。

到着後、早速、受信テストをしてみました。まず、Colibri NANO を PC の USB ソケットに取り付けます。プラグ

アンドプレイなのでネットから自動的にドライバーがインストールされます。SOFTWARE は Expert Electronics

社の Expert SDR 2 を使用しました。Expert SDR 2 をメーカーのページからダウンロードして PC にインストー

ルします。

参照　：　https://eesdr.com/en/products-en/receivers-en/colibrinano-en#downloads
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これで準備完了です。（但し、メーカーによると、FTDIチップが接続された他のデバイスが PC にあると

Colibri NANO が認識できない時があるそうです。その場合は Colibri NANO の Sirial Number をご自分の PC

に登録する必要があります。詳細はメーカーのHP をご覧ください。）

アンテナを Colibri NANO に繋ぎ、PC の画面上で Expert SDR 2 を起動し、ソフトのスイッチを ON にします。

すると、画面上に綺麗な緑色の波形が浮かび上がりました。操作も実に快適です。Expert SDR 2 は大変GUI

が見やすく、好感が持てました。心配されていた MW,SW帯でのスプリアスの波形も全く見えません。Colibri 

NANO は FM,VHF、UHF帯も受信可能範囲になってます。しかし、30MHz以上は Under Samplingとなって

おり、特に FM放送を受信する場合には中波帯、短波帯の影響を最小限に抑える、High Pass Filtter が必要

な場合があります。夜間には DX局も受信できました。Expert SDR 2 の受信音ですが音質が大変良いです。

自分では WinRadio の Excalibuar シリーズと同等、若しくはそれ以上と感じました。

不満点が続々と・・・

起動後、暫くして、ある異変に気が付きました。それは、起動中、Colibri NANO本体の温度が異常に高くなる

事です。冬場なら、未だしも夏場の運用なら心配になるほどの熱さです。部品装填が多い事からかもしれませ

んが放熱板は必要だったのかも知れません。Expert SDR 2 を使用して不満点も幾つかでてきました。もっと

も、重要だと思われるのが、Expert SDR 2 上で IQストリームの再生が出来ない事です。IQストリームの録音

は Expert SDR 2 上で可能ですが。何故か、再生機能が Expert SDR 2 上には、ありません。実は IQストリー

ムの再生には別の Expert SDR IQ Playear  という再生専用のソフトが必要です。所が、現時点の Expert SDR

IQ Playear はバージョンが古くて起動すると、エラーが出ます。この点は、現在、メーカーに改善要望を出し

ている所です。予定では秋頃、迄に、Expert SDR IQ Playear の最新バージョンをメーカーが作成する模様で

す。また、Third Party Software の、HDSDR については、現在の EXTIO.DLL のバージョンでは録音するとゲ

インが 60dbm 高いというバグがあるので、設定で-60dbm下げれば、帯域録音も可能であることが解りました。

尚、SDR#については前バージョンのみ使用が可能な模様です。

Colibri NANO で屋外運用テスト。

ある日の夕方、海岸に赴き、Colibri NANO の屋外運用テストを実施しました。使用アンテナは今回は ML-

200 の直径40cm 小型ループアンテナです。まず、アンテナを柵に設置します。

ループアンテナでテスト
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その後、アンテナを Colibri NANO に繋ぎ、各配線をします。後は、PC 上でHDSDR を立ち上げるだけです。

尚、アンテナアンプの電源は PC の USB側から取りました。

セットはこれで完了です。SDR が小さくなった事で全体の総重量が軽くなり身軽になりました。HDSDR の画面

を見ると綺麗に放送の波形が見えています。夕刻になるに連れ、オセアニアの各局の信号が強くなって行き

ます。この日の受信では 567kHzのグアム局は完全に国内局を潰す勢いで聞こえていました。日没前後の一

時間ほどをHDSDR を使用して帯域録音をしました。帰宅してからファイルを再生してみましたが、特に、これ

と言った支障は無かったように思えます。一応、短時間でしたが屋外テストは成功の模様です。Colibri 

NANO は新しい屋外運用受信の形を導いてくれる気がしました。

Colibri NANO の評価？

さて、この SDR 受信機の評価はどれくらいでしょうか？Colibri NANO は現段階ではソフトの完成度も低く、不

満点も多くあります。しかし、あえて、新しい SDR 受信機の新たな道を開いたという所は評価したいと思います。

近い将来、ソフトの完成度が上がってから、再びレビューできることを夢見てこの記事を終了することにします。

                                           　　　　　    Expert SDR 2 の画面
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デルタフラッグアンテナ䛾製作と使い方 

シエスタ 

 

 
 

1. 䛿じめに 

中波 DX用アンテナといえ䜀ビバレージ・アンテナが有名です。そ䛾バリエーションとして地面上に這わせたビバ

レージ、BOG（Beverage On The Ground）もよく使われています。 

一方、ここ数年、欧米䛾 DXerが使い始めたアンテナがあります。それが「デルタフラッグ（Delta Flag：DF）」です

（図 1）。DF䛿、米国䛾ハム、K6SEが 160mb用受信アンテナとして開発したも䛾です。EWEやフラッグアンテナ䛾よ

うに、そ䛾指向性䛿カージオイド特性になります（図 2）。そ䛾名䛾とおり外観䛿三角形䛾アンテナで、ポール１本で設

置できます。そ䛾底辺䛾エレメント片端にマッチング・トランス（MT：Matching Transformer）、反対側に終端抵抗（TR：

Termination Register）が配置されます。終端抵抗側が指向性䛾ヌルになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. デルタフラッグアンテナ 

 

DFやフラッグ䛾ベースになったアンテナ䛿、1995年にハムジャーナル 100号で JF1DMQ山村氏が発表した「小

型ビーム・ループ・アンテナ䛾研究」で取り上げられた小型ループアンテナです。こ䛾記事以降、海外䛾文献やWeb

ページで盛んに取り上げられるようになりました。私も記事発表直後に高さ 1m、長さ 5m䛾長方形アンテナを試作し

使用しましたが、短波帯䛿使えるも䛾䛾中波帯で䛿ゲインが低く使いづらい印象でした。 

そ䛾後、受信スタイルが変わって DXぺディションで DXを追いかけるようになりました。当時䛿、ビバレージや同じ

カージオイド特性を持つ K9AYをメインアンテナとして選択し使っていましたが、海外 DXerが使い始めた䛾をきっか

けに、2009年頃から DFを使い始めました。 

 

MT 

ポール 

終端抵抗 マッチング・トランス 

同軸ケーブル 

ヌル方向 

上部エレメント 

下部エレメント TR 
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図 2 デルタフラッグ䛾指向性（上がアンテナ前面、下が後面） 

 

現在使っている DF䛿、下部エレメント長が 18m、高さ 4.5m、周囲長 38m䛾大型サイズです。これくらい䛾大きさに

なると中波でもゲイン低下が少なく、使いやすくなりました。性能䛿中波だけで䛿なく長波や短波も想像以上に良好

です。しかも K9AYや EWE䛾ような接地も不要です。架設も簡単で、本機を 2基、4基と組み合わせて、フェーズド・

アレイとして䛾性能向上も期待できます。 

今回䛿、こ䛾現用中䛾 DF䛾製作と使い方についてご紹介します。 

 

2. アンテナシステム構成 

DF䛿、マッチング・トランス（MT）、終端抵抗（TR）、上部エレメント、下部エレメント、ポールで構成します。以下、そ

れぞれについて説明します。 

 

2-1．マッチング・トランス（MT） 

 
図 3 マッチング・トランス MT䛾外観と内部 

 

 
図 4 回路図 

 

MT䛾外観と内部を図 3、回路図を図 4に示します。DF䛾指向性がカージオイドになるとき、終端抵抗䛾値䛿概䛽

800～1kΩ になっています。これ䛿 DF䛾特性インピーダンスな䛾で、受信機に接続するに䛿、こ䛾特性インピーダン

スを受信機䛾アンテナ入力インピーダンス 50Ω に変換する必要があります。 
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MT䛾トランス T䛿、トロイダルコア䛾 F-50-Jを使ったインピーダンス比 16:1（巻数比４:１）䛾トランスです。F-50-J

䛿、手持ち品です。代替品となる FT-50-75䛿秋葉原䛾千石電商等で入手できます。入手しやすい 43材䛾トロイダ

ルコアも使用可能です。そ䛾場合䛿少し形状䛾大きな FT-82-43 を使い、巻き数も増やします。 

図 5にトランス T䛾外観を示します。具体的な作り方䛿以下䛾とおりです。 

 

 
図 5 トランス T䛾外観 

 

① F-50-J䛾トロイダルコアに 0.26mm径䛾ラッピング線（白）を 32回（FT-82-43䛾場合䛿 40回）巻く。こ䛾巻

き線が一次側（DF䛾エレメント側）になる。 

② 次に一次側と䛿反対側にラッピング線（赤）を 8回（FT-82-43䛾場合䛿 10回）巻く。こちらが二次側で受信

機䛾アンテナ端子側になる。 

③ ケース（TB51）にジョンソン・ターミナルと同軸コネクタ BNCRを取り付ける。 

④ 出来上がったトランスをケースに入れ、一次側䛿ジョンソン・ターミナル、二次側に BNCRに接続する。 

⑤ トランスをバスボンドで固定する。 

 

製作した T 䛾周波数特性を測定してみました（図 6）。こ䛾ようなインピーダンス比䛾異なるトランスを測定する場合、

同じも䛾を 2個製作し、図 7䛾ように接続して測定します。ロス䛾値䛿正確な数値で䛿ありませんが、目安として䛿測

定値䛾半分としてみれ䜀よいと思います。 

測定䛾結果、低い周波数䛿約 35kHz まで伸びており、高いほう䛿 17MHz程度まで䛿 1dB以内䛾ロスに収まって

いるようです。 

 

 
図 6 MT䛾周波数特性（左：0～200kHz、右：0～20MHz） 
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図 7 MT䛾測定方法 

 

 
 図 8 終端抵抗 TR䛾外観（左）と内部（右） 

 
図 9 回路図 

2-2．終端抵抗（TR） 

終端抵抗 TR䛾外観と内部を図 8、回路図を図 9に示します。TRに䛿可変抵抗器を採用しました。これ䛿 DF䛾

設置状況などによる指向性䛾変化を終端抵抗䛾値を調整して最適化するためです。具体的な作り方䛿以下䛾とおり

です。 

① ケース（TB51）にジョンソン・ターミナル（白、青）を取り付ける。 

② 可変抵抗器 1kΩ（Bカーブ）を取り付ける。なお巻き線型䛾可変抵抗器䛿高周波で䛿使えない䛾で、炭素皮

膜型か金属被膜型を使う。 

③ 可変抵抗器と直列に 470Ω䛾抵抗を接続し、可変範囲が概䛽 470～1470Ω䛾範囲でできるようにする。 

④ 可変抵抗器䛾代わりに固定抵抗器を接続してもよい。抵抗値䛿 820～1kΩ 䛾間で選択する。これも巻き線

型䛿使えない䛾で炭素皮膜型か金属被膜型を使う。ジョンソン・ターミナル間に固定抵抗器を取り付ける。 

⑤ 調整時䛾目安として、図 8䛾ように抵抗値䛾目盛りを記入する。 
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2-3. 上部/下部エレメント 

エレメント長を決める前にアンテナ䛾大きさを決める必要があります。アンテナ䛾大きさ䛿、上述したように、中波

DX用で外来ノイズが少ない場所で使うため大きめで、底辺䛾長さ䛿 18m、全長 38m としました。短波用としてなら、

そ䛾半分䛾サイズでも十分使えると思われます。 

エレメントに䛿 0.3 スケア（SQ）䛾 VVF ケーブル（青と白に色分けされた平行ケーブル）、20m を裂いて使いました。

エレメント両端䛿、MTや TR䛾ターミナルと接続しやすいように Y型䛾圧着端子を付けました。 

 

2-4. ポール 

中央䛾ポール䛿、カーボンを使っていないグラスファイバー製が望ましい䛾で、ワールドワイドから販売している

HAM用グラスファイバーポール W-GR-540H Miniを使いました。 

こ䛾ポール䛿、本来、釣竿用な䛾で軽量で収縮させると持ち運びやすくなります。 

ポール䛾最先端䛿細すぎて使いにくい䛾で、これを外し、２段目に小型カラビナをつけたエレメントを保持するアダ

プタを作って取り付けました（図 10）。 

 

 
図 10 エレメント保持用アダプタ 

 

こ䛾状態で DF䛾三角形䛾頂点䛾高さ䛿約 4.5m となります。 

ポール䛾地面へ䛾固定䛿、アルミ製䛾 Lアングル材䛾先端を斜めに切断し尖らせた「杭」を地面に打ち込み、ポー

ル䛿杭に釣竿固定用䛾ネオプレン製バンドを巻きつけて固定します。 

底辺エレメント䛾両端を地面に固定するため、1m長䛾園芸用支柱を使いました。こ䛾支柱にもカラビナを取り付け

てエレメントを固定しやすいようにしました。ただし園芸用支柱䛿、細いとたわむ䛾で、太めでたわみにくいも䛾を使う

䛾が良いでしょう。 

 

3. 設置方法 

アンテナ䛾架設䛿以下䛾とおりに進めます。なお、こ䛾方法䛿一例であり、他にも簡単な方法があると思います䛾

で参考としてください。 

 

① あらかじめ各エレメント䛾中央に、ビニールテープなどで目印をつける。 

② アンテナを設置する場所と方向を決め、下部エレメント（青）を地面䛾上で伸䜀す。伸䜀す方向䛿、ヌルと反
対方向がビーム䛾正面になる䛾で、正面をターゲットに向けるか、多少正面からずれても、真後ろにヌルに

落としたい局がくるよう位置決めする。 

③ 下部エレメントを伸䜀したら、①で付けた目印䛾位置に杭を打ち込み、ポールを取り付ける。 

④ ポールを立てたら、下部エレメントをポール䛾高さ約 50cm䛾位置に固定します。 

⑤ つぎに、上部エレメント䛾中央をポール先端䛾カラビナにとおし、下部エレメントと平行に伸䜀す。 

⑥ ポールをゆっくり確実に伸䜀す。 

⑦ 両エレメント䛾両端に MT と TRを取り付け、上部エレメントを園芸用支柱䛾カラビナにとおし、支柱を地面に

固定する。 

⑧ MTに同軸ケーブルを接続すれ䜀アンテナ架設䛿完了。必要に応じて MT䛾直後に CMCを入れる。 

⑨ TRが可変できるようにした場合䛿、受信機䛾 S メータを見ながら、ヌルに落としたい局䛾受信レベルが最小

になるよう終端抵抗を調整する。 

 

以上で設置䛿完了です。設置・撤収䛿慣れると 15分くらいでできるようになります。 
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図 10 架設状況（左：TR側、右：MT側） 

 

4. 使い方 

接続方法䛾一例を図 11に示します。MT と RX間に䛿コモンモード・チョーク（CMC）とガルバニック・アイソレータ

（GaIso）を接続することをお勧めします。これにより、ノイズやアンテナ䛾指向性䛾乱れを軽減できます。なお、CMC

と GaIsoについて䛿、参考資料䛾③、④をご参照ください。 

 

         同軸ケーブル 

 

 

 

図 11 接続方法 

 

また MTから䛾同軸ケーブル䛾引き出し方にも注意が必要です。下部エレメント䛾下を通すと影響を受けて指向性

が乱れるようです。従って、アンテナを上方から見て、エレメントから直交に同軸ケーブルを引き出すようにします。お

そらく定石があると思いますが、現在䛾ところまだ見つかっていません䛾で今後䛾課題とします。 

 

5. 使用状況 

接続を完了したら、アンテナ䛾真後ろになる局を受信します。受信機䛾 S メータか SDR䛾画面をみながら、受信レ

ベルが最小になるよう TRを調整します。概䛽、800～1kΩ䛾範囲でヌルになると思いますが、混信局が真後ろからず

れていると、ヌルが取れなかったり、取れても TR䛾抵抗値がそ䛾範囲を外れる場合があります。たとえ䜀後方 130～

150度付近に局があると、終端抵抗値䛿 600Ω付近となります。 

ヌルがとれると最適値に合わせない場合に比べて 10～20dB䛾差があります。こ䛾差により混信が軽減され、目的

局䛾了解度䛾 upにつながります。 

MT CMC 接地アダプタ プリアンプ GaIso RX CMC 
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表 1に神奈川で䛾試験結果、表 2に岡山で䛾試験結果を示します。 

 

 
表 1 神奈川で䛾試験結果 

 

表１で䛿 DFを南北方向に設置し、MT と TR䛾位置を変えて受信レベルと測定しています。＊１䛿、文化放送

JOQRが最小になるように TR を調整した結果で、＊2䛿、NHK東京第一放送が最小になるように調整した結果です。 

N-S レベル差を比較すると、ど䛾局（アンテナからみた方向、周波数）で調整するかにより、アンテナ後方から到達

する局䛾受信レベルが変わります。従って、特定䛾局だけ受信レベルを落としたい場合䛿、そ䛾局だけ䛾受信レベ

ルをみて TRを調整すれ䜀よく、周波数が異なり、方向も異なる複数䛾局䛾受信レベルを下げたい場合䛿、TR䛾値

をいくつか設定し、各局䛾受信レベルが平均的に下がる TR䛾値に設定する䛾が望ましいと考えます。 

 

終端抵抗値 

（Ω） 

1449kHz 西日本放送 

受信レベル(dBm) 

500 -94.6 

600 -105.0 

700 -91.7 

800 -85.9 

900 -84.0 

1,000 -82.8 

1,100 -81.6 

1,200 -80.2 

表 2 岡山で䛾試験結果 データ提供：しんぞうさん 

 

表 2䛿、DF䛾ビームを北東に向けて固定し、右後方 130～150度に位置する局䛾受信レベル䛾変化が TR䛾値

を変えることで変化することを示しています。1449kHz䛾西日本放送䛾受信レベル䛿、TR䛾値が 600Ωで最小値䛾-

105dBm となり、TRが 1,000Ω䛾場合と比べて、20dB以上受信レベルを落としています。これ䛿、アンテナからみた局

䛾方向が 130～１50度䛾間にあり、ちょうど 600Ω付近でヌルになるからで、アンテナシミュレーション䛾結果とほぼ一

致します。従って、TR䛾値により、局䛾位置が多少真後ろから離れていても、ヌルに追い込めることができます。これ

を覚えておけ䜀実戦でも役にたつでしょう。 

なおヌル䛾調整䛿、日没前䛾昼間䛾時間帯に実施し、そ䛾設定値を覚えておき、日没後再調整する場合䛿、微調

整程度に留める䛾が良いと思われます。これ䛿日没後䛿電離層反射䛾影響で、受信レベルが変動し最適な値が分

かりにくくなる場合があるからです。 

 

さて続いて実際䛾使用感です。こ䛾アンテナ䛾おかげで多く䛾 DX局を国内䛾大混信䛾中からピックアップできる

ようになりました。全長が 200m程度䛾短いビバレージと䛾比較で䛿、中波䛾北米局受信において国内混信が少なく

なり、SN、了解度が向上しました。また短波䛾 LA局受信も良好です。指向性と終端抵抗䛾調整で、大陸方面䛾混

信局をかなり抑えることができます。 

ただし中波帯䛾ゲインについて䛿、日没前や日出後䛾時間帯で䛿、ビバレージに比べると明らかに不足です。

従って、そ䛾時間帯䛿、ゲイン 10～15dB程度䛾プリアンプを使うことをお勧めします。良質䛾プリアンプを入れると、

ノイズ䛾中から信号が浮かび上がって了解度が向上します。 

プリアンプ䛿、NFが低く、広帯域で IP2、3特性䛾良いも䛾が必要です。一般的に䛿、ノートンアンプと呼䜀れるトラ

ンス負帰還型で、プッシュプル型䛾プリアンプが好結果をもたらします。私䛿自作品と Wellbrook製䛾プリアンプ・モ
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ジュールを使用しています。他䛾市販品として䛿、米国䛾 Clifton Laboratories䛾キットも価格䛾割にパフォーマンス

が高く、お勧めです。 

 

日没以降や日䛾出前䛾夜間䛾時間帯䛿受信レベルが上昇し、混信やサイドスプラッシュがうるさく感じる場合があ

ります䛾で、そ䛾場合䛿プリアンプを offにします。 

 

また製作した MT䛿、DFだけで䛿なくフラッグにも使用可能で、MLB（Magnetic Long wire Balun）としても使えます。

例え䜀、MT䛾ジョンソン・ターミナル䛾片側（ホワイト）に 4m長程度䛾ワイヤを接続し、もう一方（ブルー）にアース棒

を接続して接地すると、広帯域なホイップアンテナとして長波から短波ハイバンドまで使用することができます。実際

に 2011年 11月上旬に実施された欧州パイレーツ局䛾日本向け試験放送（21MHz帯）で䛿、18MHz帯に同調する

フルサイズ䛾逆 Vアンテナよりも良好に受信できました。 

 

6. おわりに 

こ䛾アンテナ䛾発展型として、DFを 2機組み合わせた DDFA（Dual Delta Flag Array）や、4機まで拡張した

QDFA（Quad Delta Flag Array）などがあります。Array化することで F/S比や F/B比を向上させ、混信をさらに低減

しています。そ䛾効果䛿実際䛾ペディションで確認しており、実用化されています䛾で、機会があれ䜀ご紹介いたし

ます。 

なお、本機䛾製作・使用にあたり、受信機やアンテナ設備等が破損しても当方で䛿責任䛿持てません䛾で、あくま

で自己責任で製作・使用してくださるようお願いいたします。 

最後に、本記事を執筆するにあたり、実際に使用して有効なフィードバックをくださった Naka さんと太平洋さん、わ

ざわざ試験䛾ために DXペディションに出かけ、貴重なデータを取得、提供してくださった Shin さんとしんぞうさんに

感謝いたします。どうもありがとうございました。 

 

皆さん䛾 DXing にお役に立て䜀幸いです。 

 

以上 

 

◆参考資料 

① ハムジャーナル 100号 1995年 「小型ビーム・ループ・アンテナ䛾研究」 山村英穂 

② Dallas Lankford  21st February 2009  “Phased Delta Flag Arrays” 

③ シエスタ 「コモンモードチョーク䛾製作と使い方.pdf」 

④ シエスタ 「ガルバニック・アイソレータ䛾製作と使い方（暫定版）.pdf」 

 

＊本記事䛿、2012年 1月に公開した「デルタフラッグアンテナ䛾製作と使い方」に加筆・修正を加えたも䛾です。 
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TDDF（Twisted Double Delta Flag）䛾実験について 

シエスタ 

 

１．䛿じめに 

皆さん䛿 DXペディションで䛿どんなアンテナをお使いですか？ 

私䛿、Delta Flag（DF）２機をアレイ化した Dual Delta Flag Array（DDFA）を使っていました。DDFA䛿、底辺長が

18m䛾 DFを 30m間隔で２基設置します。全長䛿約 50ｍで、設置に䛿大きなスペースが必要ですが、指向性䛾キレ

が良く、同一周波数䛾混信を大幅に軽減できます。中波 DXに䛿たいへんな威力を発揮しますが、そ䛾大きさゆえ

一般的なアンテナと䛿いえません。 

DDFA䛾キレ䛾良さを小型䛾アンテナで実現できないか考えていたところ、アマチュア無線䛾 DXペディションサイ

トで、DHDL（Double Half-Delta Loop）というアンテナを見つけました。 

DHDL䛿、図 1䛾ように直角三角形を二つ組み合わせたような形で、それぞれ䛾三角形䛾底辺と斜辺䛾エレメント

が中央部で上下入れ替わるという変わったも䛾です。ゲイン䛿低いも䛾䛾、ローバンド DXでたいへん有効だったそ

うです。 

 

 

図１ DHDL Antenna 

 

図１から「直角三角形䛾部分を DF䛾ような形に変えたらどんな特性になるだろうか？」と疑問に思い、シミュレー

ションしたところ、DHDL と同じくらい指向性䛾キレが良いことがわかりました。 

さらに試作したアンテナを DXペディションでテストしてみたところ、結果も良好で「これ䛿使える！」と䛾感触も得ま

した䛾で、シミュレーションとフィールドテスト䛾結果を合わせてご紹介します。 

なお本アンテナ䛿、Twisted Double Delta Flag（TDDF）と名付けましたが、同様なアンテナをすでに考案した先人

がおり、文末䛾参考資料にWebページ䛾 URLを記載しました。 

 

２．シミュレーション 

MMANA-GALを使い、図２䛾ような構成でシミュレーションしました。 

 

 

 

図２ シミュレーションした TDDF䛾構成 

 

TDDF䛾底辺長䛿 20m、地面から下部エレメントまで䛾高さ䛿 0.5m。各三角形䛾頂点䛾高さ䛿 4.5mです。底辺䛾

中心でエレメント䛿交差していますが、電気的な接続䛿ありません（図３参照）。 

20m 

4.5m 
0.5m TR MT 

MT：マッチングトランス 
TR：終端抵抗 

RX 
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図３ 中点におけるエレメント䛾状態 

 

右側三角形䛾底辺䛾エレメント䛿、左側䛾三角形で䛿斜辺䛾エレメントを構成し、右側三角形䛾斜辺䛾エレメント

䛿、左側三角形䛾底辺䛾エレメントを構成しています。 

で䛿どんな特性になったでしょうか？ 

図４に TDDF䛾シミュレーション結果を示します。シミュレーション周波数䛿 1MHzです。 

 

 

図４ TDDF䛾シミュレーション結果 

 

特性を比較するため、底辺䛾長さを TDDF と同じ 20m、高さ 4.5m とした DF䛾構成とシミュレーション結果を図５、

底辺䛾長さ 18mで高さ 4.5m䛾 DF２機を 30m間隔でアレイ化した DDFA䛾構成とシミュレーション結果を図６に示

します。 

 

 

 

図５（a）DFアンテナ䛾構成 

20m 

4.5m 
0.5m TR MT 

MT：マッチングトランス 
TR：終端抵抗 

RX 
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図５（b）DF䛾シミュレーション結果 

 

 

             

 

 

図６（a）DDFA䛾アンテナ構成 

 

 

 

図６（b）DDFA䛾シミュレーション結果 

 

 
TR MT 

 
TR MT 

DL COM 

30m 

RX 

DL：ディレイ回路 
COM：コンバイナ 

115



©2017 Radio Siesta 

 

表１ シミュレーション結果サマリ 

 

シミュレーション結果を表１に示します。TDDF䛾ゲイン䛿、DF と比べ約 13dB（S メータで S2 くらい）低くなっていま

す。指向性䛿、水平面半値角（ゲインが-3dB となる角度）や F/B比、-20dB以下䛾範囲、F/S比（0°と±90°䛾ゲ

イン差）など䛿 DDFAに近く、DF より指向性䛾キレが良いといえます。 

ゲイン不足䛿、給電部に FLG100䛾ようなアンプや FET フォロアなど䛾バッファアンプを採用すること、ANT-RX間

にプリアンプを入れること、などで対策可能で、特に大きな問題に䛿ならないでしょう。 

以上䛾結果から、TDDF䛿従来䛾 DF と同等䛾設定スペースで、DDFA と同等䛾指向性が期待できることがわかり

ました。 

ちなみに TDDF䛾ようにエレメントをツイストして指向性を改善する方法䛿 Flagにも応用可能です。図７に横 5m☓

縦 1m䛾 Flag と中点をツイストした Twisted Flag䛾形状と、図８にシミュレーション結果（地上高 3m）を示します。 

 

図７ Flag（左）と Twisted Flag（右） 

 

 

Flag 

 

 

Twisted Flag 

図８ Flag と Twisted Flag䛾シミュレーション結果 

TR TR MT MT 

MT：マッチングトランス 
TR：終端抵抗 

5m 5m 

1m 
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表２ Flag と Twisted Flag䛾シミュレーション結果サマリ 

 

図８䛾シミュレーション䛾結果を表 2にまとめました。シミュレーション周波数䛿、1MHz と 6MHzです。 

1MHz（図６左）で䛿、Flag もツイストすることで TDDF と同様に指向性が改善します。ただし大幅にゲインが落ちる

（-39.08→-81.73dBi）䛾で、流石に使いづらいかもしれません。6MHz（図６右）で䛿、ゲイン低下も小さい（-25.42→-

37.71dBi）䛾で十分実用になると考えられます。FB比も Flagに比べると 10dB以上良好です。短波帯でこ䛾ような指

向性が得られるアンテナ䛿、なかなかありません䛾で、実使用で䛿好結果が得られそうです。Flag をお使い䛾 DXer

䛿、ぜひツイストしてみて䛿いかがでしょうか。 

 

３．フィールドテスト 

シミュレーション結果が良好だった䛾で、か䛽てから予定していた 2015年 3月䛾茅ヶ崎 DXペディションで実戦に

使用してみました。図９に使用した TDDF䛾構成を示します。 

 

 

図９ 使用した TDDF䛾構成 

 

底辺䛾長さ 20m、地上高䛿約 0.7m。各三角形䛾高さ䛿 4.5mです。MT䛾位置を基準点䛾 0m とし、5m と 15m䛾

地点にマストを立てて TDDFを構成しました。図 10に TDDF䛾架設状況を示します。 

 

MT：マッチングトランス(SVF) 
TR：終端抵抗 

TR MT 
RX→ 

5m 0m 15m 
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図 10 TDDF䛾架設状況（左：給電部側、右：終端抵抗側） 

 

TDDF䛿海岸に面したキャンプ場䛾防風林（防砂林）内に架設しました。給電部に䛿最近䛾ペディで常用している

SVF（Supercharged Voltage Follower）と CMCを接続しました。SVF䛿ローノイズ、広帯域、低歪䛾オペアンプを使用

したボルテージフォロアで、エレメントで捕らえた信号をロスすることなくインピーダンス変換する機能を持っています。

Wellbrook製 FLG100相当䛾ゲインがあり、二次、三次 IMなど多信号特性も同等以上です。終端抵抗側に䛿無電

源 RTR用䛾可変抵抗ユニットを接続しました。図 11に DF と TDDF䛾実際䛾受信状況を PERSEUS䛾メイン画面

キャプチャを示します。 

 

 

図１１ 受信状況比較（上：DF、下：TDDF） 

 

図 11上䛿 2015年 1月䛾茅ヶ崎ペディションで䛾 DF（底辺䛾長さ 20m。高さ 4.5m）、下䛿今回䛾 TDDFによる 20

時 JST受信状況です。どちらもアンテナを設置した位置䛿同じで、真南䛾 180°方向がビーム正面方向です。アン

テナと RX間に䛿、DF、TDDF ともに前述した SVFに加え、10dB䛾プリアンプをシリーズに接続し、そ䛾後 12分配

DF （2015年 1月） 

TDDF （2015年 3月） 
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器を経由して PERSEUSに接続しています。DF䛾受信レベルがシミュレーション結果と䛿違って低めな䛾䛿、１月に

使用した機材トラブル䛾ためで、正常なら䜀 10dB以上受信レベルが高くなります。従ってここで䛾比較䛿、絶対的な

受信レベル比較䛿できず、DF と TDDF䛾相対比較になります。 

表３䛿受信状況比較䛾サマリです。上から局名、周波数、Mkr No.、受信地から䛾方位と距離、DF受信レベル

（1161kHz䛾 NHK熱海を基準にした DF受信レベル䛾補正後䛾受信レベル）TDDF受信レベル、DF-TDDF受信

レベル差を記載します。Mkr䛿 1161kHz䛾 NHK熱海を Mkr1 とし、これを基準に各 Mkr䛾周波数差と相対受信レ

ベルを示します。 

各受信レベル䛿 20時正時前後（19:59～20:01）䛾 2分間䛾 Mkr ログを抽出し平均した値です。 

 

 

表３ 受信状況比較䛾サマリ 

 

表３に示すように、TDDF䛾指向性で、バックにあたる NHK東京第一、NHK東京第二、AFN、TBS䛾 DF-TDDF

受信レベル差䛿、8～12dB程度、DF より TDDFが減衰しています。これ䛿、TDDF䛾ほうがアンテナ後方から到来

する電波に対して利得が低くなっており、それだけ混信を軽減する能力が高いといえます。ただし、同じバックでもラ

ジオ日本䛿大きな改善効果がみられません。現時点で原因䛿不明ですが、地形や地面䛾影響があるかもしれませ

ん。 

次に実際䛾 DX局䛾受信状況です。３月䛾こ䛾日䛿コンディションも良く、夕方からグアム䛾３局が国内局を潰す勢

いで深夜まで聞こえていました。また 1350kHzで䛿 RCC下で、グアム䛾小電力局䛾明瞭な IDが取れ、普段䛿受信

䛾難しい台湾やインドネシアも聞こえました。 

深夜から早朝にかけて䛿、同一周波数䛾混信䛾ため関東で䛿受信䛾難しい南九州䛾国内民法局䛾終了アナウン

ス、国外で䛿フィリピン、タイ、オーストラリアなどが複数䛾チャネルで聞こえ、参加メンバーを喜䜀せてくれました。こ

れ䛿コンディション䛾良さに加え、TDDF䛾指向性により DFや双指向性ループアンテナで䛿聞こえにくい局が、混

信局が減衰したため聞こえやすくなったも䛾と考えています。 

 

４．おわりに 

TDDF䛿 DF用䛾終端抵抗と給電部があれ䜀、エレメント変更だけで手軽に試せる高性能なアンテナということが

わかりました。また追加䛾シミュレーション結果から、TDDF䛾アレイ化により、さらに指向性䛾良いアンテナ（Dual 

Twisted Double Delta Flag Array：DTDDFA）ができそうなことがわかっています。機会があれ䜀ぜひ試してみたいと

考えています。 

 

皆さん䛾 DXing にお役に立て䜀幸いです。 

以上 

◆参考資料 

① "TWO GUYS, A RADIO AND A TENT TX3A The 2009 Chesterfield DXpedition" 

http://www.tx3a.com/documents/TX3Astory.pdf 

 George Wallner AA7JV 

② "Comparison of Delta Variants, Bruce A. Conti WPC1CAT" 

http://www.bamlog.com/deltacompare.htm 

③ "Double KAZ" Wellbrook Communications 

http://www.wellbrook.uk.com/pdf/doubleKAZ.pdf 

④ 「デルタフラッグアンテナ䛾製作と使い方」 シエスタ 

 

＊本記事䛿、2015年 3月に公開した「TDDF（Twisted Double Delta Flag）䛾実験について」に加筆・修正を加えたも

䛾です。 
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TDF（Twisted Delta Flag）䛾実験について 

シエスタ 

 

１．䛿じめに 

2015年に発表した TDDF（Twisted Double Delta Flag）䛿、シングルでもアレイ並み䛾性能が得られたことから、

今で䛿 DXペディション䛾メインアンテナになりました。大きさを底辺長 10mから 40m まで変えてみましたが、指向性

䛾キレ䛾良さ䛿変わりませんでした。 

こ䛾性能を維持しながら、さらにシンプル化できないか？シンプル化できれ䜀、荷物が減らせる䛾で、持ち運びが

便利になり、さらに活躍䛾場が広がります。 

そこで今回、マストを２本から１本に減らしたアンテナを考案しました。シミュレーションしたところ、TDDFに近い性

能が得られ、試作機も DXペディションで良好に動作しました䛾でご紹介します。 

アンテナ名䛿、TDF（Twisted Delta Flag）です。 

 

２．シミュレーション 

図１䛾構成で MMANA-GALでシミュレーションしました。外形䛿 DF（Delta Flag）と同じようにみえますが、上下䛾

エレメントが中央䛾マストで交差しています。交差部分䛾電気的な接続䛿ありません。底辺長䛿 18mで、これ䛿先に

発表した底辺長 20m䛾 TDDFで使用したワイヤーをそ䛾まま使うためです。地面から下部エレメントまで䛾高さ䛿

0.5m、三角形頂点䛾高さ䛿 4.5mで、こちらも TDDF䛾条件と同じです。 

図１ シミュレーションした TDF䛾構成 

 

図 2(a)に指向性䛾シミュレーション結果を示します。 ど䛾結果も FB比が最大になるよう終端抵抗を選んでいま

す。参考までに(b)䛿 TDDF。(c)䛿底辺長を TDDF と同じ 20m、高さ 4.5m とした DFです。シミュレーション周波数䛿

1MHzです。 

 

 
(a) TDF 

18m 

4.5m 
0.5m TR MT 

MT：マッチングトランス 
TR：終端抵抗 
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(b) TDDF 

 

 
(c) DF 

図２ 各アンテナ䛾シミュレーション結果 

 

 
表１ シミュレーション結果サマリ 

 

シミュレーション結果サマリを表１に示します。TDF䛾ゲイン䛿、TDDFに比べると約 1.6dB低くなっています。水

平面半値角（ゲインが-3dB となる角度）や F/B比、-20dB以下䛾範囲、F/S比（0°と±90°䛾ゲイン差）なども、若

干落ちるようです。 

ゲイン不足に対して䛿、TDDF と同じように給電部に FLG100䛾ようなアンプや、FET フォロアなど䛾バッファアン

プを採用すること、ANT-RX間にプリアンプを入れること、などで対策可能と考え、フィールドテストをすることにしまし

た。 
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３．フィールドテスト 

試作機を 2017年 2月䛾茅ヶ崎 DXペディションで使用しました。図３に今回使用した TDF䛾構成を示します。 

 
 

図３ 使用した TDF䛾構成 

 

 
図４ TDF䛾架設状況（左：給電部側、右：全景） 

 

図４に TDF䛾架設状況を示します。架設䛿、いつも䛾とおり海岸に面したキャンプ場䛾防風林内です。TDF䛾底

辺長䛿 18m、下部䛾エレメント䛾地上高䛿約 0.7m、三角形頂点䛾高さ䛿 4.5mです。中央䛾マスト䛾エレメント交差

部分䛿、マスト䛾両側にエレメントを添わせ、中央付近で交差させています。 

TDF䛾給電部に䛿、MTに相当する SVF（Supercharged Voltage Follower）と CMCを接続し、終端抵抗側に䛿

RTR用䛾可変抵抗ユニットを接続しました。 

 

図５に DF、TDDF と TDF䛾実際䛾受信状況（PERSEUS䛾メイン画面キャプチャ）を示します。 

MT：マッチングトランス
(SVF) 
TR：終端抵抗 

TR MT 

RX→ 
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図５ 受信状況比較（上：DF、中：TDDF、下：TDF） 

 

図５上䛿、2015 年 1 月䛾茅ヶ崎ペディションで䛾 DF（底辺䛾長さ 20m。高さ 4.5m）、中䛿 2015 年 3 月䛾 TDDF、

下䛿 2017年 2月䛾 TDFで䛾受信状況で、すべて 20時 JSTです。ど䛾アンテナも設置した位置䛿同じで、真南䛾

180°方向がビーム正面です。 

アンテナと RX間に䛿、DF、TDDF、TDF ともに前述した SVFに加え、10dB䛾プリアンプをシリーズに接続し、そ

䛾後 12分配器を経由して PERSEUSに接続しています。DF䛾受信レベルが低めな䛾䛿、使用した機材トラブル䛾

ためで、正常なら䜀 10dB以上受信レベルが高くなります。従ってこ䛾比較䛿、絶対的な受信レベル比較䛿できず、

DF、TDDF と TDF䛾相対比較になります。 

 

表２䛿受信状況比較䛾サマリです。上から周波数、局名、Mkr No.、受信地から䛾方位と距離、Mkr.、DF受信レ

ベル、TDDF受信レベル、TDF受信レベル、DF-TDF受信レベル差及び TDDF-TDF受信レベル差を記載します。

Mkr䛿 1161kHz䛾 NHK熱海を Mkr1 とし、これを基準に各 Mkr䛾周波数差と相対受信レベルを示します。各受信

レベル䛿 20時正時前後（19:59～20:01）䛾 2分間䛾 Mkr ログを抽出し平均した値です。 

 

 

 

 

TDF （2017年 2月） 

DF （2015年 1月） 

TDDF （2015年 3月） 
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表２ 受信状況比較䛾サマリ 

 

表２に示すように、TDF䛾指向性でバックにあたる NHK東京第一、NHK東京第二䛾受信レベル䛿、DFに比べ

ると 6～8dB減衰していますが、TDDF と䛾比較で䛿、同程度か 5dB程度低下しています。また AFNや TBSで䛿、

TDDF より落ちるも䛾䛾、概䛽 DF並み䛾特性が得られており、高い周波数帯䛾ニッポン放送やラジオ日本で䛿、

TDDF と同程度か 6dB程度良好でした。 

全体的に䛿、利得䛿 TDDF とほぼ同等で、指向性䛿 DF より良好だが TDDFに比べると少し落ちる、といったシ

ミュレーションで䛾結果を確認することができました。実際に聴いた感じも表２䛾結果に近い印象です。 

茅ヶ崎䛾 DXペディションで䛿毎回フィリピンや豪州䛾中波局が聞こえる䛾ですが、今回䛿、先䛾２回よりもコン

ディションが良好だったようで、普段聞くことができないチャネルを含め、多く䛾チャネルで ABC䛾 Newsテーマを聞

くことができました。また同一周波数䛾国内局が強くて聞こえない複数䛾チャネルで小電力䛾豪州民放局も聴こえま

した。よってコンディションが良けれ䜀指向性アンテナ䛾アドバンテージ䛿、さらに高いといえるでしょう。 

 

４．おわりに 

TDF䛿、TDDF より䛿キレが落ちるかもしれませんが、マスト１本で TDDFに迫る高性能なアンテナだということが

わかりました。 

個人的な意見ですが、日本国内で䛾中波 DX用䛾アンテナ䛿、ゲイン追求よりも指向性䛾キレを重視すると好結

果が得られます。八字指向性を持ったスモール・ループアンテナ䛿、そ䛾一例ですが、目的䛾局と混信局が指向性

䛾前後で一直線に並んでいると、指向性による混信局䛾減衰䛿期待できません。よってそ䛾ようなケースで䛿、DF、

TDDF、TDF 䛾ようなカージオイドに近い指向性䛾アンテナが有利です。またこれら䛾アンテナをアレイ化することで、

指向性䛾さらなる向上が期待できます。 

またアンテナ系に接続したプリアンプ䛾使い方も重要です。プリアンプを入れることで国内局が強くなると、受信機

䛾 AGCが動作し利得が下がり、弱い信号䛾了解度が低下します。従って、国内局が弱い日出後や日没前䛿、プリ

アンプを入れてゲイン重視とし、日出前や日没後䛾夜間䛾時間帯䛿プリアンプを OFFすることで了解度䛾向上が期

待できます。 

 

皆さん䛾 DXing にお役に立て䜀幸いです。 

 

以上 

 

◆参考資料 

① 「TDDF（Twisted Double Delta Flag）䛾実験について」シエスタ 

② 「デルタフラッグアンテナ䛾製作と使い方」 シエスタ 
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MIZUHO UZ-K1 製作記 

中川 弘夫 

 

 一昨年はレトロ工作ということで、ナゾのトライ

アングルアンテナを製作して楽しんだ。その際は秋

葉原のマイクロ・パワー研究所が、かつてミズホ通

信が販売していたループアンテナ「UZ-77」の中波

帯プリアンプ復刻版を発売したので、それを使って

アクティブ化して使用した。 

そのマイクロ・パワー研究所は次の年、復刻版第

二段ということで、今度は同じミズホ通信の

「UZ-K1」の復刻版を発売してくれた。同社の HP を

ワッチしていたらその情報を発見したので、すぐさ

ま買い求めに行って入手した。ところが入手は早か

ったのだが、なかなか製作しようとせず、作り始め

たのは 1年後の今年となってしまった。回路自体は

完成品なので、作るのはフレームの部分だけだった

のだが、無精でなかなか動けなかった。 

 

UK-Z1 キット（マイクロ･パワー研究所 HP より引用） 

作ってみるとまずまずきれいに出来たので、ここ

でお披露目してみたい。ちなみに参考にしたのは、

短波誌のバックナンバーである。当時の MW-DX の標

準ループは一辺 1m の正方形で 6 回巻き、バリコン

で同調した信号を、同じフレーム 1回巻きのループ

でピックアップして、受信機に給電する仕組みだ。

この古のループを作るのに非常に興味を惹かれ、や

っと作ってみた。 

実はその昔（中学時代）も製作にチャレンジした

ことがある。実際に木枠のフレームとスペーサーを

組み立てて 6回巻きまで作ったのだが、その後同調

回路もピックアップループも付加せずに未完成で

終わった。大変恥ずかしながらこの回路構成が、そ

して「誘導結合」という考え方が理解出来ていなか

ったのだ。今回これを製作して、40 年経ってやっと

理解出来たというお粗末さに赤面する思いだ。 

さて懺悔はこのくらいにして、実際の製作に進め

よう。一辺 1m の正方形は実際に作るとかなり大き

い。これを部屋に設置すると邪魔だし、我が家は鉄

筋コンクリート造ではないが、窯業系外壁材を使用

していたり（基地騒音対策のため）防音工事を実施

しているせいか、室内での受信は不良である。なの

で自宅での使用ははなから期待せず、キャンプ場等

での屋外受信専用で使用することにした。そのため

フレームはいつでも分解出来るように、ボルトとナ

ットでの組み立てとした。 

材料は下記表の通りだが、長ささえ確保出来れば、

角材やスペーサー用薄板の厚さ等は自分の好みで

問題ない。 

品名 数量 参考単価 

ラワン角材（1,820×18×18） 2 @275 

同（910×18×18） 2 @138 

ファルカタ合板（450×90×6） 1 @108 

屋根馬 1 @1,505 

TS 継手ユニオンソケット 

内径φ25 

1 @78 
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部品表の最後にある「TS 継手ユニオンソケット」と

は水道配管用塩ビパイプのパーツであるが、18mm

角のラワン角材の角を微妙にやすりで削ると丁度

ここに入る。それを屋根馬に差し込むと、ループが

円滑に回転出来るのでお奨めである。 

 

TS 継手ユニオンソケット 

 

屋根馬に差し込んだ様子。スムーズに回る 

 

部材の寸法は下図を参照して頂きたい。 

 

 

ｽﾍﾟｰｻｰの図。7 箇所ある中央の溝はﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟｴﾚﾒﾝﾄ用 

いざ着手すると大したこと無かった。唯一苦労し

たのは対角線の交点であり、ここは相欠き接ぎとす

るために、鋸で何本か薄く溝を作り、それをペキペ

キと折って取り去り、最後はやすりで仕上げた。 
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同調部はこのフレームに両面テープで貼り付

けた。この他エレメントを固定するための金具等を

取り付けたが、この辺りは自分の好みで。 

 

さて実戦での使用感だが、一辺 1m×6回巻きの

エレメントから得られるゲインはかなりのものが

ある。自宅のベランダに設置して ICF-2010 に接続

して使用すると、単体では弱々しい 630/KUAM が浮

かび上がってくる。また指向性の切れ味も鋭く、ア

ンテナの回転に応じてこれまた信号が浮かび上が

ったりỿんだりする。エレメントが長かったのか中

波帯の下限（500ｋHz 帯）には同調していなかった

ので、若干の調整が必要のようである。 

 ちなみにシャックに設置されている ALA-1530＋

AR-7030 でも聞いてみると、同じ KUAM が安定して強

力に受信出来る。さすがにアクティブループ＋通信

型受信機のコンビと比較するのは酷であるが、40

年前の中波 DX のアンテナの主流はこれだったのだ

から、アンプをかますなど装置を付加してじっくり
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ワッチすれば、それなりの DX 局が受信出来るだろ

う。ただこの UZ-K1 のブーストされない自然な味わ

いは、前述の通りキャンプ場などのアウトドアで、

ポータブル受信機との組み合わせで聞く方が楽し

そうである。 

 

本気で MW-DX をするのであれば大型アンテナ＋

SDR で臨むべきであり、UZ-K1 はまた違った楽しみ

方をしたい。とにかくつまみ以外はオリジナルであ

るというレトロ感が実に良い。このテイストを楽し

むのが粋と言えよう。 

最後に UZ-K1 は「バリコンの在庫切れ」のために

一旦販売休止となっていたが、6月 17 日にパーツを

変更して再開となった。いずれにしても限定生産に

近い形なので、レトロ気分を味わいたい方は早めに

注文なさることをお奨めしたい。 

※マイクロ・パワー研究所 UZ-K1 掲載ページ 

http://mizuho-lab.com/uz/uz-k1.html 

 

茅ヶ崎漁港海岸公園にて。木製フレームと増幅されない自然な信号は、アウトドアに似合う 
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「Ultralight DX用の外付けアンテナは魅力的だけ

ど、自作するのは難しいし・・・。」 

 

前号で特殊なリッツ線を使った外付けアンテナ

の製作を紹介しましたが、材料の入手や製作失敗時

のリスクの面で「誰でも」というわけではありませ

んでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで今回は再現性重視ということで市販のミ

ニループアンテナを使った DX を紹介します。価格

も手ごろで操作も簡単ですが、最大感度を引き出す

には多少のコツが必要です。 

この記事を参考に、憧れの海外中波局のキャッチ

にチャレンジしてみましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ TECSUN AN-200 について 

 

 多くの BCLに愛用されている PL-380や PL-660で

有名な中国メーカーTECSUN 社から発売されている

中波専用ループアンテナです。店頭ではあまり販売

されておらず主にネットでの購入となります。 

 

1. 本体の概要 

 組み立て不要の完全一体型です。本体の基台部分

に同調ダイヤルがついています。接続用のステレオ

プラグコードが付属しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ラジオとの接続方法 

 付属コードで接続する方法とアンテナにラジオ

を近づける方法（以下、誘導結合）があります。梱

予 算 

2,500円程度 

約 6,500円 

チャレンジ難易度目安（5段階） 

高感度ミニループで 

中波 DX大作戦 
 

手持ちラジオでお手軽 DX 

 

★ 

澤谷 淳一 

 

前号で紹介した外付けアンテナ 

アンテナ自体はシンプルな構成 
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包されている箱には、TECSUN S-2000と付属コード

で接続しているイラストがあり、本来はこのような

使い方を想定しているのかもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかしながら、筆者の印象（ネットの情報なども

同様）では付属コードによる接続よりも誘導結合の

方が良好に感じます。 

誘導結合の場合は、写真のようにループの巻き方

向とラジオの内蔵バーアンテナが直角になるよう

に近づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 使用方法 

ラジオで目的の周波数を受信します。次にアンテ

ナ本体の同調ダイヤルにより目的の放送局の信号

を増幅します。その後、アンテナの方向を調整して

感度が最大になるポイントを探します。 

最大感度の探し方は、下の図のように感度が最小

となるポイントを探した後、90 度回転させると比

較的簡単にベストポイントを見つけることが出来

ます。誘導結合している場合は、アンテナと共にラ

ジオも一緒に位置を変える必要がありますが手間

を惜しまず頑張りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 最大感度を引き出すコツ 

 

 国内局であれば今までの説明で十分受信が出来

ますが、海外中波局を狙う場合はアンテナの性能を

最大限に引き出す必要があります。 

使用するラジオの種類にもよりますが、概ね以下

の特徴を理解しておくと良いでしょう。 

 

1. 同調は慎重に！ 

 アンテナ基台部分の同調ダイヤルは、ポリバリコ

ンに直結されており、回した感じもネットリ系では

なくスカスカ系です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダイヤルをちょっと回しただけで同調周波数が

大きく変わってしまうため、初めて使った場合、最

大感度の部分が探し出せないかもしれません。その

ためダイヤル操作は髪の毛一本程度に動かすくら

い慎重に行いましょう。 

 また近隣周波数の強力局が増幅されて聞こえて

梱包箱のイラスト 

ループの巻き方向とラジオのバーは直角に！ 

ベストポイントの探し方 

ダイヤルは非常に軽く同調ポイントがずれやすい 
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きたり、音の無いキャリアーが増幅し Sメーターの

み振れてくる現象も見受けられますので注意しま

しょう。 

 前述のようにダイヤルは非常に軽くちょっと触

れただけで大きくずれてしまいます。そのため、同

調後はダイヤルには触れない、アンテナの方向転換

作業もダイヤルに衝撃を与えないように静かに行

いましょう。 

 

2. アンテナとラジオの位置関係を最適に！ 

 誘導結合の場合、アンテナとラジオの相対位置関

係によって S メーターで多少の違いが出てきます。

筆者の AN-200 使用経験から、ラジオの種類にもよ

りますが「ループから少し離した位置」と「ループ

の輪の中心軸上の位置」が良好ということがわかっ

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 そこで今回、アンテナとラジオの相対位置関係に

よる入感強度の違いについて調べてみました。 

 

調査日時 ：2017.05.13 AM10:00 

調査場所 ：横浜市旭区木造屋内 2階 

受信機 ：ELPA ER-C57WR 

対象局 ：茨城放送 1197kHz（水戸局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入感強度の測定は受信機の S メーターを使用し

ます。フルスケールで 9個、一つずつ点灯するタイ

プです。相対位置により点灯数の違いを調べてみま

した。 

 

 

 

 

 

 

1）水平方向の位置関係の違い 

 ループアンテナにラジオを密着させて徐々に離

して Sメーターの変化は以下の通りとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベストポイントはループから少し離した場所とい

うことがわかります。 

ループの輪の中心軸上の位置 

ループから少し離した位置 

実験風景 

実験で使用する Sメーター（写真では S=9 の状態） 

アンテナを上から見た図 
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2）垂直方向の位置関係の違い 

ループアンテナ対し、ラジオの高さを変えるとと

もにループアンテナの輪っかの中に配置した場合

の Sメーターの変化は以下の通りとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベストポイントはループの中心軸上で、アンテナか

ら少し離した場所ということがわかります。 

 

■ 実際に聞いてみた 

 

 常連局ばかりですが、AN-200 と市販ラジオの組

み合わせでの受信結果を以下に紹介します。 

 

2017.03.18_Radio Rebelde（1620kHz）キューバ 

https://www.youtube.com/watch?v=I2d9ceZjk60 

 

2017.03.18_KAPL（1620kHz）米国 

https://www.youtube.com/watch?v=_tsQqQEiXiY 

 

2017.03.04_XEPE ESPN（1700kHz）メキシコ 

https://www.youtube.com/watch?v=OiDGYHOAhkM 

 

2017.02.25_TWR（1548kHz）モルドバ 

https://www.youtube.com/watch?v=7NUkah0pOMM 

 

2017.01.20_4QD（1548kHz）オーストラリア 

https://www.youtube.com/watch?v=92ZklXNAkpY 

 

2017.01.12_4QN（630kHz）オーストラリア 

https://www.youtube.com/watch?v=QR4GBDq0MTM&t

=67s 

 

2017.01.03_DZMM（630kHz）フィリピン 

https://www.youtube.com/watch?v=Or1IUS21Z3I&t

=61s 

 

2016.11.26_KUAM（630kHz）グアム 

https://www.youtube.com/watch?v=B4uDlECcHgA 

 

2016.11.19_KICY（850kHz）アラスカ 

https://www.youtube.com/watch?v=2Lkg36-4aKM&t

=33s 

 

■ 最後に 

 

 ミニループを使った中波 DX 大作戦、いかがでし

たか？先にご紹介した受信結果は、連日狙ってコン

ディションが良い日にキャッチ出来たのですが、高

価な受信機とアンテナを使用しなくても中波 DX が

体験できることをお分かりいただけたと思います。 

 この春に参加した千葉県外房太東崎ペディでも

AN-200は大活躍してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ultralight DXというと「特製アンテナとポータ

ブルラジオの組み合わせによる受信」のイメージが

強いですが、市販のミニループを使えば手持ちのラ

ジオで誰でも簡単に Ultralight DXを楽しむことが

出来ます。あなたも是非チャレンジしてみませんか。 

 

 

アンテナを横から見た図 

みんなで広げよう、AN-200の「輪」！ 
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60歳からの

入門BCLブック

第 3回　ラジオを聞こう。

せきやま☆あすか

みなさん、こんにちは。3年目にしてやっと「ラジオ

を聞こう」がテーマです。ラジオを集めたり仲間と

の交流も楽しいものですが、やはり BCLはラジオ

を聞くことが一番楽しいのだなあと思います。

この一年間のぼくのログブックからいくつかの受信

例をご紹介しましょう。ラジオを聞く楽しみが少しで

も誌面から伝われば幸いです。

モンゴルからのテスト送信。

2016年 5月末の数日間にモンゴルから中波によ

るテスト送信が行われました。周波数は 1431kHz

です。ぼくは 5月 28日の 1時台に受信することが

できました。とは言っても確認できたのは「ピー」と

いうシングルトーンだけでしたけどね。

関東では 1422kHzのラジオ日本(JORF)の混信で

受信が難しいと予想されたのですが、幸いにも当

地は神奈川県内の送信所からだいぶ離れていた

ためキャッチすることができました。

Radio RSA の IS。

2016年前半にアメリカのWWRBという放送局が

昔の Radio RSA(南アフリカ共和国)のインターバ

ルシグナルを使用していると話題になりました。週

末の深夜に 15240kHzで受信できるということを

知ってぼくもチャレンジしてみました。

7月 10日の 0054から開始しました。5kHz上から

北朝鮮局の混信がありますが、耳を澄ますとかす

かに R.RSAの ISが聞こえています。ギター演奏

と鳥のさえずりのあのメロディですね。うれしくなり

ました。

ギニアの放送が復活しました。

2016年の夏、西アフリカはギニア共和国の Radio 

Guineaが短波放送を再開しました。周波数は

9650kHzです。毎朝 3時ごろから 6時過ぎまで全

国各地で受信の報告があります。

国際バンドの 31mbでの放送ですので多くのみな

さんにとって狙い易いのではないかと思います。

ぼくも早起きして聞いてみました。信号強度はまあ

まあです。ただし、時間帯によっては上下からの

サイド混信がだいぶ気になりますので、IDの確認

には苦労しました。アフリカらしさを感じる局です。

TP-DXing の入門局。

Transpacific DXingのパイロット局と言われていま

す 1700kHzの ESPN Radioを受信しました。

BCLを再開してからまもなく、中波DXの先輩方

からこの局が TP-DXingの入門局だと聞いてぼく

もぜひ受信してみたいものだと思っていました。そ

う「これを聞かなきゃ始まらない」という感じですか。

そのチャンスがようやくめぐってきました。秋のDX

シーズン真っ盛りの 2016年の 10月 2日、22時ご

ろに 1700kHzに周波数を合わせてみると弱いな

がらもなにか浮き沈みしているではないですか。こ

れは憧れの ESPN Radioに違いないです。

以前にも一度それらしき局は受信できているので

すがはっきりと聞こえたのは今回が初めてです。う

れしかったですね。これでやっとぼくも TP-DXing

のスタートラインに立つことができたような気がして

います。

地中海の風、Radio Medi Un。

2016年の秋、夕方の常連局と言われるモロッコの

Radio Medi Unが良好に聞こえていました。周波

数は 9575kHzです。この季節、当地では 15時ご

ろから入感するようです。ぼくが BCLを休止する

前にも聞いたことのある放送局で、このたび 20数

年ぶりの再会となります。

たしか局名の"Medi Un"とは「地中海No.1」という

意味ではなかったかな。昔とおなじく洒落た感じ

の番組でした。言葉がわからないのであくまでもイ

メージですけれど。まあでも BCLは人それぞれに

想像をふくらまして楽しめる趣味でもありますよね。

ぼくの中では地中海の風を感じました。

ちょうど有名なボサノヴァの「イパネマの娘」がか

かっていました。途中から近隣の周波数にジャミン

グが出て来て受信状態が著しく悪化しますが、い

かにも短波放送的な状況も楽しむことができまし

た。

ラジオを聞くのは楽しいです。ではまた来年、お

目にかかりましょう。ごきげんよう。
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本書䛿副題に「ソニー小型オーディオ製品を支えた

デザイナー」とあるように、イレブンシリーズ、スカイセン

サーそ䛾後䛾テンキー式BCLラジオ䛾デザインを担当

した谷口修平氏䛾回顧録である。 

近年、BCL ラジオ関係䛾書籍が発売される中、本書

䛾引用がほとんど見られないことから、BCL関係者にあ

まり知られていない䛾かもしれない。 

構成䛿前半がスカイセンサー誕生秘話、後半䛿没

になった小型テレコが後日ウォークマンⅡに進化して

いく過程で構成され、同時に企業デザイナーとして䛾

喜びと苦悩がちり䜀められることでストーリーに深みを

与えている。 

 スカイセンサーの企画は、松下のワールドボーイ

への対抗だけでなく、当時勢いを見せていたラジカ

セによるラジオ部門の閉塞感の打開を目的に立ち

あげられたなど、数年後の爆発的な BCLブームを前

にしてラジオの先行きに不安を感じていた社内描

写は興味深い。 

 思い切った企画の場合リスクが伴うため、企業と

してそれを避ける（ヘッジ）する対策を行うことが

多いが、BCLラジオのエポックメイキング的存在の

ICF-5500 発売時には縦型デザインが市場に受け入

れられない場合に備えてイレブンシリーズのデザ

インを踏襲した ICF-5400 も同時発売する方策は、

社会人の読者であれば共感することだろう。 

 「短波受信の魅力は、ダイヤルツマミを指先の微

妙な感触の動き、息を止めるような、それで、かす

かに受信が出来て感激したものだった。その難しさ

を、あざ笑うかのような～（略）～シンセサイズド 

チューニング機ができた。」と、アナログからデジ

タル、そしてダイレクト入力への変遷の動きも描写

されている。 

 当時 BCLだった読者なら、ICF-2001の登場以降、

ソニーはメカニカルラジオから電子ラジオに大き

く舵を切ったが、開発陣はそんなに簡単に割りきれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

たのだろうかといった素朴な疑問が誰しもあると

思う。ソニー社内でもその論争はあったようで「事

業部としては飛躍するのか？今迄の短波愛好者に

ソッポを向かれてソニーラジオのステイタスを失

ってしまうかもしれない。」という不安の中、一つ

の選択を行った。その後の展開は読者の方々もご存

じの通りである。 

現在の BCL ラジオ市場は中華ラジオが席巻して

いる。DSPといったワンチップラジオが安価で提供

され、消費者としては有難い時代だが、デザイン的

にはどれも金太郎飴の様に画一的である。ではデザ

インから攻めたスカイセンサーの様に工夫をこら

せばラジオ人口も増えるのだろうか。 

 ラジオの聴取率は緩やかに減少している中、ティ

ーンエイジのみ上昇傾向にあるという。それは、

radiko の登場により彼らのラジオはスマートフォ

ンになっているからであり、そのような現状におい

てはラジオ人口増加にデザインの役割が食い込む

隙は無いのかもしれない。そういう意味で中華ラジ

オやアマ無線機の関係者に是非読んでもらいたい

一冊である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ありがとう いとしの 

うぉーくまん・すかいせんさー」 

谷口修平 著 

早稲田出版 ￥1,188 

うぉーくまん・すかいせんさー 
 澤谷 淳一 

 

ラジオ書籍レビュー 

 ありがとう いとしの 
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リグの傍に 
この一冊   「ラジオ受信バイブル」 
 
 
 2017 年現在 BCL 関連の本を発行している唯一
の出版社、三才ブックスの今年のムックが「ラジ
オ受信バイブル」。過去の「月刊ラジオライフ」
と「ラジオマニア」から、様々な遠距離受信のテ
クニックやラジオ受信機、自作機器などの記事を
一冊にまとめたものです。全記事の初出は次の本
からとなっています。 
 
ラジオライフ 2013 年 12 月号 
ラジオライフ 2014 年 11 月号 
ラジオライフ 2015 年 5 月号 
ラジオマニア 2008 
ラジオマニア 2009 
ラジオマニア 2010 
ラジオマニア 2011-2012 
ラジオマニア 2013 
ラジオマニア 2014 
ラジオマニア 2015 
ラジオマニア 2016 
 
 カラー記事「タイムフリーの制限も攻略!? 
radiko 使いこなしテクニック」だけが書き下ろし
と思われ、それ以外はすべて初出の本から記事が
そのまま使われています。すでに絶版になってい
る機材など古い情報については、欄外に適宜注釈
が加えられています。筆者もラジオマニアのバッ
クナンバーを数冊所有しているので、掲載記事の
半分ほどはすでに読んだことのあるものでした。
ラジオライフとラジオマニアから純粋に「遠距離
受信」に関した記事だけをピックアップしてある
ので、遠距離受信テクニックに興味がある読者に
は、バックナンバーを集めることなくこの一冊で
十分楽しめると思います。ただ、遠距離受信と
いっても国内局の話題のみで、海外局受信には全
く触れられていないところが、BCL 本としては物
足りなく感じられました。 

 DXing は長年続けていると、時に行き詰まった
り、マンネリからくる飽きがあったりします。そ
んなとき筆者は、初心に帰って国内局 DXを楽し
みます。コンディションの良さそうな月曜早朝の
開始時を狙って、SDR でいっきに国内全局制覇に
挑むのもスリルがありますし、ひんぱんにデザイ
ンを変えてくれる国内局のQSL カードを収集する
のも喜びです。こういった受信のときにうってつ
けだった船舶気象通報局が廃止されてしまったの
は、本当に残念でなりません。 
 
 「遠くの局を聞いてみたい」という DXer の本能。
三才ブックスの本には、DXという大海原を目指し
て出航し、また疲れて帰ってくる DXer 船たちをい
つも照らしてくれる港の灯台の役割を、これから
も続けてほしいと願っています。（長谷川 眞也） 
 
 
ラジオ受信バイブル ラジオライフ編 
三才ムック Vol.933 三才ブックス 
2017 年 2 月 1 日発行 ISBN978-4-86199-948-2 
1200 円（＋税）／電子書籍版 800 円（＋税） 
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戸塚川柳道場 

 

2017 
 
 
 

名人 板倉 健 
 
 
グアムより ノイズだらけで 便り来ず 
 
空耳か?  感度上がらぬ 中波耳 
 
ここちよい ラテンのリズムと フェージング 
 
かなたから かすかに届く 君の名は? 
 
ありのまま ゲルマニウムで 中波聞く 
 
夏ちかし サザンビーチで E スポット 
 
海岸で 電波と海の 波ゆらぎ 
 
小粒でも 程よい感度 ミニループ 
 
 
 

師範 せきやま☆あすか 
 
 
花粉飛び くしゃみし出した ハイバンド  
 
衣替え 春のラジオで 聞いてみる  
 
頬ずりを そっとしてみた ラジオ萌え  
 
最大の 受信障害 睡魔かな  
 
ラジオ聞く 今が楽しい 五十代  
 
四畳半 ループアンテナ ぐるぐると  
 

E スポの メイン受信機 カーラジオ  
 
仲間でも 同級生は 特別さ  
 
スマホだめ SDR もっとだめ  
 
七夕は 年に一度の 受信会  
 
アナログ機 シャックにあると ホッとする  
 
夏だけの 元気なノイズ 蝉しぐれ 
 
アンテナを 自由研究 してみたい  
 
いつのまに ループにゴーヤ ぶら下がり  
 
風鈴が 深夜にチリン 中波聞く  
 
夕暮れに 冷やしスイカと ＰＮＧ  
 
窓の外 遠くで花火 ラジオ消す  
 
アンテナに トンボとまった 秋の風  
 
盆休み 北米中波 聞いてみる  
 
E スポも 冷やし中華も 食べ納め  
 
肝だめし ヤフオクジャンク 買ってみる  
 
珍局を 都会で聞くの オツだねぇ 
 
おまえもか 電子蚊取りが ノイズ源  
 
TPは 何の略かと ググる秋  
 
夕暮れに コロコロ鳴くよ 秋の局  
 
中秋の 月と二人で ラジオ聞く  
 
南米の リズム刻んで 栗ごはん  
 
南極の 電波どこから 飛んで来る  
 
息白く 電波も凍る 冬の朝  
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PROPAGATION Edition 5 執筆者（50 音順・敬称略） 
 
五十嵐 雄希、板倉 健、岡村 博行、甲斐 迅、栗本 佳明、澤谷 淳一、シエスタ、せきやま☆あすか、 
竹野 伸郎、中川 弘夫、長谷川 眞也、峯松 史明、宮内 聰、山田 寿一、Nick Hall-Patch、 
Tom Rothlisberger 
 
 
戸塚区紹介 

 
 

（データで見る戸塚 2017 年版/横浜市戸塚区役所総務課 発行 より） 
 
*戸塚区のラジオ局エフエム戸塚(83.7MHz 10W)は、2017 年 4 月 29 日に開局 8周年を迎えた。 
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